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第 四 章　特待生








　一話　一年の特待生

　二話　アニカに誘われて １

　三話　アニカに誘われて ２

　四話　退屈な授業

　五話　アメリアの挑戦

　六話　学院の裏庭で １

　七話　学院の裏庭で ２

　八話　学院の裏庭で ３

　九話　満足できないアメリア

　十話　満足できないアメリアと １

十一話　満足できないアメリアと ２

十二話　満足できないアメリアと ３









第 五 章　保健委員








　一話　医務室の保健委員

　二話　ハンナと医務室で １

　三話　ハンナと医務室で ２

　四話　ハンナと医務室で ３

　五話　協力者の用意

　六話　三年生たちと放課後に １

　七話　三年生たちと放課後に ２

　八話　三年生たちと放課後に ３

　九話　学院長室へ呼び出し

　十話　ハンナと本番 １

十一話　ハンナと本番 ２

十二話　ハンナと本番 ３









第 六 章　理事長








　一話　定期テスト

　二話　リーゼとテスト中に １

　三話　リーゼとテスト中に ２

　四話　リーゼとテスト中に ３

　五話　第二回職員会議（裏）

　六話　理事長からの呼び出し

　七話　カリーナと １

　八話　カリーナと ２

　九話　カリーナと ３

　十話　カリーナとの取引

十一話　カリーナとユリア １

十二話　カリーナとユリア ２

十三話　カリーナとユリア ３








エピローグ





書き下ろし　ある日の学院長室で
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　立派な内装に、これまた良く出来た調度品。とても学校の一室とは思えないが、ここが国で最高峰のお嬢様校だと考えれば納得だ。名門校の学院長室がオンボロではな……。

　まあそんな部屋が今は、ただの一教師である俺のものも同然だが。

「さて、ファイルは……」

　俺は懐に手を入れると、手帳を取り出す。

　それに向かって魔法を発動させると、みるみる大きくなっていった。

　というより、本来はこれくらいの大きさだな。

　これは、この学院の生徒や教員の情報が記しるされたファイルだ。

　学院長に作らせたこのファイルから、俺は餌食にするターゲットを決めている。

「目星を付けていたのは、こいつだな」

　紙をめくっていき、あるページで手を止める。そこには、ひとりの少女の資料が書かれていた。

「アメリア・バーネス。学院の一年生で、数少ない特待生……か」

　特待生とは、魔法に適正がある者が学費諸々を免除されて入学することだ。

　ここエルレイス魔法女学院はお嬢様学校だが、仮にも『魔法』の名を冠している。

　金持ちばかり相手にするのではなく、その豊富な資金源で将来有望な人材を育てようということらしい。この学院を創設した理事長の方針らしいが、まあ立派なことだ。

「なかなか、俺好みの女だ」

　生粋の魔術師というのは出不精になりがちだが、スタイルは良く胸も大きい。

　それに、この輝くような銀髪もいいな。

　そこそこ珍しい分類に入るし、これを好きにできると思うと気持ちが昂る。

　容姿端麗で頭脳明晰、まさに優秀な生徒の鏡だが……。

「だが、特待生といっても順風満帆な学院生活を送れているわけではないらしい」

　資料には、彼女の評価が詳しく書かれている。

　魔法の才能については絶賛しているが、普段の生活態度はそう褒められたものではないらしい。

　自分の才能に自信を持っているためか、それが高いプライドになって周りと打ち解けていないようだ。

　常にひとりで行動している……と書かれていた。

「ターゲットにするには、まさに最適な奴だな」

　だが、一つ大きな問題もある。

「一年生か……俺の受け持ちにはない学年だ」

　教師である以上、受け持つ学年や学科が決まっている。俺はどちらかというと上級生向けの授業を受け持つので、接触するのは二年生か三年生だ。一年生の授業には、一度も出たことがない。

「なんとか、上手い方法を見つけなければならないが……」

　すでに、学院長のユリアは俺の女だ。多少の無理はきくが、あまり不自然なことはできない。

　元宮廷魔術師の俺でも、学院の人間全員の口を封じる魔法など知らないからだ。

　だからこそ、表では善良で優秀な教師を演じている。

「クローゼ先生、いらっしゃいますか？」

　どうするか悩んでいると、部屋の扉がノックされた。

　この声は、アニカのものだな。俺は椅子から立ち上がり、彼女を招き入れる。

「よく、俺がここに居るとわかったな」

「だって、他のどこにもいらっしゃらないんですもの。ここしかありませんわ」

　口調はお嬢様然としたお淑やかなものだが、自然に俺へ体を当てているところがこいつらしい。

　見た目とは裏腹に、性に関しては貪欲だからな。

「それで、俺に何のようだ？」

「決まっているではありませんか、先生をデートにお誘いしようと思いましたの」

「……お前、俺が表では正体を隠していることを知っているだろう？」

　そう言うと、アニカは俺の腕を胸に抱く。

「でしたら、エッチだけでもよろしいですわよ？」

　上目遣いで俺を見て、艶かしい声で誘う。腕からはその豊乳の柔らかな感触が伝わってきた。

　なるほど、巨乳好きの男を誘惑するにはぴったりの方法だ。並の男なら、我慢できずに押し倒してしまうだろうな。だが、俺はアニカの腕を振り払って席に戻る。

「用事が終わった後でなら考えてやる。今は自分の部屋に戻れ」

　だが、彼女はスタスタと俺の後ろをついてくると、椅子の背もたれにより掛かる。

　そして、手元の資料を覗き込んできた。もう放っておこうと思ったが、次の一言で状況が変わる。

「また新しい子を探してるんですの？　あら、この子は……」

「なんだ、知ってるのか？」

「ええ、生徒の間ではそこそこ有名ですわよ。二年の教室でも話題になりますわ」

「そうなのか」

「先生、女子の情報網を舐めてはいけませんわ」

　まあ、確かにそうだな。

「それで、それが何か俺の役に立つのか？」

「もちろんですわ」

　アニカは一度椅子から離れると、資料を指さして提案してくる。

「例えば、わたくしが彼女を先生の前まで誘導するというのはいかがでしょう？」

「ほう、そうなればこっちのものだ」

　見たところ、対峙してしまえば御しやすそうな相手だ。一対一になれば、どうにでも出来る自信はある。

「だが、どうするんだ。アニカは二年生だろう」

　学年を越えての合同授業というのもあるが、それはごく少数だ。

　少なくとも、俺の知っているかぎり予定にはないな。

「まだ一年生の教師に伝つ手てはない、手を回すことも出来ないぞ」

　これが二年生と三年生ならば、アニカとリーゼとで示し合わせることも出来たが。

「その心配はありませんわ、わたくしが直接一年生のほうへ手を回します」

「できるのか？」

「任せて下さいませ。校内に友人は多いほうですわ」

　そういえば、こいつは自分の派閥的なものを作っていたな。

　しかし、下級生にも影響力があるとは知らなかった。

「だとすれば、素晴らしい。上手くいけば、今後も同様に手伝ってもらうだろうな」

「はい、先生のお役に立てることほど、嬉しいことはございません」

　ニコニコしながら、後輩をおとしめる計画を決定するアニカ。

　まったく、女というのは恐ろしいものだ。だが、使い方を間違えなければこの上ない味方になる。

「……それで、何が望みだ？」

　俺がそう言うと、彼女の笑顔が歪んだものになる。情欲の混じった、なんとも言えない色気が発せられた。

「さすが先生ですわ。女心をわかってらっしゃいます」

「タダほど高いものはないからな。特に女相手では」

　俺は椅子から立ち上がると、アニカの腰を抱く。

「向こうのベッドでいいか？」

「ッ！　ええ、もちろんです」

　彼女は俺の言葉に身を振るわせ、頬を赤くする。まあ、最初からセックスが目的で来ていたようだしな。そうなるように快楽を教え込んだのも俺だ。

　もちろん俺自身、いつでも抱くのは好きだが、こうして快楽堕ちさせれば扱いやすくもなる。

「俺に抱かれるために後輩を簡単に売り渡す、悪い先輩だな」

「そんな……先生がこんな体にしたのですわ！」

「まあ、すぐに鎮めてやるさ」

　隣の部屋に移ると、そこには大きなベッドがある。

　学院長が泊まるときのための部屋だが、今ではほぼ俺が女と寝るために使っている。

　俺はそのベッドに腰掛けると、目の前のアニカを見る。

「さて、今回は報酬の前払いのようなものだ。一つ希望を聞いてやろう」

「ほんとうですの!?」

「ああ、あまり無茶なものでなければな」

　こうやって、飴を与えてやることも大切だ。

　元々俺に惚れさせているが、こうすればより結びつきが強くなる。

　もっとも、俺は体が目当てなので恋愛をする気はない。そのあたりは注意してやらないとな。

　俺の前でどうしようか迷っていたアニカだが、決心したのか近づいてくる。

　そして、俺の肩に手を当てると、そのまま押し倒してきた。

「それでは、先生には下になっていただきますわ」

「それで、どうするんだ？」

「もちろん、わたくしも楽しませていただきます」

　俺を使って楽しむだと？　いい度胸だ。どこまでやれるか見てみるとしよう。
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　俺はアニカに押し倒され、ベッドの上で横になる。

　彼女は、そんな俺の足の間へ体を滑り込ませた。

「まずは、先生のおちんぽを大きくしますわね」

　そう言うと慣れた様子で俺のズボンのベルトを緩める。

　そして、あっという間に脱がせてしまった。

「これがわたくしの奥まで貫くほど大きくなるなんて、今でも信じられませんわ」

　アニカは俺の肉棒へ手をのばすと、ゆっくりしごきはじめる。

「後で気持ちよくなりたければ、しっかり準備しておくんだな」

「もちろんですわ。ガチガチにして差し上げます」

　アニカは自分の制服に手をかけると、ボタンをはずしていく。

　そしてついに、豊満な胸をさらけ出した。

　いつ見ても、理想的な爆乳だ。

「今、おちんぽがビクッて動きましたわ。本当におっぱいがお好きなんですわね」

「ああ、胸は小さいよりデカいほうがいい」

　俺はそう言うと、手を伸ばしてアニカの胸を揉む。

　これも、彼女の胸が爆乳だからできることだ。

　小さければ手が届かないだろう。

「あんっ、先生やめてください……しっかり奉仕できませんわ」

「頑張って続けるんだな。いつまでたっても勃起しないぞ」

「やぁ……はやくおちんぽ入れたいんですもの、頑張りますっ」

　アニカは肉棒をしごきながら、亀頭を口にくわえる。

「はあむっ！　れろれろ、んじゅうううう！」

　上下にしごかれる感触と、口内の湿った感じに舌の柔らかさ。

　さらに、手で味わっている胸の感触まで合わさると、俺の興奮はどんどん高まっていく。

「あんっ、大きくなってきましたわぁ……」

　肉棒が勃起を始め、一気に全開へと近づいていった。

　すると、アニカの動きが止まる。どうやら、もう入れるつもりらしい。

　もう少し胸を揉んでいたかったが、仕方ないか。

「これだけ硬くなれば大丈夫ですわね。後は、わたくしの中で……」

　彼女は俺の下半身を跨ぐと、そのまま腰を降ろす。

　勃起した肉棒を手に取り、迷わずに膣口へと押し当てた。

　アソコのほうは準備万端で、膣内から愛液が溢れてきている。

　肉棒を添えたことで、膣からの愛液が肉棒を伝うほどだった。

「もうドロドロだな、そんなに俺の物が欲しかったか？」

「もちろんですわ！　最近は、先生の周りに女性が多くて独り占めできません」

「俺を独り占めに？　ほう、そうか……」

　もしアニカが嫉妬して事件を起こすような気配があれば、処断しないといけないだろう。

　俺の厳しい視線を感じたのが、アニカが慌てて訂正する。

「べ、別にわたくしは、先生をずっと独り占めにしたいなんて思っていませんわよ？」

「そうだな、俺は賢い女のほうが好きだぞ」

「ふぅ……気が散ってしまいましたわ。再開しますね」

　俺の言葉に安心したようにため息をつくと、今度こそ肉棒を咥え込んでいく。

　肉棒が膣内にめり込むごとにぐちゅぐちゅと水音が鳴り、アニカがどれだけ濡れていたかを俺に知らせる。

「やだ、恥ずかしいですっ！　こんな、はしたない音が……」

「俺は賢い女も好きだがエロい女も好きだぞ？」

　俺に淫乱さを褒められ、アニカの頬が赤くなる。

「ズルいですわ……先生にそんなこと言われたら、嬉しくなってしまうのにぃ」

　そう言いながらも、さっきより速い速度で腰を降ろすアニカ。

　数秒もしないで肉棒を膣奥まで咥えてしまった。

「あひんっ！　き、来てますわぁ！　先生のおちんぽ、子宮口まで届いてますっ！」

「どうだ、気持ちいいか？」

「はい、とっても！　このためなら、後輩のひとりふたりくらい……」

「おいおい、そんなに寄越されたら受け取り切れないぞ」

「んはぁ……でも、それだけ先生のものが魅力的なんですのっ」

　アニカは腰を動かし始め、膣内で肉棒を味わっていく。

　愛液で蕩けた膣内だが、時折きゅっと締まるのが気持ちいい。

　柔らかいながらしっかりした締め付けが、しごかれる肉棒にさらなる快感を与える。

　俺はその快楽を堪能しながら、アニカに釘を差した。

「表では、ただの教師と生徒だ。そこを忘れるな」

「はっ、はいぃ！　だから、今は目一杯楽しませてくださいませぇ」

　ぱんぱんと腰が振られ、愛液が次々分泌させる。

　卑猥な水音も止むことはなく、むしろ大きくなっていった。

「ダメッ、ダメですわ！　腰の動きが、止まりませんのっ！」

「いいじゃないか、俺は気持ちいいぞ」

「わたくしが壊れてしまいますわぁ！」

「セックスのたびに壊れていたら、そのうち直らなくなるな」

「でも、気持ちいいの止められません！　だらか、腰振っちゃうんですの！」

　俺の体に手を置いて腰を振るアニカ。

　上からこっちを見下ろす表情は、完全に発情していた。

　こうなると、もう自分では止められないだろうな。

　快楽に身を任せて、絶頂するまで腰を振るだけだ。

「まあ、そうなるようにしたのは俺だが……」

　アニカはそんな俺の声が聞こえないのか、呼吸を荒くして腰を振り続けている。

　彼女の体が上下に動くたびに、その爆乳も揺れた。

　一応両腕で挟むようにしているが、それでも抑え切れない。

「いいな、これが見たかった」

　巨乳好きな俺としては、目の前で乳が揺れる光景は好物だ。

　責めるほうが好きな俺だが、騎乗位はこういう役得があるので楽しい。

「また、おっぱいばかり見てぇ……こっちでも感じてください」

　アニカは腰を思い切り打ちつけると、ひねりつつぐねぐねと動かす。

「うぉ、これは……」

　今までの上下の動きに変わって、今度は回転するような刺激だ。

　その刺激に加えて、亀頭も子宮口をグリグリとえぐっている。

　敏感な部分をこうやって責められると、俺だって声が出てしまう。

「あはっ、気持ちよさそうな顔ですわ。わたくしも、イってしまいそうですっ！」

　アニカは発情した顔に笑みを浮かべると、再び腰を振る。

　今度は、二つの動きを組み合わせての責めだ。

　ぱんぱんと腰振りしたかと思えば、奥まで咥え込んで子宮口へと亀頭を押し付ける。

　アニカ自身も一番気持ちよくなれる動きが、これらしい。

「あまり飛ばすと、持たないぞ？」
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「もう、遅いですわ！　おちんぽ気持ちよくてイっちゃうそうですっ！」

　特徴的なピンクのツインテールを振り乱しながら、アニカが喘ぐ。

　とても、名家のお嬢様とは思えないな。

「イクッ、イクッ！　先生も一緒にぃ！」

　腰を振って精液を搾り取ろうとするかのように肉棒を刺激してくる。

　だが、まだ俺が絶頂するには足りないな。

「まだ無理だな、もっと腰を振れ」

「そんな、無理ですわ！　すぐにでもイキそうですのにぃ！」

「自分だけ楽しみ過ぎだな、自制が足りんぞ」

　もう少し奉仕の心があれば良かったが……。

「あひぃ、もうらめれすぅ！　イクゥ、イクイクゥ！」

　アニカが全身を痙攣させ、絶頂が間近だと伝える。

　だが、このままイカせるのも面白くないな。

　少しだけ、手を加えてやるか。

「ひゃう!?　おっぱい、乳首ぃぃぃ！」

　俺はアニカの爆乳にある乳首を探し出すと、それを軽く抓った。

　これまで放置されていた乳首への刺激に、アニカが体を跳ねさせる。

「ほひいいいいい！　らめっ、乳首とアソコで感じちゃうのおおお！」

「さあ、果てろ。望みどおり気持ちよく絶頂させてやる」

「おごぉ！　あっ、あっ、イッグウウウウ!?」

　体をのけ反らせながら、アニカが絶頂する。

　膣内を強烈に締めつけて、まるで肉棒を絞り上げるような強い刺激だ。

「イクッ、イクイク……まだイってますのぉ……」

　ビクビクと体をふるわせる彼女。

　数秒のあと、脱力してその体がベッドの上に倒れる。

　同時に肉棒が引き抜かれ、いまだに勃起を続けるそれが露出した。

　俺は起き上がると、アニカの体を引き寄せる。

「せ、先生？」

　まだ絶頂が抜けきっていないのか、蕩けた表情で俺を見るアニカ。

　さて、攻守交代だ。今度は俺が楽しむとしよう。
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　俺はアニカの体を引き寄せると、その足を開く。

　派手に絶頂したからか、先ほど以上に濡れていた。

「あんっ、やぁ……先生……」

　アニカはまだイキ終わったばかりで、状況が飲み込めていないようだ。

　なら、ありがたく利用させてもらおう。

　俺は身体操作の魔法を発動すると、そのまま足をエム字に広げさせる。

　わざわざ手で広げるのが面倒なときもこの魔法は役に立つな。

「さて、アニカの体を使わせてもらうとするか」

　散々好きなように腰を振り、勝手にひとりで絶頂したんだ。

　今度は、俺がこの体を好きに弄もてあそんだっていいだろう。

　幸い、俺の行動を咎めるようなやからはここには居ない。

　ガチガチに勃起した肉棒を取り出すと、アニカの膣に押し当てる。

「ククッ……ドロドロすぎて、当てるだけで入っていきそうだな」

　アニカの淫乱度合いに舌を巻きつつ、俺は腰を進めた。

　予想どおり、肉棒は何の抵抗もなく膣内に挿入することができた。

　子宮口まで無理なく一直線だ。普通はもっと締め付けがあってもいいが、それもなかった。

「ひっ、ふぅ……先生、なにかしてますの？」

　訳が分からないというように俺を見上げるアニカ。

　どうやら、激しい絶頂で膣内の感覚まで飛んでいったみたいだな。

　しばらくすれば元に戻るだろうが、これはこれで面白い。

「アニカ、お前の体を使わせてもらってるぞ」

「体ですかぁ？」

　彼女は疑問に思ったのか、頭をあげて下半身を見る。

　そして、自分の膣内に肉棒が入っているのを見て目を丸くした。

「な、なんですの？　おちんぽが入ってますのに、感覚が……！」

「あんまり派手にイクから、感覚が飛んだんだろうな」

「そんな……わたくしの体はどうなってしまうんですの？」

「心配するな、しばらくすれば元に戻るさ」

　そう言うと、アニカは安心したように息を吐く。

「そうですの……でも、先生はそんなわたくしでは、満足できないのでは？」

「そこは、考えがあるさ」

　俺は笑うと、再び身体操作の魔法を発動させた。

　そして、意識をアニカの膣内に向ける。

　その部分をうごめかせるようなイメージを持つと、膣内が肉棒を締めつけ始めた。

「ッ！　これはなかなか……」

　思った以上にいい快楽に、俺はほくそ笑む。

「も、もしかしてわたくしの体を？」

「そうだ、少し操らせてもらう。どうせ、腰から下は動かせないだろう？」

「はい、痺れたような感覚があって……」

「なら、こっちのほうを責めてやる」

　俺は片手を、さきほどトドメを差した爆乳に向かわせる。

「ひゃん！　あん、おっぱい揉まれて、気持ちよくなってますぅ」

　やはり、上半身のほうは感覚がなくなってはいないな。

　完全な無反応では面白くないので、ちょうどいい。

「はぁはぁ……でも、おっぱいばかり……」

「胸だからといって、甘く見るなよ」

　俺は腰を動かしながら、アニカの乳を揉んでいく。

　もう何度も揉んでいるうちに、この胸も俺の手に馴染んできた。

　俺からすれば、どこを刺激すれば良いかなど触れなくても分かる。

　下から持ち上げるように揉みながら指先で乳首を刺激すると、アニカの体が軽く痙攣する。

「あいかわらず、可愛い乳首をしているな」

　アニカの胸は文字どおりの爆乳だが、その乳首や乳輪は小さめだ。

　このとおり淫乱だが、意外にも可愛いところがある。

「やっ！　見ないでくださいぃ……」

　だが、アニカは見られるのが恥ずかしいのか腕で隠してしまった。

　意外といえば意外だが、そのギャップというのも楽しみの一つなんだが……。

　ただ、若干目が潤んでいるところが、俺の嗜虐心を昂らせる。

　それなら、こっちもこっちで考えがある。

「胸を触らせないなら、下のほうに集中するとするか」

　俺はベッドに手をつくと、ゆるく動かしていた腰の動きを激しくする。

　パンパンという音からさらに激しくなり、バチュンバチュンと、肉がぶつかり愛液の飛び散る音が響く。

　ろくなテクニックも使わない動きだが、そのぶん激しさでは今まででも最高だ。

　アニカは痺れていて感覚がないのだから、膣で感じさせることはできない。

　それなら、俺だけでも存分に楽しんでしまおうというわけだ。

　もちろん、身体操作の魔法を使って自分で膣内を締めつけさせる。

　まるで、この体を使ってオナニーをしているようなものだな。

　使っている体が学院トップレベルの美少女なのだから、なんとも贅沢な自慰だが……。

「な、なにこれ……体がずんずんって動いちゃってますの!?」

　俺が胸を諦めて安心した様子のアニカだったが、動きの激しさに驚愕の声を上げる。

　下半身の感覚はなくても、自分がどれだけの勢いでぶつかられているかはわかるだろう。

　実際、あまりに強く腰を打ちつけるので、彼女の体が少しずつ上へ移動してしまっていた。

「だから、体を使わせてもらうと言っただろう？」

「でも、こんなの……どうなっているのか分からなくて怖いです！」

「胸を弄らせてくれれば、そっちに注意が向いて動きも緩むと思うがな……どうする？」

「う、うぅ……やっぱり鬼畜ですわっ！　でも、そんなところも先生らしいです」

　アニカは少し躊躇いながらも、胸を隠していた腕を退ける。

　爆乳が露あらわになり、その小さめな乳首も姿を見せた。

「それで良い」

　俺は一つ頷くと、再び手を胸のほうへと向ける。

　こうすると全力では腰を動かせないが、その分、巨乳を楽しむとしよう。

「んくっ……はぁはぁ、はふぅん！」

　俺の愛撫で、アニカも喘ぎ声を漏らすようになってきた。

　やはり、女は喘がせながら犯すのが一番だな。

　思わず身体操作にも力が入って、締め付けを強めてしまった。

「あんんっ！　やぁ……先生、わたくしの中で気持ちよくなってますのねっ」

「ああ、胸も良いが、こっちもいい具合だ」

「わたくしも、今度は一緒に気持ちよくなりますわ」

　そう言うとアニカは自分で、俺が揉んでいないほうの胸を弄り始める。

　自分の体だけあって、性感帯は心得ているようだ。

　みるみるうちに、アニカの呼吸が荒くなって顔が上気していく。

「先生、一つお願いがありますの……」

「今度はなんだ？」

「わたくしに、キスしてください。もっと、先生と繋がりたくて……」

「わがままだな……」

　そう言うと、アニカの眉が下がって悲しそうな顔になる。

　そんな顔をされると、さらにいじめたくなってしまう。

「そうだな、アニカからするぶんには構わないぞ？」

「そんなぁ……まだ上手く力が入りませんのにぃ！」

「ククク……せいぜい頑張れよ」

　俺はそれだけ言ってアニカを責めることに集中する。

「はぁはぁ……んうぅ、はぁん！」

　彼女は何度か失敗しながらも体を起こすことに成功する。

　だが、そこで俺は一度強く腰を振った。

「ひゃあうぅ！」

　当然、バランスを崩したアニカはベッドに倒れてしまう。

　さらに、乳首を重点的に責めて快楽を与えた。

「おっ、おふうううう！　イクッ、こんどはおっぱいだけでぇ！」

　普段は男を手玉に取っていたようなアニカでも、ここまで迫られると限界らしい。

　悔しそうな表情になりながらも、快楽に溺れていく。

　そうだ、こういう表情が見たかったんだ。

　俺は、自分の興奮が一気に高まっていくのを感じた。

「アニカ、出すぞ」

「きてぇ、今度こそ一緒に……んむぅ!?」

　俺は腕を彼女の頭の後ろに回すと、そのまま引き寄せてキスをした。

　その瞬間、本能的に感じたのか膣内がぎゅっと締まる。

　ビュービュー！　ビュルルルル！

　俺は予想外の強い刺激に絶えられず、アニカの膣内で射精した。

「んううううううっ！　イクッ、イッグウウウウ!!」

　俺の射精を受け、アニカも二度目の絶頂を迎えた。

　さんざん俺に弄ばれたが、アニカの表情は嬉しそうだ。

「こ、これぇ……やっぱり大好きですのぉ……」

　彼女は俺の体に手を回しながら快楽に震えている。

「気持ちよくなるのは良いが、約束は忘れるな」

「はぁはぁ……わっていますわ。一年の特待生、先生の前に連れ出してみせます」

　その言葉に、俺は満足そうに頷く。

　さあ、アメリア・バーネスはどんな良い声で鳴いてくれるだろうか？

　俺は、早くもそれを楽しみにしていた。







[image: ]







　今日も、いつもと同じ退屈な授業が続いている。

「それでは、魔導書の五十ページを開いてください、今日は……」

　教卓の前に立った教師が、空中に魔方陣を書いていた。

「すごい、光った！」

「本当……お姉様の言うとおりでしたわ」

　周りの生徒たちはそれを見て喜んでいる。

　魔術学院なんていうからどんなところかと思ってたけど、たいしたことないね。

　ここしばらくは、授業中も自習しかしていない。

　ボクの名前はアメリア。一応、特待生っていう扱いだ。

「ふぅ……もっと実用的なことをやらないのかなぁ」

　今、先生が教えているのは魔方陣の書き方。

　でも、普通の魔術師はあまり使わない。呪文を唱えたほうが速いからね。

　それに、ボクも一応魔方陣は書ける。

　独学で、数年前に身につけたんだ。

「そのボクが、なんで同じことを何度もやらなきゃいけないんだよ……」

　昔から、たいていのことは一度で覚えられた。

　なかでも、魔法は一番得意だ。小さいころから何度も使ってる。

　書店だった実家には、魔導書の類いも山ほどあった。そこから覚えたんだ。

　お父さんも最初は怒ってたけど、ボクの魔法を見せると凄く喜んだ。

　それでいろいろ調べたけど、ボクには魔法の才能があるらしい。

　それからは、魔導書を片手に毎日魔法を勉強してた。

　もちろん、ボクについて来れる子供がいるわけがないから、ずっとひとりだったけど、それは仕方ないね。そのうち、お父さんはボクにこの学院を勧めてきた。

　ボクは特待生になる自信があったし、高度な教育を受けられることへの期待もあったんだ。

　だけど、これじゃあ期待はずれだよ……。

「バーネスさん……バーネスさん？」

「……ん？　はい」

　おっと、ボクとしたことが先生への注意が散漫になってたみたいだ。

　授業の内容は完璧にわかるけど、今どこをやっているか確認しておかないと、指されたときに答えられない。

　あんまり授業態度が悪いと、特待生を取り消されかねないからね。

「魔導書にある発火の魔方陣、前に出て書いてもらえるかしら？」

「わかりました、ボクに任せてください」

　席を立つと、教卓の前へと進む。

　そして、先生と同じように空中へ魔方陣を書き出す。

　ものの数分もしないうちに、魔導書どおりの魔方陣が出来上がった。

　さっき先生が書いたときより速い。さすがボクだ。

「素晴らしい、さすがバーネスさん」

　先生はそう言ってボクを賞賛する。

「これくらいなら、誰でもできるようになると思いますけどねぇ」

「ですが、ここまで速くて正確なのは、特待生だからですね」

「どうも、ありがとうございます」

　そう言って、ボクは席に戻る。

　周りからは歓声も聞こえるけど、はっきり言って面倒だなぁ。

　どうせ、ただの建前だよ。

　さっきも言ったけど、ボクの実家は書店だ。

　ここに居るようなお嬢様たちのように、お金持ちというわけじゃない。

「どうせ、ここに入れられたのも学院の箔付けだろうし……」

　聞き取られないように、小声でそう呟く。

　はっきり言って、育ちのいいクラスメイトと一般人の娘のボクじゃ仲良くできるはずもないんだ。

　やれ服がどうの装飾品がどうの、彼と彼女が恋愛で……なんて、ボクにはついていけない。

　だけど、べつに気にしてなんかいない。

　もともと、魔法を勉強するためだけにここの特待生になったんだから。

　それからも、ボクはときどき質問に解答しつつ授業を聞き流していく。

　もちろん、手元では別の魔導書を使って自習していた。

「たくさん魔導書を見られるのだけは、期待以上だったなぁ」

　この学院の図書館には、数え切れないほどの本がある。

　数万はあるだろう蔵書の半分近くは魔導書だ。

　もちろん、お父さんの書店とは比べるべくもない。

「これだけあれば、別に授業を受けなくたって……」

　唯一心配があるとすれば、在学中に全ての魔導書を読み切れないことだ。

　自分に役立つ魔導書を吟味して、効率よく学んでいかないと。

　高学年になれば役に立つ授業も増えるだろうし、それまでになるべく読んでおかないといけないかなぁ。

「それでは、本日の授業はここまでです」

　そうこうしているうちに、終業の鐘が鳴った。

　この鐘も魔法を使っているのか、今まで少しもズレたことがない。

　今度、同じ物を作れないか試してみよう。

　そして、ボクが席を立とうとしたところで、隣から話し声が聞こえてきた。

　三人ほどが集まって何か話し込んでいる。

「そういえば、皆さんは知っていますか？　上級生の担当に男性の教師がいることを」

「ほんとうですの？　ここは男子禁制のはずでは……」

「いえ、でも私も聞いたことがあります。なんでも、すごく美形だとか……」

　どうやら、また色恋沙汰らしい。

　確かに生徒や教師、あげくに雑用係まで女性しかいないこの学院に男は珍しい。

　でも、ボクには関係ないかなぁ……。

「それが、その殿方は元宮廷魔術師とかで……」

　再び立ち上がろうとしたボクは、その言葉で思いとどまる。

　気付かれないよう注意しながら、魔法で聴力を強化した。

　そこまでするのは、宮廷魔術師という言葉に興味を引かれたから。

（宮廷魔術師といえば、この国の魔術師でも最高峰……そんな人がこの学院に？）

　ボクの疑問など知らないように、クラスメイトたちの会話は進んでいく。

「お名前は、なんという方なんですの？」

「たしか、テオフィール・クローゼ先生と言いましたわね」

「クローゼ先生、会ってみたいですわね」

「上級生の校舎まで行けば、会えるんじゃありませんか？」

「押し掛けるようでは、はしたないです」

　色恋沙汰には食いつくのに、妙なところで尻込みするねぇ。

　これも、お嬢様の教養ってやつなのかな？

「でしたら、ちょうどいいお話がございますわ」

　そう言って、最初のひとりが口を隠すように小声で話す。

　ボクは、無詠唱で聴力強化の魔法を再び発動した。

　クラスメイトはまだ魔方陣もろくに書けないけど、ボクはすでに無詠唱魔法を習得してるんだ。

「放課後、クローゼ先生を校舎裏でよく見かけるという話を聞きますわ」

「つまり、そこに行けば密かに会える……ということですわね」

「でも、もし見つかったら騒ぎになってしまいますわ」

「あそこは人の気配が少ないですが、そこで殿方とふたりきりになるのは怖いですわね」

　なるほど、校舎裏かぁ。

　たしかに、あそこは人通りが少ない。

　隠れて人と会うには、絶好の場所じゃないか。

　でも、なんでそんな場所に……まあいいか。

　ボクが見たかぎり、ここの教師は質が高い。

　でも、飛び抜けて高いというわけじゃないんだ。

　今の時点でも、ボクはほとんどの教師より上にいるという自信がある。

　たぶん、女性に限定して採用してきたからだね。

　そこに、魔術師の最高峰である宮廷魔術師がいる……他の教師とは比べ物にならないに違いない。

「面白そうだ、腕試しにはちょうどいい相手かな」

　いずれはこの国で最高の魔術師になるんだ、今のうちに宮廷魔術師くらい倒せないとね。

　ボクはそのクローゼ先生に会うことを決め、席から立つ。

　そして、なに食わぬ顔で教室を後にした。





◆　　　　　◆






「行きましたわね」

「ええ、彼女はしっかり話を聞いていましたか？」

「はい、魔法の発動は確認しましたわ」

「これで、アレント先輩の言いつけどおりやりきりましたわね……」

「でも、どうして先輩はこんなことを？」

「しっ！　あまり探るのは良くありませんわ」

「そ、そうね。ごめんなさい」

「いえ、大丈夫よ。それより、約束のご褒美が楽しみだわ」

「あの店のケーキはなかなか手に入らないのに、さすがはアレント先輩」

「簡単なことで美味しいお菓子が手に入るなんて幸運ね、ふふふ」

「まったく、そうねぇ……うふふふ」
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　その日の放課後、俺は人目に付かないよう、校舎裏に来ていた。

　すでに授業は終わり、生徒たちは部屋に帰るか街へ遊びに行っている。

　学院内から人が少なくなりつつある時間では、誰もここには来ないだろう。

　だが、アニカが上手くやっていれば、もうすぐここにアメリアが来るはずだ。

　俺は校舎の壁際にポツンと置かれたベンチに腰掛け、暇つぶしに魔法を弄る。

　基本的な魔法は詠唱や魔方陣が決まっているが、俺はそれを改造したり、ときには全く新しい魔法を作ることもある。もちろん、前者より後者のほうが難易度が高い。

　だが、オリジナルの魔法はその構造を俺しか知らないので、対策がされにくいんだ。

　魔方陣や詠唱も独自にアレンジされていて、真似される危険も少ない。

　最近はエロ関係の魔法ばかり作っているからな、バレると危ないかもしれん。

　アンダーグラウンドなところではこういう魔法も取引されるが、今の俺に金は必要ないしな。

　本当に、俺が楽しむためだけのものだ。

「消費魔力を上げて威力を強めて、ここをこう繋いだほうが速く発動できるか……」

　エロ目的とはいえ、一度始めたら妥協はしない。集中していると、一時間ほど経ってしまった。

　ちょうどそのとき、俺に近づいてくる気配を感じる。様子をみていると、やはりアメリアだった。資料どおりの長い銀髪に、プライドが高そうな表情だ。自分が最高なんだという自信に満ちあふれている。

「ねえ、あなたがクローゼ先生？」

　ただ確認するように問いかけてくるアメリア。そこには敬意もなにもあったものではない。

　これは、少し厳しめの教育が必要そうだな。

「そうだが、その態度はなんだ？　もう少し年上を敬ったらどうだ」

　すると、アメリアは鼻で笑って答える。

「はっ……単に年齢が上だから尊敬しろっていうんですか？　馬鹿馬鹿しい」

「一応、教師としてのアドバイスだ。相手をなめると足元をすくわれるぞ」

「大丈夫ですよ、ボクはもう自在に宙に浮けますから。転ぶ心配はありません」

「ほう、浮遊の魔法を使えるのか」

　自然の法則に逆らう魔法は、かなり難易度が高い。重力を無視する魔法は代表的だが、それだけ難しいということでもある。少なくとも、学院の一年生が扱える魔法ではないな。

「それは優秀だな。しかし、その制服だとせっかくの成績も減点されるんじゃないか？」

　アメリアの制服は、他の女子生徒と少し違っていた。普通は着ける義務のあるリボンもなく、スカートの丈も短い。端的に言って、かなり着崩している。

「大丈夫ですよ、ボクは特待生ですから」

「ほう、特待生だったか」

「他の生徒のように育ちが良くないので、堅苦しいのは苦手なんです」

　特別待遇というだけあって、いくつかの権利が認められている。

　その一つが服装の自由だ。もちろん知っていたが、一応初対面という体ていだからな。

　不自然なところは指摘しておかないと、逆におかしくなる。

「それで、その特待生が俺に何か用か？」

「ええ、クローゼ先生は元宮廷魔術師らしいって話を聞きましたけど、本当なんですか？」

「そうだぞ。ここに来る前には宮廷にいた」

「……まあ、嘘はついてなさそうだね」

　宮廷魔術師の証にできるものは、辞めたときに全て返却したからな。

　楽に宮廷へ出入りできてしまうので、悪用されたら致命的になる。

　だが、アメリアは俺の態度から、そんな物なしでも嘘をついていないと判断したようだ。

「で、宮廷について質問でも？　それとも、将来の夢は宮廷魔術師か？」

「そうじゃない。でも、ボクは遠くない未来に宮廷魔術師より上の存在になるんだ」

　そう言うアメリアの表情は、とても冗談を言っているようには見えない。

　どうやら、本気で言っているらしいな。

「それはそれは……高い志を持つことは良いと思うぞ。いささか高すぎるがな」

　俺がそう言うと、アメリアは言い方が気に入らなかったのか眉をひそめる。

「ボクの言うことをバカにしてるの？」

「いいや、そうは思わないさ」

　実際、俺も子供のころはそう息巻いていたころもあった。

　だが、宮廷魔術師になってからは見る世界も変わる。

「魔法以外にも興味のあることを見つけて、適度に人生を楽しむことをオススメする」

　実際、俺は女という楽しみを見つけた。そして、この学院で好き放題にできているしな。

「さて、話はこれくらいにしておこう。本当の目的は？」

「……まあいいや。クローゼ先生、あなたを倒しにきたんだよ」

　アメリアは俺に手を向けると、その掌に魔方陣を作り上げる。攻撃魔法は軽々しく人に向けるものではないが、一応俺にそれなりの実力があると思っているからか？

　まあいい、後でたっぷりとお仕置きをするだけだ。

「ボクの才能がどこまでのものか試したくてね。先生には試金石になってもらうから」

「生徒の成長のために必要なら、教師としていくらでも受けよう」

　俺は立ち上がると、アメリアに向き直る。

　そして、楽な姿勢を取りながら言った。

「だが、思い切りぶつかりすぎて試金石相手に砕けないようにな？　ククッ」

「そんなことを言えるのも今のうちだよ。引退した宮廷魔術師が、ボクに勝てると思わないでよねぇ！」

　アメリアの魔方陣が輝き、俺に向かって人の頭ほどもある火球が放たれる。

「さあ、まずは小手調べだよ」

　その言葉は無視して、俺は火球との距離を計る。そして、そのまま無詠唱で水球を放つ。

　双方の魔法がぶつかり合い相殺される。ここまではリーゼのときと同じだが、さらに一手加える。

「へえ、なかなか……ッ！」

　そこでアメリアが気付き、慌てて防御する。水球の影になるように、圧縮された空気の槌が迫っていたからだ。

「このっ、小細工を！」

　怒った様子のアメリアは、両手に魔力を溜めると雷撃魔法を発動した。

　その腕を砲身にするようにして、二つの雷が俺に向かってくる。

「上手いじゃないか。だが、甘いな」

　俺は両手を突き出すとそれを生身で受ける。

「ははっ！　直撃だ、避けられるわけな……い？」

　笑っていたアメリアだが、直後に無傷で立つ俺を見て驚愕する。

「そんな、確かに当たったのに！」

　雷速の攻撃は脅威だが、雷撃魔法は本物の雷の特性も模倣してしまっている。

　俺が全身に魔力の膜を張ったことで、雷撃はそれを伝って地面に流れてしまったのだ。

　建物に雷が落ちても、中の人間までは感電しないのと同じ原理だ。

「さて、見本は見せたぞ。こんどはお前の番だ」

　俺はそう言うと、反撃に同じく雷撃魔法を発動する。

　数は一つで、雷の大きさもアメリアのものと同じくらいだが、ずっと速い。

「ボ、ボクだってぇ！」

　アメリアは咄嗟に球状の魔力盾を作ると、それで地面へ受け流そうとする。だが……。
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「きゃうっ！」

　彼女の魔力盾はあっけなく射貫かれ、俺の魔法が体を感電させる。ビクビクと全身を痙攣させながら、アメリアが膝をついた。俺はそれに近寄ると、彼女を上から見下ろした。

「な……んで……防いだ、のに……」

「それは、自分で考えろ。宿題とでも思っておけ」

　それを聞くと、俺を睨んでいたアメリアは気を失ってしまった。

　そして、俺はその体を抱き上げる。

「さて、獲物は確保できた。後は楽しむだけだが……」

　さっきの魔法の打ち合いで、それなりに大きい音が出てしまった。

　このままここで始めるのはマズいな。

　とはいえ、いつ起きるか分からないアメリアを連れて長時間移動したくない。

「ふむ、裏庭を使うか」

　ここからほど近いところに、誰も立ち入らない裏庭がある。

　あまりにも人が立ち入らないので、庭師すらもほとんど整備しない場所だ。

　身を隠すところには事欠かないだろう。

「教師に危ない勝負を挑んでくるような生徒だ、しっかり教育しないとな」

　俺はそう言って笑うと、アメリアを担いでその場から立ち去った。
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　裏庭にたどり着くと、予想どおり人の気配はなかった。

　放置された植え込みや木がちょうどいい目隠しになっている。俺は芝生を見つけると、その上にアメリアを転がした。

　魔法の威力は調節したが、一応回復魔法もかけておくか。実際に、回復魔法をかけるとすぐ、アメリアの呼吸も楽になったようだ。さらに念のため、拘束も施すことにした。

　懐から大きめのハンカチを取り出すと、それで彼女の両手を縛る。

　そこに魔力を込めることで、魔法を使おうとしても魔力が纏まらないように細工する。

　これで、下手な反撃を受ける心配もない。

「ほら、いつまで寝ているつもりだ？」

「ん、んうぅ……」

　俺が肩を揺り動かすと、アメリアがうめく。

　もう少しすれば、喘ぎ声も聞くことになるだろうがな。

　目を覚ましたアメリアは、俺の顔を見て目を丸くする。

　そして、遠ざかろうとして自分が拘束されていることに気付いたようだ。

「ちょっと、これを外してよ！　教師がこんなことして良いと思ってるの？」

「まあ、良くはないだろうな」

「だったら、早く解いて。罪が重くなるよ」

「おいおい、気が早すぎないか？」

　学院に報告することを飛び越して、俺が逮捕でもされるような話になっている。

「名門校の教師が生徒に手を出して、クローゼ先生の人生もこれで終わりじゃない？」

「もし、このままお前が告発すれば……な」

「なに言ってるの、するに決まってるでしょ」

　当然だとばかりに怒るアメリア。だが、そんな彼女を俺は視姦する。一番先に見たのはやはり胸だが、なかなかの大きさだ。十分に、巨乳と言っていいだろう。

「ちょっと、どこ見てるんだよ!?」

　俺の視線に気付いたアメリアが隠そうとするが、腕は後ろ手に拘束されている。

　ならば立ち上がろうとしたようだが、それは俺が倒すことで阻止された。

「このっ、ボクから離れろぉ！」

　ついには蹴ろうとしてきたので、仕方なく身体操作の魔法を発動させる。

　アメリアの足からダランと力が抜けた。

「くっ、こんなの……あれ、なんで？」

　魔法で抵抗しようとしたのだろうが、それは拘束具に込められている俺の魔力に妨害されて叶わない。これで、目の前にいるのは、抵抗力を失ったただの女の子だ。

「あまり手をかけさせるなよ、面倒だ」

「この人でなし！」

　せめてもの抵抗か、俺を罵倒し始める。だが、この状況を見れば可愛いものだ。

「先に言っておいてやるが、俺は今からお前を犯す。今大声を上げれば、運良く誰かが助けにきてくれるかもしれないぞ？」

「そ、そんなこと出来るわけないだろ！　こんな場面を見られたら……」

「面子にこだわり過ぎると、大切なものを失うぞ。今から教えてやろう」

　俺は防音の結界を張り、いよいよアメリアに手を出す。

　足を操作して開かせると、その短いスカートの中に手を入れた。

「どこに手を……ひっ！　さ、さわるなぁ！」

　さすがに、まだ濡れてはいないか。俺はショーツの上から秘部を愛撫し始める。

　アメリアは気持ち悪そうな顔をして俺を睨む。

「なんでそんなところを……すぐに犯さないなんて、不能なの？」

　本人は皮肉を言ったつもりだろうが、俺はこの言葉で確信した。

　どうやら、魔法にかまけてばかりで、ろくな性知識もないらしい。

　それなら、このまま何も知らせず進めてみよう。どういう反応をするのか楽しみだ。

「勝手に何とでも思っているが良いさ、俺は俺で楽しんでる」

「じゃあ後で言いふらしてあげるよ。強姦魔のくせに不能なクローゼってね」

　思わず殴りたくなったが、ぐっと堪える。その分、こっちで楽しんでやれば良い。

　すぐに、喘ぎ声しか発せられないようにしてやると決意を固めたのだった。

　今まで下着の上からだった指を、中にまで入れる。直接肌に触れると、その張りがよくわかった。

「直接オシッコするところ触るなんて、バカじゃないの？」

「ククッ……そんなこと言っているが、だんだん気持ちよくなっていないか？」

「こんなことされて、気持ちいいわけないでしょ！」

　そう反抗するアメリアに、俺は陰核を撫でてやる。すると、反応はすぐに現れた。

「ひうっ!?　なにこれ、体がビリって……」

「そうだ、ここからは快楽まで一直線だ」

　少女が性に目覚めた瞬間を目にして、俺の興奮が昂る。

　この生意気な少女をイカせるために、全力を尽くす。引き続き秘部への愛撫をしながら、もう片方の手を上半身へ向ける。狙いは、もちろんその巨乳だ。

「や、やめっ……脱がすなよぉ！」

「だったら、今度からはきちんと制服を着込むんだな」

　アメリアの着崩した制服は、片手で開くのも簡単だった。とうとう下着まで露出すると、彼女の顔も引きつる。膣への愛撫よりも、こっちのほうが精神的には効果があったようだ。

「やはり、立派なものだな。今まで使って来なかったというのが信じられん」

　俺は下着の上から胸を揉み、そう評価する。大きさといい柔らかさといい、俺が揉むのにちょうどいい大きさだ。

「やぁ……んうっ、くぅ！」

　上下の愛撫で、アメリアの興奮も高まってきたようだ。さっきから、喘ぎ声を上げる頻度が高くなっている。

「はぁはぁ……なんでこんな感覚が……」

　性知識の薄い彼女には、自分に起こる現象の意味もわからないのだろう。

「アメリアの体が俺を受け入れる準備をしているんだよ」

「ボクの体がだんだん熱くなってる、これが？」

「ああ、そうだ。その熱さが頂点になると、俺に犯される」

　説明してやると、アメリアはむしろ俺をバカにしたような口調で反抗する。

「そんなの、ボクが熱くならなければいいだけじゃないか」

「そんなに簡単にできると思うか？」

「触られたって、気持ち悪いだけだと思えば良いだけさ」

「本当に耐えられたなら、解放してやろう」

　そのまま、膣内には触れないようにしつつも愛撫を続けていく。次第に体が快楽を覚え始めてきたのか、膣も愛液で濡れてきた。

「ん、ふぅ……はぁはぁ……」

　アメリアは目を瞑って、必死に自分の体を抑えようとしている。

　だが、俺の目から見てもそれは限界に思えた。見るからに、興奮を制御しきれていない。

「あっ、やぁ！　熱いのが昇ってくるの、抑え切れないっ！」

「いい加減諦めて、快楽に身を任せてみたらどうだ？」

「いやだっ、絶対に……あひっ！　い、今のは……ああん！」

　取り繕うとするも、すぐに大きな嬌声を漏らしてしまう。

　俺は愛撫の動きを激しくしつつ、アメリアを興奮の頂点へ押し上げる。

　秘部ではぐちゃぐちゃになった膣を撫で、胸は下着も取り去って完全に露出していた。

　責めを強めると、アメリアの体の震えも大きくなっていく。

「やだっ、来るな！　来るな来るな来るなああああ！」

　目に涙を浮かべながら、絶頂を押しとどめようとする彼女。

　だが、その努力は俺の指一本であっけなく崩れさる。

　愛液でたっぷり濡らした指で、こちらも露出している陰核を擦り上げる。

　すると、アメリアの体が強ばり、膣からは愛液が溢れ出した。

「ひぃっ！　ダメダメダメェ！　はっ、はひいいいいぃぃぃぃ!!」

　ガチガチと歯を鳴らしながら、目を見開く。

　自分の体がどうなっているのかわからない恐怖と、襲いくる快楽。

　絶頂に痙攣するアメリアを前に、俺の興奮は最高になっていた。

「いかんな、新しい趣味にでも目覚めてしまいそうだ」

　女を強姦して楽しむような趣味はないはずだ。

　それなのに、腕の中の少女は俺の嗜虐心を一段上にまで引きずり上げようとしてくる。

　まったく、ままならないものだ。

　だが、とりあえずはこの欲望を吐き出さなければ気がすまない。

　アメリアには、焚き付けた責任を取ってもらうとしようか。







[image: ]







「はぁはぁ……うっ、体が……」

　絶頂に身を振るわせたアメリアは荒く呼吸して、体から熱を吐き出そうとしている。しかし、反対に俺はこれ以上ないほどに高まっていた。彼女の体に手を回すと、そのままひっくり返す。

「ちょっと、待って……くぅっ！」

　体を返したときに、胸へ手があたってアメリアを刺激した。

　どうやら、体全体が敏感になっているようだ。俺にとっては好都合だな。

「アメリア、休んでいる場合じゃないぞ」

　俺がそう言うと、やっとその存在に気がついたかのように眼光を鋭くする。

「絶対、許さない……」

「ククク、好きなだけ言うといい」

　反抗されればされるだけ、責めがいがあるというものだ。

　アメリアは絶頂で腰砕けになっているはずだが、身体操作なら関係ない。俺は彼女の足を立てて、目の前に尻を上げさせる。そして、その前に膝立ちになって肉棒を取り出した。

「……は、ははは……なんだよそれぇ」

　ここで始めて肉棒を見た彼女が、ショックがすぎたのか若干笑ってしまっている。

　まあ、性知識の薄いアメリアが直接見たことがあるわけないか。

　その初々しい反応も、俺を興奮させる。

「どうだ、これが今からアメリアの中に入るぞ？」

「ちょ、ちょっと……冗談だよね？」

「いや、本気だよ」

　そのまま尻を掴むと、俺の腰に引き寄せる。

「ま、待ってよ！　無理だって、絶対に裂けちゃう！」

「大丈夫だ、裂けるのは処女膜くらいだろう」

　確かに俺のものは大きいが、それで膣が裂けるということはないはずだ。

　それに、これから何度も楽しむ予定の女だ。乱暴にしてしばらく使えなくなるのは惜しい。

「余計に傷つきたくなければ、むしろお前が動かないことだな」

「そんな……」

　絶望するアメリアをよそに、俺はいよいよ肉棒を膣口へと当てた。

　愛液を垂らし、よく濡れたそこが俺の肉棒を待ち構えている。

　さて、ではこいつの処女を奪ってやるか。

　腰を前に動かすと、そのまま亀頭から膣内へと挿入されていく。

「ひぐぅ！　ほ、本当に入ってきてるよ!?」

「当たり前だ、冗談とでも思ったか？」

　俺は腰を止めることはせず、そのまま膣奥へと進めていく。

　そして、ついに処女膜を突き破った感覚と共にアメリアが悲鳴を上げた。

「いだっ！　痛い痛いぃ！」

「そう騒がないで欲しいんだがな。いくら外に聞こえなくても、俺がうるさい」

「バ、バカッ！　こんなの痛すぎて死んじゃう！」

　涙目で俺を睨みつけてくるアメリア。

　後ろ手に拘束されているので芝生に頭から突っ込んでいるような姿だ。威圧感はないに等しい。

　だが、どうやら本当に痛みが強いらしい。処女喪失の痛みには個人差があるが、彼女のそれは強いものだったらしい。十分に濡れているはずだが、こればかりは仕方ない。

「このまま騒がれても気分が萎えるな」

　そう決めた俺は、一度動きを止めて鎮静効果のある魔法を使う。

「う、うぅ……はぁ……」

　苦悶の声を上げていたアメリアも、痛みが引いて一息つく。

　まったく、世話がかかる。だが、その膣の具合はかなり上物だ。まだ半分も入っていないが、積極的に肉棒を締めつけている。締め付け具合だけでなく、膣内の感触も素晴らしい。これは、開発にかなり期待が持てるな。

「もういいな、動かすぞ」

　少ししてアメリアの呼吸が落ち着き始めたので、再び腰を動かす。

　肉棒はズブズブと入っていき、俺は処女膣の締め付けを楽しむ。

「ひゃあ、ダメだってばぁ！」

　挿入を拒もうと体をくねらせるアメリアの膣内は、先ほどより滑らかに肉棒を飲み込んでいた。

　こうなれば、後は膣奥まで一気に貫き通すだけだ。俺は体重を乗せて肉棒を叩き込んだ。

「うぐぅ！　お、奥まできてるよぉ……」

　亀頭が子宮を叩き、しっかりと膣奥まで入り込んだ感触がするが、やはり膣が浅いのか肉棒全てが入りきることはなかった。

「どうだ、処女を失った気分は？」

「……最悪だよ、絶対許さないからね」

　どうやら、処女を失ったショックよりも俺への怒りのほうが強いようだ。

　俺も、そのほうがやりがいがあっていい。

「許さないかは勝手だが、俺はそろそろ辛抱できないのでな。好きにさせてもらうぞ」

　処女相手は反応が新鮮で楽しいが、いろいろと手間がかかるからな。さっきから性欲が抑え切れなくなってきたんだ。俺はアメリアの腰をがっしりと掴むと、腰を振り始める。

「あっ、うっ、おうぅ……！　体が内側から突きやぶられそう！」

　彼女は苦しげな声をあげるが、俺は気にしない。自分の快楽を優先して、アメリアの膣内を蹂躙する。まだ固さのある膣内を肉棒で突き解していった。

「そんなに動くなっ……あっ、あふっ！　体が揺れて、気持ち悪い……」

「今のうちに、その余裕を感じておけよ。快楽を感じ始めると、喘ぎ声しか上げられなくなるだろうからな」

　俺はその後もアメリアの膣内を好き勝手に楽しんでいく。始めて異物を受け入れているが故のキツさと、反射的な締め付けが気持ちいい。気付けば、俺の性感は限界寸前にまで高まっていた。

「アメリア、そろそろ出すぞ」

「出すってなにを……まさかっ」

「そうだ、お前の子宮に精液を注いでやる」

「ふっ、ふざけるな！　そんなことさせないからっ！」

　ニヤッと笑いながらそう告げると、彼女はにわかに慌てだす。

　さすがに、膣内に射精されたらどうなるかくらい知っているか。

　だが、その抵抗も無意味なものだ。純粋な身体能力の差もあるが、何よりアメリアは両手を拘束されている。さらに、得意の魔法すら使えない状態にしてあるのだ。

　その状態で俺を止めるとなると、それこそ体術の達人でもなければ不可能。

「離してっ！　やっ、このぉ！　ふっ、んうううっ！」

　悲しいほど弱い抵抗をする彼女を見下ろしながら、俺は絶頂へのラストスパートをかける。

　パンパンという音と共に、腰を激しく振っていった。

「さあ、どうなるか楽しみだ……孕まないように祈っておけよ？」

「だ、出すなっ！　出すな出すな出すな！」

「そうは言っても、お前の中は締めつけてくるぞ」

「好きでしてるわけない！　離れろっ！」

　だが、はいそうですかと言うことを聞くわけがない。

　逆に加速するピストンに、とうとう彼女のほうが感情の限界を迎えた。

「お願い、お願いだから出さないでぇ！」

　懇願するように叫ぶアメリア。

　子供を孕むかもしれないという恐れが、怒りを振り切ってしまったんだろう。

　だが、それも俺を興奮させる燃料になっただけだった。痺れるような感覚とともに、俺は肉棒を膣奥まで突き込む。そして、溜まっていた欲望を一気に吐き出した。

　射精された白濁が一瞬で膣内に行き渡り、子宮の中まで浸透する。

「何これ……お腹の中に熱いのが……ボク、子宮に射精されてる？」

　呆然とした表情で俺の射精を感じているアメリア。

　俺はまっさらなシーツにインクをぶち撒けているような感覚を覚える。

　今この瞬間、彼女は俺のものに変わり始めたのだ。そのまま最後の一滴まで射精し終わると、ゆっくりと腰を引く。激しいピストンを受けた膣だったが、異物が無くなるとすぐにその口を閉じる。

　俺は自分の子種が膣内に蓄えられたところを見て満足し、アメリアに話しかけた。

「始めてにしては、なかなかいい具合だったぞ」

「ふぅふぅ……殺す、殺してやるっ！」

　そう言って俺を睨む彼女の目には、確かに殺意が籠っていた。

　さすがの俺も、ここまで敵意を向けられたのは始めてだ。

　だが、これを陥落させて俺に従順な性奴隷にできれば、この上なく面白いだろう。

「いい目だ。その目が俺に媚を売るようなものに変わるのが楽しみだぞ、ククク」

　俺はそう言いながら、彼女を拘束する布に手を向けた。







[image: ]







　俺は呼吸を荒くしているアメリアの縛られている手を解放した。

　これで、両手を自由に動かせるだろう。

　一応確認したが、拘束によって傷ついた様子はないようだ。

　そして、自分の拘束が解かれたのを感じたアメリアはすぐに反撃しようとする。

「死ねっ、この強姦魔！」

　彼女は体を捻ってこちらを向くと、俺に手を向けて魔法を放とうとする。

　その魔法は発動しない。

「な、なんで？　拘束は解けてるのに！」

「十分魔法に集中できていないからだ。気持ちを落ち着けないと、いくらやっても無駄だ」

　魔法というのは、使うのに複雑な手順がある。

　それを簡略化できるのが詠唱や魔法陣であり、省略できるのが無詠唱だ。

　後者になるほど難しくなっていくが、アメリアはそれが出来ていない。

　まだ一年の女学生に処女を奪われても冷静さを保てというのが難しいか。

「咄嗟に魔法を放つには、もっとやりこむ必要があるな」

　俺は近づきながらそう言って、その体を押さえる。

　彼女にとって唯一無二の信頼できるものだった魔法。

　それが用をなさないと知って、アメリアのプライドはガタガタだろう。

「残念だが、もう魔法はお前を助けてくれないぞ」

「うっ、あぁ……そんな……」

「自分の実力を思い知ったようだな。今のお前ではどうやっても俺には勝てない」

　変え難い現実を突きつけられて、アメリアの瞳から光が消えていく。

　あれだけ反抗的だった彼女が魔法を使えないだけでこれだ。そうとう依存していたんだろうな。

「お前の心に空いた穴、そこを俺が埋めてやる」

「ボクの……魔法の代わり？」

「ああ、二度と這い上がれない快楽の底へ……な」

　アメリアの目を見て、脳に染み込ませるように聞かせる。

　そして、再び彼女の体を裏返すと間髪入れずに肉棒を挿入した。

　あれだけ欲望を吐き出したのに萎える気配すらない肉棒は頼もしいかぎりだ。

「ひぃぃ！　また、入ってきたぁ!?」

　少し前まで処女だった膣だが、すでに肉棒をすんなり飲み込んでいる。

　ぴったりと閉じた幼さの残る膣を肉棒が割り裂いていく光景は、俺の征服欲を満足させた。

　膣内もまだまだキツいが、腰を進めると膣奥まで入り込んでいくのだ。

「どうだ、少しは楽になっただろう？」

「痛くはないけど……嬉しくもないよ」

　まだ、俺への嫌悪感は強いらしい。

　だが、一度俺に与えられる快楽を覚えてしまったら、そんな感情など役に立たなくなる。

　なので、なるべく早くアメリアの性感を開発する必要があった。

「手っ取り早く、感じやすいところから始めるか」

　引き続き発動している身体操作の魔法で、四つん這いにさせる。

　俺は片手で彼女の腰を掴むと、もう片方の手を胸へと伸ばす。

「さっきはここで感じていたようだからな」

　年齢のわりにはよく育った巨乳を、下からすくい上げるようにして愛撫する。

　こうすると、強く腰を振りながら両方を責められる。

　腰と手を使ってアメリアを開発し始めると、早くも効果が表れ始める。

「はぁはぁ……何これ、体が熱くなってくよぉ……」

　アメリアの吐息に熱いものが混ざり始めた。

　心なしか、肌のほうも上気しているように見える。

　どうやら、さっきの中出しで無自覚ながら女の本能が目覚め始めたみたいだな。

　なら、後はいつものように感じさせてやれば良い。

　前後に腰を動かしながら、膣内の敏感な場所を探し出していく。

「お腹の中で動いてる……本当にあれが入っちゃったんだ……」

「さっきも言ったが、お前の中は気持ちいいぞ。魔法にばかりかまけてないで、俺とのセックスを楽しめ」

「楽しめなんて、これは赤ちゃんを作るための……ぁあんっ！」

　肉棒が感じるポイントに当たったのか、アメリアが嬌声を上げる。

「今のは……ボクがこんな声を？」

「可愛い声を出すじゃないか、もっと聞かせてみろ」

　俺は彼女が感じたポイントを中心に、周りを肉棒で突いていく。

「やっ、やだぁ、そこばっかり！　声が出ちゃうっ、ひゃあ！　ひうっ、ああん！」

「そうだ、その調子。もっと気持ちよくなれるぞ」

　膣内へのピストンと同時に、胸への愛撫も強化する。

　指二本で乳首の周辺を回るように愛撫し、感覚を高めていく。

「な、中が気持ちよくなっちゃってるのに、こっちでも!?」

「胸の頂点あたりが熱くなってきただろう」

「そんなことない……やっ、ああ、ああああっ！」

「そんなに気持ちよさそうな声を出すと、嘘だとすぐわかってしまうんじゃないか？　ククッ」

　さらに、今度は乳首へ直接刺激を仕掛けてみる。

　すでに硬くなっていたそこを、スイッチを押すように刺激した。

「いひぃ！　なにか、ビリビリってきたぁ」

　アメリアの体はビクッと震え、さらに甘い嬌声を出す。

「それが、胸への快楽だ。よく覚えておけ」

「はぁはぁ……快楽、これが……」

「そうだ、もうこっちでも感じられるようになっただろう」

　開発したばかりの膣内に肉棒を打ち込むと、もう一段大きく彼女の体が震える。

　同時に、膣内から粘度の濃い愛液が漏れ出てきた。

　一段と肉棒と膣内の絡みが深くなり、水音もいやらしくなる。

「ほら、聞こえるだろう。繋がっているところからエロい音が聞こえてるぞ」

　グチュグチュパンパンと淫靡な音が周囲に響いていく。

「こんなのが、ボクの体から……？」

「そうだ、もうお前の体は快楽に堕ちてるんだよ」

「い、いやぁ……ボクの体がエッチになっちゃうなんてぇ！」

「なぜ嫌がるんだ？　人間の本能に忠実になってるだけだ」

「だって、ボクには魔法が……宮廷魔術師なんかよりもっとすごい魔術師になるって決めたのにぃ！」

　あきれたな、まだ魔法の才能に縋すがっているのか。

「一つのことに執着すると、人間性が失われていくぞ。こんなに良い体を持ってるんだ、それは俺が許さない」

　アメリアを俺の女にするという強い決意と共に激しく犯していく。

「ひゃっ、あぅん！　らめっ、どんどん体が熱くなっちゃう！」

「アメリアの体がイキそうになってる証拠だ」

「イク？　ボクが、どこに？」

「絶頂するということだ。頭が真っ白になるほど気持ちいいぞ」

「嫌だ、待ってぇ！　これ以上気持ちよくなりたくないのっ！」

「俺に犯されて、イク感覚を覚えるんだ。魔法のことがどうでもよくなるような快楽を」

　さっきは混乱のままに絶頂させたが、今度はしっかり体に教え込んでやる。

　俺はアメリアの胸から手を離すと、両手でしっかりと腰を捕まえる。

　そして、逃げられない彼女に思い切り腰を打ちつけた。

「おっ、あっ、あうぅ！　これダメェ！　イクッ、イクからぁ！」

「そうだ、そのまま絶頂しろ」

　まだ未熟な性感はアメリアの意識で快楽を抑えられず、刺激をダイレクトに感じてしまう。

　そして、激しいピストンによって興奮は限界まで押し上げられた。

　ただでさえキツい膣内が収縮し、肉棒を締め付ける。

　俺もそれに合わせて、膣奥まで肉棒を突き込んだ。

「イックゥ！　ああダメッ、頭真っ白に……イッグゥゥゥウウウ!!」

　ビュルルルルルルルル！

　アメリアが絶頂するのと同時に、肉棒からも精液が吐き出される。

　射精の勢いは前回とまったく変わらず、子宮口のガードを押し通るように子宮内へと注がれていった。

「熱い、また中に出されちゃってる。気持ち悪い……」

　全身を痙攣させながら、魔法によって倒れることも許されないアメリアは呟いた。
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　嘆いているように聞こえるが、さて心の中の声はどうかな？

　俺は魔法を発動して心中を覗く。

（なにこれ、気持ちよすぎる！　こんなの味わったら、もっとしたくなっちゃう……）

　どうやら、絶頂の快楽は気に入ったようだな。

　アメリアはもう、底なし沼のような快楽地獄にはまっていくだけだ。

　俺は開発が上手くいっていることに満足すると、挿入したままだった肉棒を引く。

「はぁはぁ……ようやく終わる……」

「何を安心してるんだ？」

　俺は亀頭が抜けそうなところまで腰を引くと、再び膣奥まで肉棒を突き込む。

「あひぃ！　な、なんでっ!?」

「言っただろう、お前は快楽に堕ちると。俺が忘れられなくなるまで染み込ませてやる」

「や、やだっ！　誰か助けてっ！」

（これ以上されたら、本当にセックスにハマっちゃうぅぅぅ！）

　心の叫びを聞きながら、俺は続けてアメリアを犯していくのだった。
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　その後、俺は学院の裏庭で日が暮れるまでアメリアを犯し続けた。

　四つん這いのままセックスを強要し、中出しした回数はもう覚えていない。

　魔法を解いて倒れた彼女の秘部からは、精液が大量に漏れ出ていたほどだった。

　いくら身体能力を強化していると言っても、さすがにやり過ぎたか。

「だが、そのおかげでアメリアの体に快楽を染み込ませることができた」

　一度絶頂しても抵抗する心を持っていた彼女だが、回数を重ねていくごとに乱れていった。

　最後には、自分からもっと気持ちよくしてほしいと求めてきたほどだ。

　行為が終わった後は、契約魔法で口止めをして彼女の部屋まで連れていき寝かせた。魔法はユリアたちと使った物の改造版で、アメリアは俺の害になる発言や行動ができなくなっている。

「あれから一週間か、さてどうなっているかな？」

　俺は、いつもの学院長室ではなく自室にいる。

　今日は休日で、用のない俺が学内にいては怪しまれる可能性があったからだ。

　そしてベッドの横にある椅子に腰かけると、そのまま一つの魔法を発動させた。

　使ったのは、離れた場所を見ることができる望遠魔法だ。

　普通はただ遠くを見ることしかできないが、俺のそれは狙ったところだけを目の前に投影できる。

　以前、宮廷魔術師だったころに諜報機関からの仕事で作ったものだ。国の諜報機関が使うとあって、かなり強力に作ってある。いろいろな結界が張られている学院の寮内も狙うことができた。

「さて、アメリアは……」

　一年生の部屋を回っていくと、アメリア・バーネスの名札が見つかった。

　鍵はかかっているようだが、関係ない。そのままドアを通り抜けて内部を覗き見る。

　そして、そこでは予想どおりの光景が広がっていた。

『はぁはぁ……なんで、なんでイケないの？』

　ベッドの上で、アメリアがオナニーをしていたのだ。

「ククク、そろそろ抑えきれなくなっていると思ったが……」

　事が上手くいっているのを確認して、思わず笑ってしまう。

　彼女はスカートの中に手を入れると、そのままモゾモゾと動かす。

　魔法の視点を移動させてその中を覗くと、ショーツの上から秘部を刺激していた。

　愛液が漏れ出て湿ったショーツは、この自慰が始まったばかりではないことを示している。

『あいつと同じようにしてるのに……んあっ！』

　一生懸命な様子で秘部を擦っていると、甘い声が出てしまう。

　すると、アメリアは慌てて近くにあった枕を手に取った。

　それを抱きしめると、声を漏らさないように顔を埋める。

『ん、んんっ！　むふっ、ふぐううううっ！』

　密かに自慰に浸る姿は、なんとも微笑ましい。魔法以外にも楽しみを見つけたようで何よりだ。

　ふと視界の隅にある机が気になり、そちらに移動するよう魔法を思考する。

　机の上には魔導書とノートが開かれていて、勉強の途中だったことがうかがえる。

　だが、ノートの記述は中途半端なところで終わっていた。

　どうやら、勉強中にムラムラしてオナニーを始めたようだな。

　魔法の勉強を中断するほどの欲求とはな、予想以上に快楽への傾倒が強まっている。

　視線をアメリアに向け直すと、どうやらいい場面のようだ。

　肌を上気させて呼吸を乱し、今にも絶頂しそうだっが、そのまま数分が経っても、アメリアがイク気配はなかった。次第に指の動きは弱まり、とうとうベッドに倒れてしまう。

『あんっ、ひぅ……なんでだよぉ、なんでイケないの？』

　ショーツが使い物にならなくなるほど愛液を垂らしながらイケないアメリア。

　その原因はもちろん俺にあった。俺は彼女を開放する直前、もう一つ魔法を仕掛けていた。

　それは相手の感覚を操作する魔法で、身体操作の魔法と似たようなものだ。

　場所を限定して、相手の感覚を麻痺させる。

　本来は医者が外傷を治療したり、切った貼ったの手術をするときに使う魔法だった。

　重要な臓器を麻痺させてしまえば大変だが、俺が使ったのは膣周辺の一部性感帯だけ。

　それによって、いくら自分で慰めても絶頂できなくなったのだ。

「さて、そろそろ仕掛けを教えてやるか……」

　俺は傍にあるメモ帳を手に取ると、そこにアメリアへのメッセージを書く。

　それに魔法をかけると、独りでに折り目が付いて鳥の形へと成形されていく。

「さあ、とっととアメリアを呼んで来い」

　それを窓の外に放り出すと、紙の鳥はバタバタと羽ばたいて生徒の寮へと飛んでいった。

　数分もすると、魔法で確認していたアメリアの部屋にメッセージが届く。

『なに、これは……メッセージ？』

　モヤモヤとした気分で後片付けをしている最中に、窓から入ってきた紙の鳥をキャッチするアメリア。そしてその内容に目を走らせると、一瞬で顔を赤くする。

『他人の部屋を覗き見るなんて、本当に……！　いいよ、行ってやろうじゃないか！』

　そこで俺の魔法の気配に気が付いたのか、こっちを見て怒りの表情を浮かべている。

　俺への反抗的な態度はまだ崩れていないようだ。

　いや、それを心の支えにしているのか？

　魔法への絶対的な信頼は崩してやったから、それくらいしか思いつかない。

　そう考えているうちに、アメリアは寮を出て俺の部屋の近くまで来ていた。

　わざわざ走っているところを見ると、よほど俺が憎いらしい。

　だが、心の底では俺なら自分をイカせられると思っているんだろう。

　それは、魔法を使わなくても確信することができた。

「クローゼ先生、ここに居るんでしょう!?」

　部屋の扉が乱暴に開かれ、呼吸を荒くしたアメリアが現れる。

　急いだせいか、その美しい銀髪も乱れ気味だ。

「よく来たな、何か飲み物でも飲むか？」

「誰が……変な物を仕込まれたらたまらないからね」

「ほう、良くわかってるじゃないか。素直に飲んでくれていたら、媚薬が効いて意識が飛ぶくらい気持ちいいセックスができたんだが……」

「魔法が使えれば、今すぐにでも消し炭にしてやりたいくらいだよ！」

「反撃されて逆に消し炭にならないだけありがたいと思え」

　歴然とした実力差からくる言葉に、彼女は唇をかみしめる。

「それにしても、よく魔法を使うなんて言えたな」

　普通は逆立ちしても勝てない相手に魔法を撃とうとは思わない。

「今は仕方ないけど、数年もすれば確実にボクのほうが強い魔術師になるからね」

「ククッ、本当に大した自信だよ」

　俺が至上最年少で宮廷魔術師になったときでも、ここまで浮かれてはいなかっただろう。

　確かに、その才能はそれなり以上の可能性を持っているがな。脅威になると宣言している芽を摘み取らないバカはいない。そのためにも、俺は本題のほうに話を変更した。

「まあ、それは好きにしろ。それより、お前のこっちの話だ」

　俺はそう言いながら、自分の下半身を指さす。それで先ほどまで自分のオナニーを見られていたことを思い出したのか、アメリアの目が厳しくなる。

「そうだね、クローゼ先生はボクに何をしたの？　わざわざ呼び出したんだから答えてよね」

　アメリアは俺の前まで進み出ると、有無を言わさぬように俺を見る。

　本人は全力で威圧感を出しているつもりなんだろうが、俺からすれば可愛いものだ。

　前の職場の上司と比べたら、ドラゴンと小鳥くらい差がある。

「そうだな、そろそろ説明しよう」

　俺はそう言うと、アメリアに絶頂できない仕組みを教えていった。

　全てを聞き終えた彼女は、怒りと悔しさの入り混じったような顔になっていた。

「高度な医療魔法をなんてことに使ってるんだよ！」

「便利だぞ、少し改良すれば相手の性欲を高めることもできる」

　その性質から人体に関する魔法が多いので、エロ目的にも改造しやすい。

　この学院の看護教諭に比べても、遜色ない能力はあるつもりだ。

「それで、説明はしたがどうする。自分で解除できるのか？」

「そう簡単に医療魔法が覚えられたら苦労しないよっ！」

「まあ、そうだろうな」

　全くゼロから始めるとなると、才能があってもそれなりに時間がかかるだろう。だが、アメリアの性欲は日増しに強くなっている。今後解消されないと、日常生活にも支障をきたしそうだ。

「だとすると、方法は一つしかないな」

　俺に頼み込んで、性欲を解消してもらうしかない。アメリアはかなり葛藤しながらも膝をつく。

「……ぃします」

「もう少し大きな声で言ってくれ」

「くっ……お願いします、ボクとセックスして絶頂させてください！」

　こうして、あの高慢なアメリアは俺に膝を屈した。







[image: ]







「お願いします、ボクとセックスして絶頂させてください！」

　アメリアが膝を屈して俺に抱いて欲しいと言っている。

　見るからに悔しそうな表情だが、本人がそう言ったのは事実だ。

　このプライドの高い女を見下ろしているのは気分がいい。

「お前はセックスしたいようだが、俺は別に相手に困っていないからな」

「えっ、なんで!?　あんなにいっぱいされたのに……」

　アメリアは驚いて思わず立ち上がっている。

「お願いすれば簡単に抱いてくれると思っていたか。俺がお前の体に夢中だとでも？」

「だって、中から溢れるまでされて……」

　あのときの状況を言葉にして思い出したのだろう。

　自分の体を抱き、恐れるような口調で言う。

「確かに、お前の体は上物だ。輝く銀髪からすらっとした足まで、それは誇っていい」

　俺が抱いてきたなかでも、確実に上位に食い込んでいる。

「なら、余計に不思議なんだけど？」

「アメリアと並ぶいい女を、何人も手に入れているということだ」

「まさか、ボク以外にも手を出してるの!?」

「礼を上げれば、学院長のユリアと生徒会長のイネス。このふたりが俺のものだというのがどういうことか、頭のいいお前ならわかるな？」

「そんな……学院の権力の大半が……」

　アメリアは、俺がたいていの問題ならもみ消せる立場にいることを悟ったようだ。

「お前も、ふたりのことは知っているだろうな」

「ふたりとも、ビックリするくらい美人だよね」

　学院の中でも露出の多いふたりなので、その容姿もよく知られている。

　そして、俺の言葉の意味もよくわかったはずだ。

　あのふたりを自由にできるとなると、性欲の処理には不自由しない。

「だからアメリアには、ただ抱かれるだけじゃない価値を示してもらう」

「ボ、ボクに何をさせようっていうのさ」

「そうだな、俺が性欲処理をしたくなるような奉仕をしてもらおうか」

「奉仕……メイドみたいに世話でもさせるつもりなの？」

　その言葉に、俺は思わず吹き出してしまった。

「ふはははっ、メイドか。いや、そういうプレイもありかもしれないな」

　だが、それも技術が伴ってこそだ。

「奉仕というのは性的な意味だ。手始めに、全裸になってもらう」

「は、裸に!?」

「拒否するなら、この話はここまでだ」

　そう言うと、アメリアはイヤイヤながらも服を脱ぎ始める。

「これって、下着も？」

「もちろん、そうだぞ」

　慈悲の心はない。そのまま彼女が全裸になるのをいい気分で眺めていた。

　やはり、良い体をしている。ターゲットにして正解だったな。

「これで、全部脱いだよ……」

　そう言ってアメリアが目の前に立った。

「それでは、今日はフェラチオをしてもらおうか」

「フェラチオ？」

「ああ、セックスをする前の前戯だ。これから教えてやる」

　性的なことと言われて嫌そうな顔をするアメリアだが、性欲を解消するには俺に頼むしかない。

　俺は軽く足を開くと、その間の床に彼女を跪ひざまづかせる。

　そして、ズボンのベルトを緩め肉棒を取り出した。

「これが、ボクの中に……」

　初めて間近で見る肉棒に驚いた様子だ。

「でも、あのときほど大きくないような？」

「お前がこれを大きく、勃起させるんだ。その口で咥えてな」

「く、口でこれを!?　そんなの、絶対に嫌だよ！」

「だが、硬くならないと挿入もままならない。一向にセックスできないぞ」

　そう言われると、アメリアに拒否する手段はない。

「他に方法はないの？」

「とりあえずフェラからだ。フェラが上手くなれば、他の方法も教えてやるぞ」

　フェラをしなければセックスできず、他の方法を知ることもできない。

　現時点では、アメリアに選択の余地はなかった。

　彼女は覚悟を決めるように息を吐くと、そのまま肉棒に向かう。

「……ふぅ。はうっ、んむ……」

　勇気を持って肉棒の先を咥えたのは良いが、そこからどう動くのか知らないアメリアは固まってしまった。

「舌を出して、咥えたものを舐めろ」

　俺が指示をすると、彼女は恐る恐る肉棒を舐めはじめた。

「んっ、ぺろぺろ、れろっ！　むぅ、じゅるるる」

　まるで初めて食べる料理の味を確かめるように舐めていくアメリア。

　なんともこそばゆい感覚だが、特待生の彼女が跪いて俺の肉棒にフェラしているというのは、それだけで興奮できる。

　しかし、ここで勃起してしまっては早く入れろとうるさくなるに違いない。

　冷静さを保ちながら、彼女の拙いフェラチオを楽しんでいく。

「まだ一部だけじゃないか、もっと奥まで咥えて全体を舐めるんだ」

「んむぅ、わかったよ……」

　今まで亀頭ほどしか咥えていなかったアメリアが、肉棒全体を口に含んでいった。

　生温かい感覚が広がると共に、彼女の顔が俺の股間に埋まっていく。

　その特徴的な銀髪が真下で揺れているのを見ると、興奮が更に高まってしまう。

「ぺろぺろ、ちゅうっ！　れろぉ、んるるるるぅ」

「どうだ、初めてフェラチオした感覚は」

　俺は彼女の頭を上げさせてそう問いかける。

「最悪だよ、これちゃんと洗ってるの？」

「これでも綺麗好きなほうだからな」

　少なくとも、汚い体で女と抱き合うつもりはない。

　世の中には相手の体臭で興奮するような奴もいるが、俺は違う。

「それを言うなら、そっちはさっきまで自分を慰めてただろう？」

「あ、あれは……あれも先生のせいだよっ！」

「ククッ……まあ性に目覚めさせたと思えば悪い気はしないがな」

　ガリガリに勉強一筋だったアメリアが、快楽を覚えさせられた自慰にふける。

　なんとも興奮するシチュエーションじゃないか。

　抑えられない性欲に戸惑いながらオナニーする光景は見物だったな。

「ちょっと、なに考えてるの？」

「いや、これからアメリアがどれだけエロくなっていくのかと思ってな」

　俺がそう言うと、彼女は眉をひそめて言う。

「その前に、絶対自分で魔法を解除してやる！」

　言葉は勇ましいが、肉棒を目の前に頬を赤くしていては説得力も薄い。

「それより、口を休めていていいのか？　あまり放っておかれると萎えるからな」

「くっ……わかったよ」

　アメリアは再び俺の股間に頭を沈めると肉棒を咥える。

　今度は最初から全体を口に含んで、口内で刺激してきた。

　下手ながらも肉棒に舌を絡ませてくるのは、俺の心を満足させる。

　だが、完全に勃起するには今ひとつ刺激が足らない。

「アメリア、そのまま頭を上下に動かせ。お前の口を壺に見立てて、そこに肉棒を出し入れするんだ」

「んう、あぶっ……んぐっんぐっんぐっ！」

　俺の言葉を瞬時に理解した彼女は、頭を振って肉棒をしごく。

　飲み込みが早いアメリアは、すぐにその動きに慣れていった。

「ふふ、どんどん硬くなってるね。ボクのフェラがそんなに気持ちいい？」

「美少女にエロいことをされれば、普通は気持ちいいさ」

「学院長や生徒会長まで侍はべらせてるのに、ボクまで狙うなんて意味がわからないよ」

「目の前にいい女がいるのに手を出さないなんて、それは俺が枯れたときくらいだな」

「ふん、早く搾り取られちゃえばいいのに……じゅるる、んぶっ」

　口では文句を言いながら、フェラはしっかりと続けている。

　そのおかげか、肉棒はさらに大きくなっていった。

「はぁはぁ……これ、まだ大きくなるの？」

　それを見て、アメリアの表情が引きつっていく。

「そう言えば、前は後ろからでよく見えなかったか」

　しっかりと勃起した肉棒を見るのはこれが始めてか。

「ま、待ってよ、これ以上大きくされたら入らないって！」

「大丈夫だ、一度お前は挿入されてる」

「そういう問題じゃ……」

　アメリアの心配をよそに、肉棒は限界まで勃起した。

　ここまでくると、もう不慣れな彼女では上手く咥えることができない。

　ユリアのように経験を詰んで、フェラの技術を上げていくしかないだろう。

「ほ、本当にこんなのを入れるの？」

　アメリアは表情を強ばらせて目の前の肉棒を見る。

　これが自分の中に入っていたなどとは信じられないといった感じだ。

　だが、それでも目を離してはいない。

　発情した女としての本能がそうさせるんだろう。

「前戯はここまでだ。ここからは、お待ちかねの本番だぞ」

　俺は椅子から立ち上がると、アメリアにそう言った。
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　椅子から立ち上がった俺は、そのままアメリアに手を伸ばす。

　そして、跪いたままの彼女を引き起こす。

「さあ、お待ちかねの時間だぞ」

「う、うん……」

　そのままベッドまで連れて行くと、躊ちゅう躇ちょなく押し倒す。

　いつもの学院長室で使っているベッドより小さいが、ふたりでするには十分だ。全裸のアメリアが仰向けになってその体を晒している。だが、肝心な胸や秘部は腕で覆い隠していた。

「あんまり見ないで欲しいんだけど？」

「このほうがお互いに気持ちよくなれる。お前も性欲を解消するんだろう？」

「わ、わかったよぉ……」

　そう言うと、彼女は素直に両手を外した。

　だんだん素直になってきたな。やはり、本能には逆らえないか。

　俺はさらにアメリアの興奮を高めようと、その体に施している魔法を少し緩めた。

「……ッ！　なにこれ、急に体が熱くなってる？」

　体をもじもじと動かし、原因を探ろうとする彼女。そして、その両手が下腹部に到達した。

「ここが、お腹から熱いのが来てる……」

「もう効果が現れたか、そうとう溜まっていたんだな」

「またボクの体に何かしたの？」

「元に戻したというほうが正しい、魔法の効果を弱めたからな」

　そう言ってやると、アメリアは驚いたようだった。

「じゃあ、今感じているのはボクの性欲が高まっているから……」

「そうさ、それを今から鎮めてやる」

　困惑しているアメリアの上に俺は覆い被さる。

　そして、足を開かせると秘部の様子を探るために手を這わせる。

「ひゃっ、触らないでぇ」

「もう準備はできているらしいな、こんなに濡れているぞ」

　俺は膣から溢れ出す愛液を絡めとると、それをアメリアに見せつけた。

　目の前に突き出された自分の興奮の証に、彼女は釘付けになってしまう。

「そんな、何もしてないのにこれだけ濡れるなんて……！」

「もう待ち切れないようだから、そろそろ挿入してやろう」

　先ほどの前戯が効いたのか、まだ肉棒はガチガチに勃起している。

　それを膣に押し当てると、アメリアの体が反応して震えた。

「ま、待ってよ……まずはゆっくり慣らして……」

「そうは言っても、アメリアの体は今すぐ欲しいと言ってるんだがな。それが本心か？」

　俺が焦らすように肉棒で入り口を擦ると、彼女は観念したように呟く。

「欲しい、今すぐ欲しいの……」

　その心から絞り出したような言葉に俺は満足する。

「いい子だ、これからたっぷり楽しませてやる」

　しっかりと膣に目標を定めると、一気に腰を押し進めた。

「いぎっ!?　あっ、ああああっ！　そんな、いきなり奥までぇ！」

　アメリアは目を見開くと、いきなり体内深くを貫かれた衝撃に身を震わせる。

　膣内のほうも、待ちに待った刺激を歓喜の締め付けで迎えていた。

　ぎゅうぎゅうと肉棒を力強く抱擁し、逃がさないとばかりに絡み付いてくる。

「これは、凄いな……これが一週間も性欲を溜めた女の中か」

「いきなり奥までされたら、ダメになるぅ」

「もう遅い、最初に俺を襲ったときから、こうなる運命だったんだ」

　本当はアニカが誘導したことだが、それは黙っておこう。

「お腹パンパンで苦しい……」

「なら、少しだけ抜いてやろう」

　奥まで挿入した肉棒をゆっくり引き抜く。

　その際にカリ首が膣内をひっかけ、外へと引きずり出すかのように刺激した。

「あひぃ！　ひ、引っ張ったらダメだってぇ！　外に出ちゃうよぉ！」

「お前が締めつけなければいいだけの話だ」

「だって、体が勝手に……！」

　息も絶え絶えになりながらそう言うアメリア。魔法を緩めたからか、感じる性感も倍増しているようだ。それまで抑えられていただけに、些細な事でも快楽を感じてしまうらしい。本人にとっては最悪だろうが、俺にとっては好都合だ。一気に快楽に堕してしまおうと腰を動かし始める。

「おぐぅ、あうっ！　動かすなって言ったのにぃ」

「なにをどうするか決めるのは俺だ。そのまま一週間ぶりにイカせてやるからな」

「ま、またアレを？」

「そうだ。今はちょうど性欲も溜まっているから、頭がぶっ飛ぶほど気持ちよくなれるぞ？」

「そんなのダメッ！　アレより凄いのなんて、頭がバカになっちゃうよぉ！」

　アメリアが拒否するように首を横に振る。

　だが、俺に上に乗られている状況ではそれ以上の抵抗はできないようだ。

　あれだけプライドの高かったアメリアも、こうなれば無力な少女だ。

　自信ありげな表情だった顔も、極上の快楽を前にして恐れに歪んでいる。

　俺はその反応を楽しみながら、腰の動きを激しくしていった。

「はぁはぁ……やめて、これ以上激しくしないで……！」

「だが、ここで止めたらまた解消できない性欲に悩まされるぞ？」

「だって、ここでイっちゃったら、本当におかしくなるっ！　もう、アソコが燃えそうなくらい熱いのぉ！」

「それならちょうどいい、思い切りイって欲望を吐き出せ」

　アメリアの体を追いつめるように肉棒をピストンさせる。

「また硬いのきてるっ、ダメ、イクッ……イクゥ！」

　彼女の体が痙攣し始め、もうすぐ絶頂するだろうことがわかった。

　なら、俺はそれを後押ししてやるしかないな。ちょうど俺も一度射精したくなったところだ。

　アメリアの体をしっかりと押さえると、そのまま腰を打ちつける。

「ダメッ、それやだぁ！　もう戻れなくなっちゃう！」

「ああ、そのままイクんだ。一緒に中に出してやるからな」

　中に出す、という言葉にアメリアが目を剥く。

「しゃ、射精だめぇ、今度こそ孕んじゃうからっ！」

「そうは言っても、お前の中は離してくれないぞ」

「ボクが動けないから、先生に離れてもらわないと……！」

「いや、ここまできて外には出さないぞ。しっかり中出ししてやる」

　今回もまた避妊の魔法は使うが、それはアメリアに伝えない。

　やはり、こいつは反応が面白いからついつい責めてしまう。まあ、俺に忠実な女になったら真実を教えてやろう。そのときどんな反応をするか楽しみだな。安心するか、はたまた残念がるのか……。

　そうしている間にも、いよいよ絶頂の間際にまで興奮が高まってきた。

「ククク……気をしっかり持っておかないと意識が飛ぶぞ」

「イク、イクイクッ！　はひいいいい！」

　アメリアが目を剥き、歯を食いしばる。俺も、トドメを刺すために肉棒で膣奥を激しく突く。

　さらに、残っていた魔法による封印も全て解き放った。

　その瞬間、抑圧されていたアメリアの性欲が暴力的なまでの快楽に変換されて彼女を襲う。

「おごおおお！　おっ、おっ、おぎいいいい！　イグッ、イッグウウウウウウウウ!!」

　ドビュウ！　ドビュルルルル！

　彼女の中が一瞬で絶頂にわななき、肉棒を締めつけた。その刺激に、俺も射精してしまう。

「おうっ、あ、あひぃ……」

　激しい絶頂で全身を振るわせるアメリアを見下ろす。

　その最中も、俺は最後の一滴まで膣内に精液を吐き出していた。

「ボク……気持ちよすぎてあたま飛んじゃったよぉ……アハハハッ」

　ようやく快楽の波から解放されたアメリアは、脱力しながらそう言った。

「クローゼ先生とセックスするの気持ちいいよぉ」

「どうやら、快楽の味を覚えたようだな」

「先生、もっと……もっとして欲しい」

「さっきまで嫌がっていたのに、随分な変わりようだな」

「だって、まだここが疼くの……さっきのじゃ足りないって、もっと先生を欲しがってるんだよぉ」

　まだ肉棒を挿入したままだった膣は、絶頂の余韻に震えながら肉棒に絡み付いている。

　どうやら、アメリアは体の欲求に屈したようだ。

　なら、ここからは俺の与える快楽で手なずけてやるか。

　俺はそう考え、続けてアメリアを責め始めた。
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「ねえクローゼ先生、もっとセックスしよう？」

　先ほどまで俺を罵倒していたとは思えないほど甘い声で誘ってくるアメリア。

　下から俺を見上げる表情は、完全に快楽に溺れていた。

　知ったばかりのセックスに夢中になって、少しでも気持ちよくなろうとしている。

「ククク……一気に堕ちたな、これはいい」

　もともと、魔法に固執していてプライドの高かったアメリアだ。

　一度快楽を教えてやれば、容易く転げ落ちると思っていた。

「ついさっきまで嫌がっていたのに、そんなにこれが欲しいのか？」

　俺は挿入したままだった肉棒を軽く前後にピストンさせる。

　愛液と精液が混じり合ったものが、カリ首によってかき出されていく。

　ゆっくりとした動きだったが、それでもいやらしい水音が鳴ってしまうほどだ。

「やっ、いひぃ……硬いの好きっ！　もっと突いてぇ！」

　アメリアはすぐに反応し、喘ぎ声を上げる。

　膣内も同時に、肉棒へと絡みついてきた。

　本人が快楽堕ちしたのと同様に、体のほうもエロくなってきたな。

「おっと、まだお預けだ」

　だが、俺は本格的に責めることなく腰の動きを止めた。

　これからというところで刺激を止められたアメリアは、酷く辛そうな顔をする。

「今、気持ちよくなれるはずだったのに……」

「アメリア、ただで自分だけ気持ちよくなろうっていうのか？　それは許さんぞ」

　そう言って、彼女の腕も押さえて拘束する。

　これで、向こうから動いて刺激を得ることも出来なくなった。

「そんな……ボクはどうしたらいいの？」

「そうだな、俺が腰を動かしたくなるようなおねだりをしてみろ」

「おねだり……？　うん、わかった」

　一刻も早く気持ちよくなりたいだろうアメリアは一も二もなく頷いた。

「……ねぇお願い、ボクといっぱいセックスして？　一緒に気持ちよくなりたいからっ」

　彼女は、身を乗り出すような勢いで俺を求めるように言った。

　はぁはぁと呼吸が荒く、もう待ち切れないという雰囲気が全身から伝わってくる。

　なるほど、本能に忠実な言葉だ。だが……。

「ダメだな、もっとエロい言葉を使え。性奴隷にはそっちのほうが相応しい」

　そう言いながら俺は肉棒を膣から引き抜く。

「性奴隷……ボクが？」

「ああ、嫌だったか？　俺の性奴隷になれば、毎日でもセックスできるかもしれないぞ」

「ちっ、違うから！　嫌じゃない、ボクをクローゼ先生の性奴隷にしてっ！　いっぱいセックスしたいよぉ」

　俺の気を引こうと必死な様子のアメリア。

　だが、そんな表情を見せられると遊んでしまいたくなる。

「ボク、エッチな言葉なんてわからないよ……どうすればいいの？」

「それなら、俺が直々に教えてやろう。そのままじっとしていろよ？」

　俺は目の前にある彼女の頭へ手を乗せる。

　そして、そのまま幻覚魔法を発動させた。

「……ッ！　な、なにこれ……あたまの中で言葉が！」

「この際だ、いろいろと教えておいてやろう」

　幻覚魔法を使って、一気に性知識や奉仕術、淫語などエロ関係のものを教え込んでいく。

「あ、ああ、溢れるぅ！　こんなにいっぱい……！」

「頑張れよ特待生さん。これくらいは覚えてみせろ」

「やぁ、こんなにエッチのことがたくさん……」

　アメリアは何とか全ての情報を脳みそに収めきると、大きく息を吐いて俺を見る。

「ご主人様……ご主人様のガチガチちんぽで、ボクのおまんこをグチャグチャにかき回してほしいっ！」

「ほう、さっそく学習の成果が現れたな。そのまま続けろ」

　俺の言葉でアメリアは頬を緩ませ、自分から膣の入口を開く。

「ご主人様の精液とボクの愛液でドロドロになったおまんこ、入れたらとっても気持ちいいよ？　おまんこの使い方も覚えたから、こんどはぎゅってちんぽを締めつけますっ！」

　ヒクヒクとうごめく膣内が見え、肉棒を締めつける場面を実演してみせる。

「上出来だ。それじゃあご褒美をやらないとな」

　俺はアメリアが開いて見せた膣へ再び肉棒を挿入した。

「ああああっ！　ちんぽきたぁ！」

　彼女は待ちに待った刺激に歓喜の声を上げる。

「気持ちいい、気持ちいいよぉ……もうご主人様のがないとダメだよぉ！」

「なら、しっかり味わえよ？　次にいつ味わえるかは俺次第だからな」

「はっ、はい！　きちんとおまんこ締めますっ！」

　その言葉どおり、彼女の膣は俺の肉棒を締めつけた。

　先ほどの絶頂でとろけた膣が肉棒に絡み付いてくる。

　温かく柔らかい膣に包まれる感覚はそれだけで快楽を与えてくるが、より活発に動けば気持ちよさは倍増した。

　俺が魔法で教え込んだ技術を使って、アメリアは肉棒に奉仕してくる。

「はぁはぁ……どうですか、気持ちいいですか？」

「ああ、流石に優秀だな。いやらしい動きで気持ちいいぞ」

「えへっ、嬉しいですぅ……ご主人様も、もっと動いてくらさぃ！」

　俺に褒められた彼女は、本当に嬉しそうだ。

　奉仕に喜びを感じているようだ。しっかりと、心の中まで調教できている。

「そうだな、上手くできた奴隷にはご褒美をやろう」

　アメリアの両足を持つと、ぐっと上半身のほうへ向けて倒す。

　秘部を俺に向けて丸出しにするような姿勢で、普通は羞恥を感じるはずだが……。

「ま、丸出しっ、ボクの恥ずかしいところがご主人様に見られちゃってるぅ！　でも、もっと見てぇ！」

　アメリアはゾクゾクと震えながら、快楽を感じているようだ。

　俺はそれに満足感を覚えつつ、無防備な体勢になった彼女へ肉棒を打ち込んでいく。

「あひっ、激しいぃ！　ちんぽがパンパンって、凄い勢いでピストンしてるよぉ！」

　調教済みのアメリアの膣内は激しい刺激に絶えられず、すぐさま絶頂しそうに痙攣する。

「このまま、俺が満足するまで犯し続けてやる」

「うっ、嬉しいです！　どうか、ご主人様が気持ちよくなるためにボクを使ってくださいっ」

「立派な性奴隷になったな。お前もこのままイキ狂え」

　大きな動きでピストンを続け、膣内の奥から浅い所まで責める。

　太い肉棒が前後するだけでも、まだセックスが二回目の狭い膣は、全体を擦られてしまっていた。

　さらにひと際大きく張ったカリ首が通過すると、ポンプのように愛液が溢れ出す。

　それでも肉棒を突き込むたびに中が濡れているのは、アメリアが強い快楽を継続して感じているからだ。

「もう……らめぇ！　ご主人様っ、ボクもうイクッ！　イっちゃうよぉ！」

「そのままイって、俺にだらしないイキ顔を見せてみろ」

　俺はしっかりとアメリアの体を押さえつけると、さらに腰振りを激しくする。

　肉を打つ音と水音が室内に響き、同時に彼女の嬌声が一段と大きくなった。

「イクイクイク！　もうイクッ、イキますぅ！　あひっ、やあああああっ！」

　ぷしゃと秘部から潮が吹き、アメリアの体がガクガクと痙攣する。

「イクッ、イクッ！　ボク、イってるよぉ……！」

　膣内もぎゅっと締まり、彼女の体が絶頂していることを伝えてくる。

　だが、俺はそこで止まらずピストンを続けた。

「いぎぃ!?　イってる、今イってましゅうううう！　ちんぽ動かさないでぇ！」

「ああ、知ってる。だが奴隷をどう使おうと俺の勝手だろう？」

　絶頂中でもお構いなく、俺は激しい動きでアメリアを責め続けた。

「ああああっ、またイグゥ！　イってる途中でまたイクのおおおお！」

　連続絶頂に絶え切れず、アメリアの体が大きく跳ねる。

　だが、俺はそれを押さえつけてさらに腰を振っていった。

　そろそろ、俺も限界に近づいていたからだ。

「アメリア、出すぞ。子宮で受け止めて、完全に俺へ屈服しろ」

「はひっ、きてくださいぃ！　ご主人様の精液、ボクの子宮で受け止めます！」

　アメリアは震える腕を俺の背中に回し、離れまいとする。

　すっかり俺のために調教されたその姿に興奮し、子宮口に向けて激しいピストンを加えた。

「あぐっ、ううううっ！　そんなに激しくされたら、子宮開くっ、開いちゃいますっ！」

「出るぞ、全部注いでやるからな」

「きてっ、きてきてぇ！　ご主人様の射精で、またイカせてくらさいぃぃぃぃ！」

　ドビュ、ドビュルルルル！

　俺は子宮口へ亀頭をめり込ませるように射精し、それを受けたアメリアの体が震えた。

「おっ、おごおおおおっ！　イグッ、イッッグウウウウウウ!!」

　完全に正気を失った様子で絶頂に喘いでいた。

　俺は最後まで精液を注ぎ込むと、いったん腰を引く。

　肉棒が抜かれた膣内からは、子宮に収まりきらなかった精液がこぼれ落ちていく。

「これで、今日からお前は俺の性奴隷だ。いいな、アメリア？」

「はい……ご主人様のために、もっとエッチになれるよう、頑張ります……」

　彼女はそう絞り出すように言うと、がっくりと力を失った。

　こうして、校内一という魔法の特待生は俺の手に堕ちたのだった。
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　アメリアをものにしてから数日、俺はいつものように授業を続けている。

　すっかり従順になった彼女は、あれからは俺の言いなりだ。

　一年生とは直接接点がないが、周囲に変化がバレないようにしているらしい。

　性奉仕にも積極的になって、俺から学んだ知識を習得して実践している。

　この分だと、テクニックでユリアたちに追い付くのもそう遠いことじゃないな。

　生徒組の中では年少なので、成長が楽しみだ。

　そんな考えごとをしながらも、俺は目の前の生徒たちに魔法の実演をしてみせる。

　目の前に水の塊を作り上げ、一瞬で凍らせる。

　それを今度は風の魔法で砕き、炎の魔法で溶かす。

　多属性魔法の連続行使に生徒たちから歓声が湧いた。

「いきなりこれをやれとは言わないが、まずは二つの属性からだな」

　今日は三年生のクラスを担当しているので、生徒は基本的なことはできる。

　今回はそれより上級の応用的な魔法の授業だ。

「まずは、最前列からいこう。出てきてくれ」

　俺は目の前の机に座っていた生徒を呼び出す。

　呼ばれた生徒は顔を赤くして教壇に上がり、俺の傍までやってきた。

　俺に呼ばれただけでこうなるとは、よほど初心うぶな生徒らしいな。

　顔もそれなりに可愛いが、残念ながら胸があまりない。守備範囲とは少しずれている。

　もっとも、この生徒にとっては幸運かもしれないがな。

「ええと、名前は……」

「グ、グリーネアです、クローゼ先生」

　少しどもりながら話す彼女に俺は微笑む。

　こうやって、表では善良な教師を演じておかないとな。

「では、グリーネア。二属性の連続発動をやってみよう。得意な属性は？」

「水魔法と土魔法です！」

　ふむ、まあ相性は悪くないな。

「まずは土魔法で土の団子を作り、それを水魔法で濡らして泥状にしよう。十秒以内だ」

　俺が手を叩くと、グリーネアが詠唱を始める。

　三年生でも無詠唱魔法を使えるのは三割ほどか。それに、得意な属性に限られる。

　彼女はまだ、そこまでの実力を持っていないらしい。

　だがそれなりの力はあるようで、順調に土で団子を作ると、今度はそれを水で濡らそうとする。

「……んっ、ぐぅぅ！」

　しかし、二段階目で問題が発生した。

　急に魔法に注ぎ込まれる魔力の量が多くなって、体がふらついてしまったのだ。

　俺はすぐに彼女と魔法のつながりを断ち切ると、そのまま体を支える。

「大丈夫か、意識は？」

「クローゼ先生、私は……」

　緊張して、魔力を多く使い過ぎたらしいな。少し意識が混乱している。

「みんな、俺はグリーネアを医務室に連れていく。すぐに戻るから魔導書の二百五十ページを読んでおいてくれ」

　他の生徒にそれだけ言うと、その女子生徒を抱えて教室を出る。

　後ろから黄色い声が聞こえたが、それは無視した。

　この学院は金持ちの子女が通っているだけあって設備がいい。医務室もその一つだ。

　生命に関わる場所だから優遇されるのは当然だが、その備品は大病院並みだった。

　俺は生徒を抱えたまま、医務室の扉を開ける。

「誰かいるか？　授業中に生徒の具合が悪くなった」

　そう呼ぶと、奥の部屋から白衣の少女が出てきた。紺色の髪をまっすぐ肩の下あたりまで伸ばしている。

　そして、俺を見ると目を丸くして驚いた。

「お、男の人!?」

「教師のクローゼだ。ここに教員証もある」

　抱えていた生徒で見えなかった胸元の教員証を見せると、少女も安心したように息をつく。

　この学院は広いから、未だに俺と会ったことのない人間が大勢いる。
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　まったく、面倒なことだな。

「それより、看護教諭は不在なのか？」

　ここにいる看護教諭は、四十近いおばさんのはずだ。

　俺の守備範囲からは遠く彼方にいるが、医療魔法の腕はいいと聞いている。

「それが、校庭で魔法の実技中に事故があって、先生は……」

　そう言ってオドオドする少女に俺は手を振る。

「ああ、気にするな。ただの魔力欠乏だ、横になって休んでいれば治る」

「それなら、ベッドは空いています。こちらにどうぞ」

　俺は少女に案内されるままに部屋の奥へと進む。

　そして指定されたベッドへ、疲れた様子のグリーネアを寝かせた。

　すると少女が、寝ているグリーネアの腕を取って魔法を発動する。

　相手の体内の様子を探る魔法か？

　仮にも医療魔法を無詠唱とはなかなかのものだな。

「……クローゼさんの言うとおり、軽い魔力欠乏ですね。たしかに、少し寝ていれば治ります」

　そう断言した彼女に先ほどのオドオドした様子はなく、一瞬本職の医者かと思ってしまうほどだった。

　だが、彼女の着る白衣によってそれが違うとわかる。

　看護教諭の制服は病院の医師が着けるのと同じものだが、彼女の白衣は、その助手である看護師用だ。

「君は、この学院の保健委員だな。授業ではあまり見ない顔だが……」

「は、はい、そのとおりです。ハンナ・ガランドといいます」

　そう言って俺に頭を下げる彼女からは、まだ少し頼りない印象を受ける。

　どうやら、スイッチのオン・オフがはっきりしている人間らしい。

「クローゼさんの言うとおり、わたしは三年生の保健委員です。でも、医療魔法の勉強がしたくて、ここの先生にお願いして……」

「医務室に常駐しているというわけか、なるほどな」

　保健委員というのは、文字どおり生徒たちの委員会の一つだ。

　交代で医務室に入り、看護教諭の助手をしている。

　どうやらハンナは、設備の優れたここの医務室で医療魔法を習っているらしい。

　通常の授業を免除されているとなると、特待生並みに期待されているようだ。

　この学校は、理事長の方針でかなり自由な教育がなされているから、こういう珍しい生徒もいる。

「しかし、初歩とはいえ医療を無詠唱とはやるな」

「そっ、そんな……わたしなんかまだまだです。クローゼさんこそ、アレを一目見ただけで医療魔法とわかったんですか？」

「ああ、以前の職場で少し触れる機会があってな」

「へえ、そうなんですか」

　ハンナは感心した様子で頷く。

　だが、それ以上は深く突っ込んでこようとしない。

　なんだか、少し躊ちゅう躇ちょしているように思えるな。

　アニカとは正反対で、対人関係はかなり奥手らしい。

　普通の女は俺といるといろいろ話しかけてくるが、ハンナはそれがないからな。

　しかし、俺はここで会話を終わらせるつもりはない。

　服の上からでもわかるほど、ハンナの胸が大きく張り出していたからだ。

　顔や雰囲気からは内気な印象を受けるが、その胸だけは堂々と自己主張していた。

「アニカ以上、リーゼ並みか……」

「あの、なんでしょう？」

「いや、気にしないでくれ」

　これは、今まで会った中でも五指に入る大きさだ。

　巨乳好きの俺としては、ここでみすみす逃す手はない。

　向こうから話しかけないなら、こっちから話しかけてやろう。

「確か、家の名前がガランドと言ったな。父親は外交官か？」

　宮廷魔術師時代の知識を呼び出して、ハンナの家族を思い浮かべる。

「えっ、父と会ったことが？」

「ああ、二度ほどね」

　もっとも、表沙汰にしてはいけないような魔導書の取引だったがな。

「そうですか、父と違ってわたしは人と話すのが苦手で……」

「そう気にするな。人はそれぞれ個性がある」

　そのまましばらく話して、相手に俺を印象づける。

　これで、次のときにも接触しやすくなるはずだ。

「ああ、悪い、授業に戻らないといけないな」

「そんな、わたしこそお話しに付き合ってもらって……」

「気にするな、それじゃあうちの生徒を頼んだぞ」

「はい、わかりました」

　頭を下げるハンナの肩を手で叩き、そのまま医務室を出ていく。

「さて、思わぬところで獲物が見つかったな。どうやって攻略していくか……」

　俺は彼女の胸を好き勝手に犯すことに期待しながら、教室に戻っていった。
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　数日後、俺は再び医務室を訪れていた。

　看護教諭のいない時間を狙い、具合が悪いと言って入り込んだのだ。

　もちろん、簡単にバレないようにわざと体内の魔力を乱してある。

　実際に少し気分が悪いが、ハンナを攻略するために必要なことだ。

「クローゼさん、タオルを持ってきました。どうぞ」

　二回目ともあり、ハンナの態度は軟化していた。

　どうやら、医療魔法という彼女の興味のある話題で話したことが警戒心を薄めたらしい。

　一度警戒が解ければ、すんなり自分の中で受け入れるタイプだな。ある意味一番危険だ。

「ありがとう、ガランドのお陰でだいぶ良くなったよ」

　俺は体を起こすと、そのままハンナの手を握る。

「へっ、あっ、いえっ！　いつもどおりにしてただけで……」

「そんなことないさ。君には才能がある、保証するよ」

「ありがとうございます。クローゼさんにそう言ってもらえるなんて嬉しいです」

　少し恥ずかしがりながらも笑みを浮かべるハンナ。

　さて、このあたりで仕掛けてみるか……。

「こんなときになんだが……ハンナ、俺と付き合ってみないか？」

「つ、付き合うってどこに……」

「そうじゃない、男女の仲という話だ」

「えっ、ええええっ!?」

　案の定、驚きの声を上げるハンナ。

「これから医者になるんだ、そのまま人付き合いが苦手だと困るだろう？　俺に、その克服を手伝わせてくれ」

「あっ、なるほど、そういう意味ですか。でも、いきなりお付き合いというのは……」

「もし医者になれば、毎日何十人もの初対面の人と話すことになるぞ」

　その光景を想像したのか、少し青くなるハンナ。

　そして、意を決したのか俺に向き直った。

「クローゼさん、是非よろしくお願いします」

　自分の苦手をなくそうと決意したようだ。

　だが、俺はそれを見て狙いどおり進んでいることにほくそ笑んでいた。

「さて、それならさっそく初めていこうか」

「い、今からですか？」

「ああ、ハンナはもう三年生だろう？　なるべく早く直したいからな」

　もっともらしいことを言って、ハンナを納得させる。すでに俺への警戒が薄れているハンナは、道理が通っているように聞かせれば納得してしまうのだ。

「ハンナが苦手なのは男だろうから、まずそこから治療していく」

　俺は手を伸ばすと、ハンナを自分の足の間にしゃがませる。

　いきなり目の前に男の股間が現れたハンナは目を反らすが……。

「しっかり見るんだ。この部分に怪我をしたり病気になったりすることもあるんだぞ？　しかも、男にとっては死活問題だ」

「で、でも……こんないきなり……」

「きついとは思うが、最初に一番つらいところを体験すれば後が楽になる」

　そう言って、俺はズボンのベルトを外す。

「ひっ！　こ、こんな……！」

　肉棒が外に晒されると、ハンナが小さく悲鳴を上げる。

　さすがに無理だと思ったのか逃げようとするが、ハンナの足は動かない。

「な、なんで足が？　い、嫌なのにぃ」

「逃げないように魔法で拘束させてもらった。これからハンナは俺を射精させるんだ」

「射精って、そんな！　無理です、今初めて見たのに！」

「男性機能の治療をするためには、精液の採取は必須だ。それとも、さっきの言葉は嘘だったのか？」

　そう言うと、ハンナは観念したかのように肉棒へと手を伸ばす。

　まあ、普通の病院は自分でさせるだろうがな。

　そして、躊躇いながらも俺の肉棒を両手で包んだ。

「うっ、ううううっ、次はどうしたら……」

「そのまま、性器を優しく握って上下にしごくんだ」

　俺の言葉に従って、ハンナが手コキを始める。

　テクニックとしては自慰を覚えたてのガキより酷いが、シチュエーションは最高だ。

　嫌がっている少女に、それしかないような説明をして性的な奉仕をさせる。

　強姦に近い和姦だが、少し嗜虐癖のある俺にはちょうどいい。

　涙目で肉棒をしごいているハンナの表情が最高だ。

　テクニックは下手でも、これだけで気持ちよくなれる。

「あまり単調になりすぎるなよ。速くしたり、少し強く握ったり、変化をつけるんだ」

「は、はい……こうでしょうか？」

　少し不安げに、しごくリズムの強さを変えるハンナ。

　俺のいうことを忠実に聞いた行動は、確かに快楽を大きくさせていた。

「ひゃっ！　おちんちんの先から何か液体が……ヌルヌルします」

「先走りだ、男が気持ちよくなっている証拠だから覚えておけ」

「これが……本で見たことはありましたが、本物は初めてです」

　人体を扱う医療魔法の魔導書には、当然性器のことも載っている。それで読んだんだろう。

　医療知識を思い出すことで、ハンナは少し余裕を取り戻したようだ。

　それなら、もう少し先に進めるとしよう。

「ハンナ、そのまま俺のものを咥えてくれないか」

「それって、フェラチオですか？　でも、今のままでも……」

　ハンナは遠慮しようとしているが、そうはさせない。

「はっきり言うと、今の手ではあまり刺激が強くないんだ。テクニックがない以上、より強い刺激を与えて射精させるしかないぞ」

「ううっ……治療のため、治療のため！」

　深呼吸しながら肉棒を見つめるハンナ。

　そして、意を決すると一気に肉棒を咥えた。

「はむうっ！　ん、んううううっ！」

「吐き出すなよ。そのまま舌で口の中のものを舐めていけ」

「ふぁ、はいぃ……」

　ハンナは初めて咥えた肉棒の味に驚いた様子だったが、すぐに舌を動かし始める。

「なんだか、少し苦いですね……」

「もし旨い味がすれば、それはそれで病気かもしれないな」

「こうやっている間にも診療をするんですね」

　少し感心した様子のハンナ。

　だが、美味しく感じるほうが病気という場合もある、ということは言わないでおく。

　フェラして肉棒が美味しく感じられるということは、すでに俺に調教されているということだからな。

　快楽による興奮は、人の感覚を狂わせるほどの力がある。

　そうこうしていると、腰のあたりに熱いものが溜まってくる感覚がした。

「あと少しで出そうだ、続けて頼む」

「は、はい！　頑張ります」

　ようやく終わるという希望が見いだされたからか、ハンナのフェラが積極的になる。

　眉をひそめながらも舌を必死に動かす様子に、俺の興奮は高まっていく。

　本当はさらに強く刺激を与えるフェラもあるが、あえて教えない。

　できるだけこの状況を楽しんで……。

「んぶっ、ぐぶっ、じゅずううううっ！」

「ぐっ、なんだと？」

　突如ハンナが頭を上下に振りはじめ、口内で肉棒をピストンさせる。

　舌がうごめく口内で肉棒を激しく動かせばどうなるか、俺は一番良く知っていた。

　抜きんでたテクニックがなくても、動きが激しくなればそれだけ快楽は増す。

「ハンナ、どこでこれを？」

「言いたくないですっ！　クローゼさんはこのまま射精してください！」

「ダメだな、隠し事はよくないぞ」

　俺は読心魔法を使うと、ハンナの心の中を覗く。

（早く、早く射精して！　こんなこと、もう終わらせたいのに……。クローゼさんに、医療魔導書と一緒にエッチな本を買ってきたことがバレたらどうしよう）

「なるほど、魔導書と一緒にエロ本をね」

（なっ、なんで!?　おちんちんで口が塞がってるのに！）

「これも、宮廷魔術師の魔法の一つだ。意外とムッツリだったんだな、ハンナ？」

（違う、違うんですっ！　医療魔法分野のとなりにあったから、つい目が行って……）

「いいじゃないか、こうして役にたっているんだから。そろそろ、出るぞ？」

　一方的な会話の間にもフェラは止まらず、ハンナは射精させようと舌を動かし続けていた。

　隠し事がバレて次第に必死になるハンナのフェラに、溜まった欲望も爆発寸前だ。

「ううっ、恥ずかしくて死んじゃいそうです。早く出してぇ！　んじゅ、じゅずずずずず！」

　そして、最後のバキュームフェラが射精への引き金になった。

　俺は少し腰を浮かせると、ハンナの顔に腰を押し付けるようにしながら射精した。

　肉棒が奥まで突き込まれたハンナは涙を浮かべながらも、必死に出された精液を飲み込んでいく。

　そして、数分経ってようやくその律動が治まった。

「んん、ごくっ、んぐぅ！　はぁはぁ……」

　全ての精液を飲み込んだハンナは、ようやく肉棒から口を離してペタンと座り込む。

　さて、ひとまずは上手くいったが、まだハンナは性的なことに抵抗感がある。

　やはり、やるとするならアレだろうな。

　俺は、彼女の顔からその秘部へと視線を移した。
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「……こんなに精液出して、わたしのフェラ気持ちよかったんですか？　初めてだったのに」

「ああ、かなりよかったよ。普通の男なら、数分と経たず射精するだろう」

　だが、ハンナは褒められて嬉しいのか態度を軟化させる。

「そんなに褒められたの、久しぶりです。先生は厳しい方だから……」

「まあ、命を扱う仕事だからな。ある程度厳しいのは普通だ」

　だが、そのおかげでハンナが褒められるのに弱いというのもわかった。

　もしかしたら、対人関係に弱いのもそのあたりに原因があるかもな。

　実際に会ったことのあるハンナの父親も、かなり厳しい人間に見えた。

「今日はこれで終わりですね。すごく変な体験で、疲れてしまいました」

　ハンナはそう言って立ち上がり、服の汚れをはらう。

　そして、改めてこちらを見た瞬間に、俺は彼女の腕を掴む。

　そのまま有無を言わさずハンナをベッドに仰向けで押し倒した。

「ひゃう！　ク、クローゼさん、いったい何を……ッ！」

　ハンナの視線が下がる。そして、その先にあるのは俺の勃起した肉棒だ。

「一回の射精程度じゃ、俺の性欲は収まらなくてな。これを鎮めるのを手伝ってもらえないか？」

　言葉こそ優しいが、見下ろされた状態で言われると威圧感があるだろう。

　現に、ハンナは完全に委縮してしまっていた。

「さっきは俺ばかり気持ちよくなって悪かったからな。今度はここで一緒に気持ちよくなろう」

　そう言いながら、俺はハンナの秘部を触る。

　スカートの奥へ手を入れられた彼女は大きく体を震わせた。

「そこはダメですっ！　ぜ、絶対にダメですっ！」

　そして、俺の下から逃れようと全力で抵抗を始めた。

　手足をじたばたと動かす力は弱いが、こう暴れられると行為が始められない。

　かといって、魔法で動きを止めると完全に強姦になってしまう。それは俺の趣味じゃない。

「そこは、結婚する人のために取っておかないとダメなんです！」

　俺に説き伏せられてフェラをしていたとは思えないほどの抵抗具合だ。

　これは、相当硬い貞操概念があるらしいな。

　だが、この様子だとここで説き伏せるのは難しそうだ。俺も興奮をいつまでも抑えていられない。

　仕方ない、ここはもう一つの案で行ってみるか。

「わかった、こっちは使わない。代わりに、尻のほうならどうだ？」

　俺は秘部に当てていた手をスライドさせて、ハンナの尻を揉む。

　こっちも、胸に負けず劣らず肉付きがいい。

　柔らかい肉が手に吸い付くようで、綺麗な肌は見ているだけでも興奮する。

「お、お尻って……えっ、本当に？」

「俺はそっちの経験もあるからな。あそこと同じくらい気持ちよくなれるぞ？」

「本には書いてあったけど、本当にできるんですか？」

「ああ、妊娠の心配もないしな」

　俺はそう言いながら、硬くなった肉棒をハンナの肌に押し当てる。

　これを鎮めなければ開放しないと強調するためだ。

「わかりました、貞操が守られるなら……」

　ハンナは頷き、手足の力を抜く。

「でも、先にお尻を綺麗にさせてください。汚れが付いていたら、それこそ恥ずかしくて死んじゃいます」

「それなら頼んだ。自分の体は自分でやるほうが上手くいくだろうからな」

　俺が退くと、ハンナは立ち上がって医務室備え付けのトイレに入った。

　その間にリーゼのときも使った魔法のローションを作り出す。

　数分もすると、ハンナがトイレから戻ってきた。ひとりになったことでこれからする行為への羞恥心が増したらしい。

「クローゼさん、ちゃんと綺麗にしてきました」

「わかった、ここに横になるんだ。そして足を開け」

　彼女は俺が言ったとおりに横になり、少し躊躇したものの足も開いた。

　俺は肉棒を取り出してアナルに押し当てる。

「力を抜け、力んでいると痛いぞ？」

「はぁはぁ……こんな状況でリラックスしろって言うほうが無理ですっ！」

「仕方ないな、それならこうしてやる」

　俺はハンナに覆いかぶさると、そのままキスをする。

　まさかそこを狙われると思わなかったらしいハンナは、キスをされた数秒後に目を見開いた。

「んっ!?　んうぅぅぅ！　っぷは！　またいきなりっ」

　抵抗しようとするハンナをなだめるために、耳元でささやく。

「感謝するよ。ハンナみたいな美少女とできるなら、こっちでも満足できる」

「へっ？　は、はい」

「俺の一方的なお願いを聞いてくれるなんて、ハンナはなんていい女なんだ。しかも、しっかり処女も守ってる」

「いや、そんな……照れちゃいます……」

「しっかり気持ちよくするから、俺に体を預けてくれるな？」

「……はい、クローゼさん」

　大人しくなったハンナのアナルに、今度こそ肉棒を挿入していく。

　彼女の体から余計な力が抜け、さらにローションの補助もあるのでスムーズだ。

　多少の抵抗はあったものの、亀頭が飲み込まれれば後はズルズルと入っていく。

「はぁはぁ、ぐうっ、大きいっ！」

　だだ、ハンナは始めてのアナルへの挿入で、反射的に体を強ばらせてしまう。

　他の部分で体の力を抜くしかないな。

　幸い、目の前には性感帯が潜む大きな柔肉が二つもある。

　俺は白衣に手をかけて着崩すと、そのまま乳首へ軽く触れた。

「ふぁっ、あふぅ！　あん、胸もですか？」

「ああ、こっちでも気持ちよくしてやるさ」

　すでに興奮しているのか、乳首はぷっくりと膨れていた。

　俺は乳首を指の間に挟むと、ゆっくり擦っていった。

「やぁ……胸、気持ちいいです」

　ハンナから甘い声が盛れ、アナルの締め付けも緩まってくる。

　それによって、肉棒がさらに奥へと飲み込まれていった。

　アナルには膣と違って行き止まりがない分、より深くまで挿入されていった。

「こんな、お腹の奥まで入ってます……串刺しにされたみたいに熱いぃ」

「俺も、ハンナに包まれていい具合だ」

　俺はハンナが慣れてきたと見ると、そのまま腰を動かし始める。

　もちろん胸への愛撫は継続中だが、次第に弱めていく。

　最初はゆっくり、次第に速度を上げていく。

　数分もすると、俺の腰とハンナの尻がぶつかる度にパンパンと乾いた音が鳴るようになっていた。

「んぁ、ふぅ……お尻のほうがジンジンしてきました……」

「すぐに尻でイク感覚、絶頂の感覚は覚えさせてやる」

「いく？　わたし、絶頂しちゃうんですか？」

「ああ、もう胸は弄っていないぞ？」

「えっ、そんな……ほんとうに……ッ！」

　俺の指は柔肉を揉み解していたが、乳首には触れていなかった。

　つまり、今のハンナの甘い声は全てアナルへの刺激から来ているわけだ。

「わたし、お尻でこんなに気持ちよくなっちゃってる!?」

　再び動揺する彼女に、俺は静かに語りかける。

「そのまま快楽に身を任せろ。俺を信じるんだ」

　ハンナは頷き、自分の体に訪れる変化を受け入れる。

　すると、肉棒がピストンするタイミングに合わせて、彼女の呼吸も荒くなる。

「イクッ……わたし、このままお尻でイクのっ」

　その嬌声はどんどん大きくなり、最後には医務室全体に響くほどになっていた。

「やっ、ああぁぁ！　イ、イクッ……もう我慢できません！」

「ああ、イクところをしっかり見ていてやるからな」

　俺はベッドに手をつくと、最後に全力で腰を振った。

　肉棒が大きな動きでアナルに出入りし、カリ首は腸内を引きずり出さんばかりに刺激する。

「あんっ、あぅぅうううう！　イクイク、イッグウウウウ!!」

　とうとう、一線を越えてハンナが絶頂する。

　仰け反って腰をガクガクと振るわせながら、確かに彼女は絶頂していた。

　俺も、処女喪失の前にアナルで絶頂する姿に欲望が燃えてみなぎる。

　処女のままここまで感じられるようになるとは、前のほうも楽しみだ。

「ひぃひぃ……ク、クローゼさん、わたしぃ……」

　初めてアナルで迎える絶頂に息も絶え絶えなハンナ。

　俺はそんな彼女の頭を撫でて安心させる。

「よく頑張ったな。さっきのハンナ、すごくエロかったぞ」

　こればかりは少しの誇張でもなく、真実だ。

　処女のままアナルを開発させてくれたハンナに感謝すらしている。

　普通に処女を奪っては、こんな高揚感は味わえなかっただろう。

「だけどな、そんなハンナを見てもう我慢できそうにないんだ。いいな？」

　俺の気持ちを反映するように肉棒は硬く大きくなっている。

「は、はい……どうか、わたしの体でクローゼさんの昂りを鎮めてください」

「ハンナ、お前はいい女だよ」

　俺は最後にもうひと撫ですると、容赦ない責めをするために体勢を整え始めた。
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　俺はハンナの足をより大きく開き、自分が動くスペースを確保する。

　アナルでの性感に目覚めたハンナを、より激しく責めるためだ。

「クローゼさん……そんなに足を広げたら、アソコが丸見えになってしまいます」

　たしかに、この体勢では彼女の秘部まで良く見える。

　まだ何者の侵入も許していないそこは、純潔そのもののようにしっかり閉じている。

　だからこそ、その下で俺の肉棒を咥えこんでいるアナルはより淫靡だった。

「今さらそれを気にするか？　俺は尻の穴まで知ってるんだ、恥ずかしがるだけ無駄だぞ」

「で、でもっ！」

「じきにそんなことを気にする余裕もなくなるさ」

　俺はそう言ってハンナの言葉を受け流す。

　そして、体勢が整うと腰を動かし始めた。

　最初はゆっくりと、次第に速度を上げていく。

「はぁはぁ……おちんちんがまたお腹の中で動いてます」

　自分の中で動く肉棒の感触に驚くハンナ。

　だが、先ほどまでのように困惑した様子はなかった。

　むしろ、俺が腰を動かすのを喜んでいるようにも見える。

「もうアナルセックスにも慣れてきたか」

「んっ、はい。最初はどうなるのかと思いましたけど……」

「意外と、気持ちよくなれるものだろう？」

　ハンナは俺の問いかけに頷くことで答える。

　腸内の具合もよく、始めより滑らかに肉棒を咥えこんでいた。

　ローションのおかげか傷ついた様子はなく、肉棒に刺激されてヒクヒクと動いている。

「尻のどのあたりが気持ちよくなってるんだ？」

「えっ？　そ、そんなの恥ずかしくて言えませんよ！」

　首をぶんぶんと横に振って拒否する。

　さすがに、まだ言葉にするには恥ずかしさが残るようだ。

「教えてくれれば、より気持ちよくしてやれるぞ」

　だが、そう言うと彼女は動きを止めて悩む。

　いい傾向だ。それだけ快楽にハマりつつあるということがわかる。

「あの、誰にも言いませんか？」

「もちろん、言いふらしたりはしないさ」

　街の酒場には自慢話として女性経験をひけらかす輩がいるが、俺は気にくわない。

　自分とその相手との間だけの出来事だから燃えるのだ。

　まあ、女を堕とすときの手段としてなら、羞恥を煽ることもするがな。

　ハンナはまだ躊躇しながらも、自分の感じるポイントを話し始めた。

「わかりました……クローゼさんのが一番奥まで来て、子宮を裏側から叩かれるのが気持ちいいんです」

　そう言いながら、彼女は自分の下腹部に手を当てる。

　ちょうど、子宮があるあたりだ。

「ここをおちんちんで突かれると、子宮がキュンキュンってします」

「なるほど、これがいいんだな？」

　俺は彼女の言葉に忠実に、肉棒で子宮を裏から刺激する。

　数えきれないほどの女を抱いているので、体内の造りは殆ど把握しているのだ。

　子宮があるだろう深さまで挿入すると、腹側の壁へ亀頭を押し付けた。

「はふっ、あっ、ああん！　そこ、そこが気持ちいいんですぅ！」

　一瞬で表情を蕩けさせたハンナは、膣から愛液を垂らす。

　両手足を痙攣させ、全身で気持ちよさを感じていた。

　指一本すら触れていないのに、秘部から愛液が溢れ出してくるとは、中は相当凄いことになっているだろうな。

「そこまで気持ちよくなれるのに、処女を失うのが嫌なのか？」

　今すぐ膣内に肉棒を突き込めば、間違いなくハンナは絶頂するだろう。

　処女喪失の痛みを感じる暇もなく、天国のような気持ちよさに包まれるはずだ。

「いやっ、ダメですよぉ……」

　だが、その快楽を前にしても処女を失うのは嫌がった。

　やはり、貞操概念は相当に固いようだ。

「ふむ、まあ仕方ないか。今は尻の穴で我慢してやる」

「……私とお付き合いしてくれるなら、考えます」

　ほう、ハンナ自身は俺に気があるのか。

　固いのは貞操だけで、恋愛感情は普通の女子並みのようだ。

「悪いが、俺はひとりの女だけに入れ込むことはない」

「クローゼさんは、恋の多い人なんですか？」

「まあ、そんなところだ」

　まさか、体だけの関係で何人もの女を囲っているとは言えないな。

　ハンナを堕とすときには伝えるが、やるなら一気に攻め堕とさなければダメだろう。

　これほどいい体を持っているんだ、確実にものにしたい。

　それに、その固く守っている貞操を貫いたときには、最高の興奮が味わえるだろう。

　だから、今はアナルセックスでこの体に快楽というものを刻み込んでやる。

「はっ、あぅん！　お尻が、ズボズボされて気持ちいいのっ！」

　俺のピストンに、ハンナは気持ちよさそうな声を上げる。

　膣からは愛液が絶え間なく流れ出て、尻のほうまで垂れてくるほどだった。

「まだまだ続けるぞ、あんまり尻でのセックスにハマると、普通のセックスで満足できなくなるかもしれないな」

「そんなっ！　そんなのいやですぅ」

「だが、ハンナにとって普通のセックスは、旦那としかしないんだろう？」

　そう話しかける途中も、腰は絶え間なく動かし続ける。

「前で子供を作るためだけのセックスをして、後ろで気持ちよく喘ぐ。まるっきり変態だな」

　子宮に子種を注ぎ込まれながら、アナルを犯され喘ぐハンナ。

　彼女はその光景を想像したのか、体をぶるりと震わせた。

「ダメです、絶対ダメですっ！　そんなことになったら、生きていけません！」

「なら、頑張って快楽をコントロールしろ。俺はまだ満足していないからな」

　一度言質を取った以上、俺は全力でハンナを楽しむ。

　しっかりと彼女の体を押さえると、それまでよりも大きく腰を振った。

　バチン！　という大きな音と共に、肉棒が根元まで挿入される。

　俺の大きな肉棒が収まり切ったとなると、ハンナはそうとう苦しいはずだ。

「はぁはぁ……ッ！　くっ、ふぅ！」

　だが、俺は気にすることもなく腰を引く。

　反り立ったカリ首が、腸内をえぐるように刺激しながら引き抜かれる。

　当然、アナル全体に大きな快感が与えられただろう。

「……ッ！　……ッ！　ふぐっ、んううううっ！」

　ハンナは歯を噛みしめながら、アナルセックスで生まれる快楽を抑えようとしている。

　このまま波に飲まれれば、もう戻れないと悟ったから。

　だが、彼女が頑張れば頑張るほど、アナルが締まって俺が気持ちいい。

　俺は必死な様子の彼女を見ながら、行為を楽しんでいた。

　だが、それにも限界がやってくる。

　なかなか満足しない俺に、ハンナのほうの緊張が途切れたのだ。

　俺がそれを見逃すはずもなく、先ほどの弱点を中心に一気に責め始める。

「はひぃ！　そ、そんなに激しくされたら……！」

「もうイキそうか？　我慢せずにセックスを楽しめよ」

　そう言いながら、俺は執拗に子宮裏を責める。

　一突きするごとにハンナの体が震え、絶頂に近づいていった。

「やっ、うぐううううっ！　もう無理よ、イクッイクッッッ！」

　俺は絶頂寸前のハンナの体に、追加で肉棒を打ち込んだ。

　彼女がイクのと同時に、俺も溜まったものをぶちまけてやる。

「ハンナがイったら、さっき口に出した精液を尻に注ぎ込んでやるからな」

「さ、さっきのらめぇ！　あんなに熱いの出されたら、絶対に耐えられませんっ！」

「諦めろ。ほら、トドメがいくぞ」

　しっかりとハンナの足を抱えると、再び全力で腰を振る。

　太い肉棒に責められて、ハンナの興奮は引き返せないところまで来ている。

　垂れてきた愛液がふたりの間で糸を引き、淫らな水音まで響いていた。

「無理無理無理っ、耐えられないぃ！　もうイクッ、イキますっ！　イッ、イグウウウゥゥゥゥ!!」

　ドビュドビュ！　ビュルルルルルル！

　彼女が絶頂するのと同時に、俺も射精した。

　勢いよく放出された白濁液が、彼女の中を染めていく。

「ひぃ、はぁはぁ！　お腹の中に、温かいのが広がってますぅ」

「どうだ、気持ちよかったか？」

「クローゼさん、酷いです。もうこの感覚は忘れられません」

　怒ったような微笑んだような、中途半端な表情のハンナ。

　純粋に快楽に対する幸福と、それを覚えてしまった絶望感がせめぎ合っているのだろう。

　俺はゆっくりと腰を引くと、汚れを拭って服を着る。

「約束どおり、満足したからこれ以上はしない。だが、またしたくなったら呼んでくれよ？」

「うぅ……顔のわりに鬼畜なんですね」

「ああ、よく言われるよ」

　俺はそれだけ言うと、ベッドに横になるハンナを置いて外に出た。

　そのときには、俺の頭は新たな目標に向けて切り替わっていた。

　さて、どうやってあのハンナに処女を捧げさせるか……。
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　ハンナのアナル処女を奪ってから一週間ほどが経った。

　今日までの間に、俺は一度彼女に呼ばれている。

　だが、相変わらず処女を捧げようとはしなかった。

　その代わり、たっぷりアナルを可愛がってやったがな。

　もうハンナは俺とのアナルセックスを覚えて、その快感にハマり始めてしまっている。

　自分で慰める程度では、性欲が解消しきれないに違いない。

　なにせ彼女が一番感じる場所は、俺でなければ届かないからな。

　膣内を使ったオナニーしかできない彼女は、日々性欲が高まるばかりだ。

　このままでもいずれ俺の言いなりになるだろうが、それは面白くない。

　ハンナには、是非自分から処女を捧げて欲しいものだ。

「さて、何か突破口になるようなものは……」

　俺はいつもの学院長室で、ハンナの資料を読み直していた。

　どこかに、攻略のカギになる情報があればいいが……。

「身体情報、性格、家族構成、好きな物、苦手な物、趣味に将来の目標。これといって、目新しいものはないな」

　ここまで情報が揃っていても、なかなかいい方法は見つからない。

　俺の狙いは、あくまでハンナに自分から処女を捧げさせることだ。

　セックスで得られる俺の魅力に屈して、彼女から迫ってくるのがベストなんだが……。

　イネスやアメリアのときのように、他の生徒を使うわけにもいかない。

　少しリスクが高いし、まり頻繁だと興味を持たれて情報が洩れるから、多用するのは要注意だ。

　さらに、ハンナは普通の授業時間も特別に医務室で自習している。

　なので他の生徒との接触も少なかった。

「やはり、地道にアナルを開発していくしかないか？」

　アナルで覚えた快楽を、セックスへの期待に結びつかせる。

　未知の快楽への期待を抑えきれなくなり、最後にはハンナが処女を捧げてくる。

　今のところ、最も成功しそうな作戦だった。

　だが、それにはそれなりの時間が必要だ。

　あいにくハンナは今三年生で、それほど長い時間が残っているわけではない。

　関係を長く楽しむなら、手早く堕とす必要があった。

「その方法では無理だな、堕とす前に卒業してしまう。そうなれば、それまでの努力が水の泡だ」

　みすみすあのいい女を取り逃がすとなれば、俺のプライドにも傷がつく。

「さて、困ったものだが……ん？」

　すでに隅から隅まで見通したと思っていたが、俺は資料のある数字にあらためて気がついた。

　それは、ハンナのクラス番号だ。

　学年ごとにいくつかのクラスで分かれており、彼女は三学年の二番目。

　奇しくも、それはイネスの所属するクラスと同じだったのだ。

　そのとき、俺はある一つのアイデアをひらめく。

　そして、それを実行するにはイネスの協力が必要だ。

　俺は彼女を探すべく、資料を片付けて席を立つ。

　そのまま部屋を出ると、普段なら彼女がいるだろう生徒会室へと向かった。

　廊下を進んで生徒会室にたどり着くと、どうやら会議中らしい。

「少し覗いてみるか」

　俺は隠密系の魔法をいくつか使うと、ゆっくりとドアを開ける。

　中の人間に気づかれていないのを確認すると、そのまま室内へ体を滑り込ませた。

　部屋の中には十人ほどの人間が集まっていて、何やら積極的な発言をしている。

　資料を覗き見ると、最近多発している郊外での不純異性交遊について、と書かれていた。

「どうやら、お嬢様のなかには冒険心のある奴らが多いようだ」

　わざわざ安全な学院から出て街で男と付き合うなどと……。

　父兄の耳に入っったら、さぞかし騒がれるに違いない。

　イネスはそんななかで、議長のようなポジションで話を進めていた。

　そんな彼女が、ふとこちらを見る。

　おかしいな、それこそ武術の達人クラスでなければ、俺の気配を見抜けないはずだが……。

　一応警戒したが、それはすぐに解かれた。

「ん？　扉が開いているわね、閉めてもらえる？」

「はい、生徒会長」

　だが、彼女の視線は俺の背後の扉に向かっていたようだ。

　そう言えば、閉めておくのを忘れたな。

　俺は見つからなかったことに一息つきながら、その後も会議の風景を眺めた。

「それでは、より一層の注意喚起をしていくということでいいわね？」

「はい、生徒会長」

「すぐに、配布資料の準備にかかります」

　結局は状況を注視していくというような結論でまとまった。

　まあ、俺と学院の中でセックスしまくっているイネスが、学外での風紀を取り締まるなんて笑えるがな。

　一応は、情報の隠ぺいが上手くいっている証拠だ。

　生徒会のメンバーたちが出ていくと、残るはイネスひとりになる。

　俺はそれを確認すると、魔法を解いて姿を現した。

「ッ!?　あ、あんたっ！」

　突然現れた俺に驚いた彼女は、大きな声を上げて立ち上がる。

「あまり騒ぐな、イネス。ここは学院長室ほど壁が分厚くないぞ？」

「それを、ここでわたしを犯したあんたが言う!?」

「そう怒るな、別に喧嘩をしに来たわけじゃないからな」

　どうもイネスは、相変わらず俺への風当たりが強い。

　一度ベッドに入れば可愛らしくなるし、そのギャップもいいんだがな。

「……それで、わたしにいったい何の用なの？」

　少し落ち着いた彼女は、そう言うと元の椅子に座った。

　学院長の席ほどではないが、生徒会長の椅子もそれなりに豪華だ。

　そこにある種のカリスマを持っているイネスが座ると、まさに生徒のボスという感じがする。

　そんな彼女の近くの席へ座りながら、俺は話し始める。

「実は、新しくものにしたい女がいてな。イネスに協力してもらいたい」

　俺の言葉を聞いた彼女は、あからさまに大きなため息をつく。

「呆れた、まだこれ以上増やすつもりなの？」

「なんだ、お前は数人くらいで収まると思っていたのか。それは見込み違いだ」

　俺の精力は常人の数倍ある。

　魔法も合わせて上手く使えば、十人くらい一度に相手にできる自信があった。

「そこまでいくと、一周回って尊敬するわよ」

　お手上げというようにポーズをとるイネス。

「それで、相手は誰なの？」

「おお、協力してくれるか」

「き、聞くだけよ！　どんな相手か興味があるだけ。生徒なのか、教師なのか、どんな女の子なのか」

　そう言って取り繕うイネスだったが、気になっているのは明らかだった。

「お前のライバルになるかもしれないからなぁ」

「ライバルなんて、そんなこと思ってないわよっ！」

「ククッ……そういうことにしておこう」

　俺はイネスの反応を楽しみつつ、本題に取り掛かった。

「新しい目標は、三年のハンナ・ガランドだ」

　ハンナの名前を出したとき、イネスの目つきが険しくなる。

「知っているか？」

「ええ、まあ。一応クラスメイトだしね」

「ほとんど出席していない生徒も把握しているとは、さすが生徒会長さんだ」

「ちょっと、おだてないでよ。でも、ハンナか……」

　考え込む姿勢のイネス。

　どうやら、ハンナとはただのクラスメイトというわけでもなさそうだ。

「知っていることがあれば、教えろ」

「わたしはハンナと一年生のころもクラスメイトだったわ。でも、途中からあの子授業に出なくなったのよ」

「そのころから、医務室に入り浸りか？」

「そうね、あまり人付き合いが上手じゃなかったから。私も何度か医務室を訪ねてみたけど、あそこのほうが居心地がいいみたい」

「なるほどな、ある意味引きこもりか」

　だとすると、やはり医務室から連れ出したほうが効果が高そうだ。

　慣れない場所にいれば、頑固な考えも弱まるかもしれない。

「なら、作戦はアレにするか」

「アレ……っていったい何なの？」

　俺は立ち上がり、不思議そうな表情をするイネスに耳打ちする。

　次の瞬間、彼女は勢いよく立ち上がった。

「むっ、無理よ！　わたし絶対やらないから！」

　俺から離れ、後ずさりしながら出口へ向かうイネス。

　しかし、扉を開こうとしてもなぜか動かない。

「嘘、なんでよ！」

　愕然とするイネスの肩に、俺は手をかける。

「逃がさないぞ？　しっかり協力してもらうからな」

　こうして、ハンナに対する作戦は始まった。
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　翌日の放課後、俺は使われていない空き教室にいた。

　校舎の端のほうにあるので、滅多なことでは人が近寄らない。使われるのは、年に数回といったところか。そこに、俺ともうひとり。今回協力を頼んだイネスも来ている。

　彼女は扉をチラチラと確認しながらも、俺に問いかける。

「本当に、ここでするの？」

「ああ、今からここで俺に抱かれてもらう」

「はぁ、何でこんなことになるのよぉ……」

　事前の説明とまったく変わらない俺の言葉に、彼女はため息をつく。

「ねえ、ここって本当に見つからないのかしら。怪しいのだけど」

「問題ない、俺がいくつか魔法を使ったからな」

　一つは、幻覚の魔法。

　この教室に向かう廊下を、大量の荷物で塞いでおいた。もちろん幻覚なので触るとバレるが、用もないのに荷物を越えてこの教室に来ようとする生徒はいないだろう。

　もう一つは、防音の魔法。

　廊下を進んだ先の教室にまだ生徒がいるので、一応の保険だ。

　最後は、気配探知の魔法。

　範囲は狭いが、一部の廊下をカバーするくらいなら問題ない。

　もし予想外に人が入ってくれば、即座に知らせてくれる。

「イネスの望んだとおり、三重の警戒だ。満足したか？」

「ええ、まあね。憎たらしいほど完璧な魔法だわ」

　協力するにあたって彼女が出した条件がこれだった。

　そして、イネスは魔法の出来に満足してくれたようだ。

「それなら、さっそく初めていくか」

　俺は横に仏頂面で立っていたイネスを抱き寄せると、そのまま体を撫でる。

「ちょっと、いきなり……んん！」

　同時に、いろいろと文句が出てくるであろう唇も塞ぐ。

「はむっ、んちゅ……いきなりキスするなんて、ビックリしたじゃない」

「お前を黙らせるのはこれが手っ取り早いからな」

　俺はそう言いながら、イネスの制服のボタンを外す。ものの五秒もかからないで上着のボタンを外すと、続いてシャツもはだけさせる。その中からは、少し大人っぽい黒の下着が出てきた。

　俺はその上から軽く胸を揉みつつ、イネスに問いかける。

「これ、新しく買ったのか？　今までは着けてなかったな」

「そんなところ、よく気づくわね。普通の男は気にしないんじゃない？」

「俺は、普通の男の範疇に収まらないからな」

「それ、悪い意味で言ってるのよね？」

「いい意味でもあると思うがな」

　軽く言葉の応酬を続けながらも、俺は愛撫を続けていく。恐らく、この下着は今日のために新しくおろしたんだろう。久しぶりに会うクラスメイトに、女の子っぽい下着で甘く見られたくないからだ。やっぱり、思い切りライバル意識を持っているじゃないか。本当に素直じゃない。

「こうして脱がすと、いつもより数割増しで美人に見えるぞ」

「ほ、ほんとう？　私に似合ってる？」

「ああ、脱がすのがもったいなく思えるくらいにな」

「そっか、うん、まあそれなら……」

　外面は取り乱さないようにしているが、俺たちは今抱き合っていることを忘れていないか？

　触れている部分から、イネスの心臓の鼓動が速まっているのがわかった。

「相変わらず、誤魔化すのが下手だな。なんで素直にならないんだか」

「べ、別になにも誤魔化してなんかないわよ？　この下着も気分だし……」

「ああ、そういうことにしておこう」

　あまり長々と話しても時間がきてしまうので、俺は次の行動に移る。

　抱き合ったまま、イネスのスカートに後ろから手を入れた。そのまま、みずみずしい女学生の尻肉を味わう。よく実った桃のような尻は、揉んでいるだけでも興奮してくる。

　こうして正面から揉むと、相手の顔を見下ろせるのもいい。

「んっ、お尻撫でて……胸が好きなんじゃないの？」

「もちろんそうだが、こっちもなかなか捨てたものではないぞ」

　しかも、正面から抱き合っているので、イネスの巨乳が俺の体に押し付けられているのだ。

　下着越しとはいえ、その柔らかさは伝わってくる。両方一度に味わえて、なかなか得な気分だ。

「もう、いつまで揉んでるのよ……パン生地でもこねる練習に私を呼んだの？」

「そう急かさなくても、きちんと気持ちよくしてやるさ」

　俺は尻から片手を放すと、そのまま秘部のほうへ滑らせる。

　そして、ショーツの上から膣を愛撫し始めた。

「んはぁ、指きたっ……悔しいけど、上手いわね」

「自分で弄るより気持ちいいだろう？　だから女たちは俺から離れたくなくなる」

「はぁはぁ……体目当てのくせに……」

「そのほうが、後腐れもないからな。了承は取っているし、避妊も万全だ」

　アメリアのときは多少手荒になったが、ああでもしないと俺に従順にならなかったからな。

　あのまま卒業しても出る杭は打たれるの言葉どおり、挫折していた可能性も高い。

　そんなことを考えていると、早くもイネスの秘部が濡れ始めた。

　ショーツ越しに、膣が湿っているのがわかる。

「そろそろ、火がついてきたか？」

「ええ。でも、私だって負けないから」

　そう言うと、今度はイネスが俺のズボンに手を伸ばす。

　こちらも慣れた手つきで肉棒を取り出すと、両手で扱き始めた。

「先生が私のことを好きにするなら、こっちも先生のことを好きにしてもいいのよね？」

「その余裕があれば……だがな」

　今まで表面の愛撫に留めていた指を、濡れた膣内に挿入する。

　予想どおり膣内は濡れていて、指を簡単に飲み込んだ。

　そのまま、奥のほうへと指を送り込んでいく。

「あんっ、きたぁ！　やだぁ……また私ばっかり気持ちよくなっちゃう！」

　イネスが喘ぐなか、俺は部屋の外に人の気配を感じた。だが、仕掛けておいた魔法に警告はない。

　ということは、目的の人物だ。

「せ、先生……もう私我慢できない……はやく入れてぇ」

「イネス、もっと大きな声で言ってくれないとわからんぞ？」

　俺はそう言いながら、防音魔法の効果を弱める。

「先生のが欲しいのっ！　これだけ言ってるんだから、早く入れなさいよぉ！」

「俺の、なにが欲しいんだ」

「そ、それを言わせるの？」

「なにが欲しいか、しっかり言ってくれ」

　イネスは悔しそうな顔をしながら、しかし欲求には逆らえないのか口を開く。

「お……おちんちん……先生のおちんちんが欲しいの！」

　そう言い切ったイネスの顔は、今にも羞恥で死にそうなほど赤くなっていた。

　だが、ここまで大きな声で言えば、外の人間にも聞こえたはずだ。

「おい、そこにいるのは知っているぞ。コソコソせずに出て来いハンナ」

　聞き耳を立てていたらしい扉がガタッと音を立て、静かに開いていく。

　そして、そこからハンナが顔を出した。

「えっ、ハンナ!?　いつの間に！」

　抱き合っていたために見えていなかったイネスも、振り返って驚きの声を上げる。

　俺は手を放して、ふたりを対面させる。

「あ、あの……私クローゼさんに呼ばれて……」

「……うん、久しぶり。さっきの、やっぱり聞こえちゃった？」

「う、うん。でも、ほんとうにするの？　恋人とかじゃないんだよね？」

　ハンナの貞操概念からは、ありえないことだろうな。

　さすがに面と向かって言われると後ろめたいのか、イネスも言いよどむ。

　俺はそんな彼女の肩に手を回すと、もう一度抱き寄せた。

　そして、ハンナに見せつけるように言った。

「まあ、ハンナはそこで見ていろ。セックスがどういうものか教えてやる」

「ちょ、ちょっと。やっぱり恥ずかしい……」

「なに日和ってるんだ、イネス。俺が今更逃がすとでも思うか？」

　がっちりと抱えたイネスの体は、彼女が動こうとしてもビクともしない。

「さあ、生徒会長が乱れる様をよく見ておくんだな」

　ハンナはそんな俺たちを、固唾を飲んで見守るのだった。
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　俺はハンナと向かい合っているイネスの後ろに立ち、その体に手を回す。

　すでに制服は乱されているので、手を入れるのは簡単だった。

　潜り込ませた手で、その大きく実った胸を揉む。

「ね、ねえ、先生待って……やっぱりこんな所じゃマズいわよ。今からでも学院長室に……」

「ダメだ、ここでやることに意味がある」

　俺はイネスの言葉を却下して愛撫を続ける。

　今度は手を下に向け、秘部に指を潜り込ませた。

「待ってって言ってるのにっ……んああっ！　それ、ダメだってぇ」

　彼女は抵抗するが、俺は止まらない。

　そのまま膣内に指を挿入し、内側からイネスを責めていった。

「はぁはぁ……ハンナが、見てるのにっ！　やっ、はひぃ！」

　羞恥心が快楽の助けになっているのか、いつもより反応がいい。

　彼女自身は堪えようとしているが、それも時間の問題だな。

　そして、この光景を見ているハンナは最初の位置から動けていない。

　呆然としたまま俺たちを見ている。

「そんな、あのイネスさんが……」

　まだ目の前の光景が信じられないようだ。

　それなら、もっとわかりやす方法で責めてやろう。ちょうどイネスも濡れている。

　俺は肉棒を取り出すと、イネスの秘部に押し当てる。

　その感覚から、これから何が行われるか悟った彼女は振り返って俺を見る。

「わかったわよ、ちゃんとハンナの前でするから！　でも、せめて場所を変えて」

「だが、お前の体は今すぐ欲しいと言ってるぞ？　愛液が垂れて絡み付いてくる」

「い、言わないでよ！　今だって我慢してるんだから！」

　その逆ギレするような言葉に俺はほくそ笑んだ。

「……本心ではセックスしたいそうだぞ、ハンナ」

「イネスさん、本当にあなたは……？」

　俺の言葉で発言を誘導されたと気付いたイネスは、慌てて取り繕う。

「待ってハンナ！　今のは言葉のあやで、別に私は……はぐぅ!?」

　その言葉の途中、イネスの体が揺れて悲鳴が発せられる。

　ハンナに意識が向かっていたイネスに、俺が肉棒を挿入したのだ。

　自分で求めるような言葉を言っただけあって、その中はトロトロだった。

　愛液にまみれた膣内が、肉棒に絡み付いてしごいてくる。

「ひゃう、あぁん！　い、いきなり入れるなんてぇ、この鬼畜教師ぃ！」

「そう怒るな、こっちは楽しんでいるだろう？」

　俺が軽く腰を動かすと、膣内が反応して締めつけてくる。

　なんともいやらしい動きで、とても嫌がっているとは思えなかった。

「あんたが、そういう風に調教してんでしょうが！　ああっ、はっ、くぅぅ！」

　立ちバックの体勢のまま、イネスを激しく突く。

　亀頭が膣奥までを貫き、引き出すときはカリ首が内部を刺激した。

　すでに教室の床には、かき出されたイネスの愛液が垂れている。

「セ、セックス、してるんですか？　あの、ほんとうに？」

　とうとう本番を始めた俺たちを見て、ハンナは後ずさる。

　自分の体をかき抱いて、目の前の光景から身を守るようにしていた。

「夫婦でも恋人でもないのにセックスするのが、それほど信じられないか？」

「当たり前です！　だって、だって普通はそうでしょ？」

「何が普通でどれが異常なのか、それを決めるのは本人だ。俺にとってはこれが日常だよ」

「自分の生徒に手を出すのが、日常であっていいはずがありません！」

　内気のはずの彼女が、珍しく声を荒げている。

　それだけ、貞操というものに強い思い入れがあるんだろう。

　だが、今回はそれを打ち崩すのが俺の目的だ。

　精々、自分の理想と目の前の現実の乖かい離りに苦しんでもらうとしよう。

「なら、相手の女がいいと言ったら問題ないだろう？　双方同意の上の行為だ、恋人同士がするのと変わらん」

「そんな暴論が……」

「恋人同士でも、書類上はただの他人同士だ。教師と生徒も同じ」

　頑固な相手には、こっちも理屈攻めで挑む。

　自分が常識を盾に言っている以上、相手の言う理屈は認めざるを得ない。

　恋人同士なら本番をしてもいいなんて言ってしまった自分を恨めよ。

「で、でも！　さっきイネスさんはダメとか待ってって、言っていたじゃありませんか？」

「なるほど、まあそうくるだろうな。では、本人に聞いてみよう」

　俺は、目の前の机に手を置いて呼吸を荒くしているイネスに問いかける。

「どうだ、今もまだ止めてほしいか？」

　聞いている間も、まだ腰を動かし続けている。

　膣内もだいぶ解ほぐれてきているので、イネスも快楽を感じているはずだった。

「……やだ、いまさら抜かないでよ！」

　イネスは顔を伏せながらも、はっきりとそう言った。

　俺は、その返答に笑う。

「えっ、イネスさん……今なんて？」

　反対にハンナはまさか、というような表情をしている。

「ダメなのよ、もう……気持ちいいのを覚えちゃってるから……」

　そうだな、イネスはもう十分に快楽の虜になっている。

　だから、こうして呼び出しても大丈夫だと踏んだ。

「まさか、イネスさんが……生徒会長が……」

「こういうことだ。俺たちは合意の上でセックスをしてる」

「う、うう……」

　もうこうなると、ハンナが何かを言うことはできない。

「さあ、イネス。ふたりで楽しもうか」

「バ、バカッ！　クラスメイトの前でこんなこと言わせて……」

「その分、しっかり気持ちよくしてやるさ」

　そのまま彼女の腰を掴むと、激しく腰を振り始める。

　肉棒が膣に締めつけられ、強い刺激を受ける。

　俺の動きによって、お互いに興奮が高まっていく。

　パンパンという音が教室中に響き、ハンナは顔を真っ赤にしている。

「何を恥ずかしがってるんだ、ハンナも医務室でさんざん乱れただろう？」

「そ、それは言わないでくださいっ！　イネスさんも聞いてるのに！」

「……ハンナも、先生にイカされちゃったの？」

「あ、違うの、わたしは……」

「恥ずかしがらなくてもいいわよ、私ももうイキそうなの」

「そんな、クローゼさんに？」

「うん、もうそうなるように開発されてるの……あんっ！」

　イネスも、快楽でだいぶ素直になってきたな。

「イネス。そのまま、ハンナにどれだけ気持ちいいか教えてやれ」

　俺は目の前の美少女をイカせるべく、腰を打ちつけて性感を刺激する。

「あっ、はうぅ！　体の奥まで、先生に突かれてるのぉ！　もう、立ってられない！」

　手足を振るわせながら喘ぐイネス。

　もうそこにいるのは頼れる生徒会長ではなく、ただの快楽に喘ぐだけの少女だった。

「ほんとうに、もうイってしまうんですね」

　そんなイネスの様子を見て、ハンナもようやく現状を認めたようだ。

　教師と生徒が淫行している、彼女からすればありえない状況を。

「そうだ、別に固定観念に縛られる必要はない。快楽は誰でも普通に得られるものだからな」

「先生、私もうダメなの！　きて、もっと腰を動かしてぇ！」

「ああ、お前の望みどおりにしてやるさ」

　肉棒を限界まで引くと、そのまま思い切り打ちつける。

　腰がイネスの尻と密着し、その綺麗な形が歪んだ。

　絶頂寸前のイネスへ叩きつけられた肉棒は、そのまま子宮口まで突き解す。

「いひっ、やっ、ああああっ！　イクッイクッイクッ、イックゥゥゥぅ!!」

　イネスが体をのけ反らせ、全身で快楽を味わう。

　膣内もギュウギュウと締まって、その深い絶頂を俺に伝えていた。

「はひ、はっ、あうぅ……」

　息も絶え絶えなイネスを、俺は手を回して抱える。

　そして、その緩みきったイキ顔をハンナに見せつけた。

「どうだ、これがお前の受け入れられないセックスをした人間の顔だ」

「イネス……さん……」

　俺に与えられた快楽で蕩けたイネスの顔は、気持ちよさそうに見えた。

　とても、不幸や悲しみを感じているとは思えない。

　それはハンナにも容易に読み取れただろう。

「別にお前の考えを否定するわけではないが、こういう生き方もあるということだ。それは認めてもらおう」

　俺は、手を握りしめて震えるハンナを見ながらそう言った。

　彼女の心中は、どうしたらいいのかわからず葛藤しているだろう。

　なら、今が畳みかけるチャンスだ。

　もう一つ、ハンナにはカルチャーショックを受けてもらうとしようか。
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「イネス、惚けてる場合じゃないぞ」

「……はえ？」

　彼女はまだ絶頂のなかに居るのか、上手く力が入らないようだ。

　だが、ハンナにトドメを刺すためには、もうひと頑張りしてもらわないといけない。

　俺は彼女を、手近な机に寄りかからせる。

「お前は盛大にイったが、俺はまだだ。この意味がわかるな？」

　もう何度も体を重ねているイネスには、これで十分だろう。

「うん、わかってる。先生、私の体で気持ちよくなって」

　そう言うと、彼女は両足を軽く開いた。

　開かれたことによって露あらわになった秘部からは、先ほど以上に愛液が垂れ流されている。

　それはそのまま床まで垂れて、小さな水たまりを作っているほどだった。

「随分濡らしたな、それだけ気持ちよかったか？」

「うん……教室でするなんて始めてだったから、すごいドキドキした」

　素直じゃないところがあるイネスだが、ことが終わってしまえば従順になる。

　さっぱりした性格だから、終わったことに関していつまでも悩まない。

　だから、こうしてセックスに誘ったとき、イネスは二回目からの反応が変わって面白い。

「イったばかりだが、激しくするぞ」

　その言葉にイネスがビクッとするが、抵抗はなかった。

「嫌って言ってもするんでしょう？　もう、仕方ないわね……」

「ああ、ありがとう」

　まだ言葉にトゲがあるが、それは言葉だけだ。

　その証拠に、彼女の秘部はヒクヒクと動いて、今か今かと待ち望んでいた。

　俺ははち切れんばかりに勃起している肉棒を取り出すと、そこにあてがう。

「しっかり机に捕まってろ。倒れるなよ」

　それだけ言うと、俺は腰を前に進める。

「はぁっ、くっ、んぁああっ！　やっぱり、大きすぎるわよぉ」

「褒め言葉だと思っておこう」

「デカいだけじゃ、満足させられないわよ？」

「お前こそ言うじゃないか。クラスメイトの前でイキ顔を晒していたとは思えないな」

「えっ……あっ!?」

　そこでイネスは何かを思い出したように前を向く。

　そこには、下を向いて立つハンナの姿があった。

「私、あんなことを……ううっ、死にたいぃ」

　絶頂の快楽で今の状況も忘れていたのか、いまさら羞恥で顔を赤くする。

　俺はそんなイネスの反応を楽しみながら腰を動かし始めた。

「あっ、おうっ！　い、今動かれたら……！」

「残念だが、もう止まらないぞ」

　そう制止の言葉に答えて、俺は彼女を責める。

　大きく腰を振って、一番感じるだろう膣奥を責めようと奥へと進めた。

「ひゃぐぅ、奥まで来て……大きいので広げられちゃうのぉ！」

「どうせ俺専用なんだ。逆にちょうど良くなる」

　イネスはその性格に似合って、膣内もよく締まる。

　俺の肉棒は彼女の膣に比べて少し大きめだが、それがさらに気持ちいい。

　狭い穴を拡張していくような感覚は、いつ味わってもいいな。

　だからといって、あまり相手が幼くても性欲の対象にはならないが。

「そんなに広げられたら、戻らなくなっちゃうわよ！」

「まだ若いんだ、数日もすればまたキツくなるだろう」

「その頃には、また相手をさせられるじゃない！」

「だが、この押し広げられる感覚も気持ちいいだろう？　俺には隠せないぞ」

　俺の肉棒が膣奥に挿入されるたびに、イネスの体は震えていた。

　間違いなく、快楽を感じての反応だ。

「はぁはぁ……んぐ、あひっ！」

「しっかり締めつけろ。そうすれば、中にたっぷり出してやるぞ」

　俺は喘ぐイネスにそう宣言した。

　彼女は俺に中出しされている場面を想像したのか、体を振るわせていっそう膣を締めつけた。

　だが、その言葉に反応したのはイネスだけではなかった。

「出す？　まさか、子宮に出すつもりなんですか!?」

　それまで常識はずれな現実に打ちのめされていたハンナが、そう言って近づいてくる。

「中に出すのはダメです、絶対にダメですっ！」

「ほう、今度はえらく強気だな」

　ここまでもそれなりに持論を持って語っていた彼女だが、今までで一番強い抵抗だ。

「当たり前です、本来は赤ちゃんを作るための行為なんですよ！」

「だが、こうして快楽を得られるようにもできている」

「やっ、急に動かしちゃ……あふっ、んんああああっ！」

　俺が子宮口を小突くと、イネスがひと際大きく喘いだ。

　先ほどより近くまで来ていたハンナは、目の前で乱れているクラスメイトを見せつけられる。

　イネスが快楽で表情を蕩けさせると、それに比例するようにハンナの表情が歪む。

　もちろん悔しいという感情が主だが、俺はその中に羨望の色が含まれているのを見逃さなかった。

　ハンナの中にも、目の前のイネスのような快楽を感じたいという気持ちは、ゼロではないようだ。

　先に、アナルで妥協して快楽を覚えさせた甲斐があったな。

「……ッ！　そんな軽い気持ちでして良いものではありません！」

「なんだ、もう一端の医者気取りなのか？」

　ハンナが唯一熱中していることは医療だ。

　それならば、なぜここまで反対するのかも想像がつく。

　彼女は、生命というものを神聖視しているんだろう。

　熱中しすぎてそれを第三者視点から見られなくなるのは、よくあることだ。

「そういう訳では……」

「いや、違わないな。その証拠に、お前は尻のほうは許しただろう？」

　そう言われると、ハンナは黙るしかない。

「で、でも！　もし妊娠してしまったら……」

「その心配はない、避妊用の魔法を使っているからな。俺の精液に生殖能力はなくなる」

　自由に中出しするためだけに、わざわざ娼館への伝つ手てを作って学んだのだ。

　この手の魔法は商売に直結するため秘密であることが多い。

「そんな魔法が……じゃあ本当に快楽のためだけに……」

　ハンナは力が抜けたように膝をつく。

「わかったら、そこで大人しく見ているんだな」

　これで彼女を支えているのは、自分の貞操に対する価値観だけだ。

　そこを崩せば、向こうから処女を捧げてくるだろう。

　なにせ、もう俺に与えられる快楽を忘れることはできないだろうからな。

　俺はハンナの表情を楽しみながら、イネスに腰を打ちつける。

「はぁはぁ……もうおちんちんが震えてっ」

「ああ、わかるか。すぐに俺のもので染め上げてやる」

「私も、もっと締めるから……！」

　イネスが膣内を締めつけて、肉棒をしごき上げる。

　そのままでも名器なそこが襲いかかってくると、俺も気を抜けない。

　あくまで理性を持って楽しめるように気持ちを抑えながら、腰を振る。

「出すぞ、子宮を開けて待っていろよ？」

「開けなくったって、無理やりこじ開けるくせに……はぁ、ああん！　ひうっ、あおうぅ！」

　激しいピストンに耐えられず、イネスは一突きごとに悲鳴を上げた。

　俺はその声を聞きつつ、徐々に動きの速度を上げる。

　そして最後には、激しいぶつかりで結合部から周りに愛液が飛び散るほどになった。

　そろそろ限界かと思っていると、先に悲鳴を上げたのはイネスだった。

「ひああああっ！　私も、またイっちゃうぅ！　イクッ、イクイクッ！」

「おいおい、俺より先に二回目か？　良い度胸だな」

「だって、先生が激しすぎるからぁ！　ひっ、いぎいいいい！」

　俺はイネスを抱き起こし、そのまま放置していた胸も同時に責める。

「さあ、俺もイクぞ。しっかり感じろ」

「はっ、はひぃ！　あ、があぁ！　イッグウウウウ！」

　ビュウウウ！　ビュルルルル！

「……ッああああ！　熱いのが流れ込んでくるっ！」

　俺は全身を痙攣させるイネスの絶頂を感じながら、目の前のハンナを見下ろす。

　彼女は、目の前で行われていることを、呆然とした様子で見続けていた。

　そして、収まりきらなかった精液がふたりの間から垂れてくると、ついに諦めたように床へ手を着く。

　俺は肉棒を引き抜くと、疲れきって気を失ったイネスを抱きかかえた。

　そして、座り込むハンナに話しかける。

「見てのとおり、貞操をどうするかなんて個人の勝手だ。お前に決めつけられることじゃない」

　認めざるを得ない事実に、ハンナの手が握りしめられる。

　さすがに、ここからまた反論する力は残っていないだろう。

　満足した俺は、魔法を使ってふたりの体と床を掃除する。

　そして、さっと衣服も整えるとイネスを抱き直して教室を後にしようとする。

「ああ、性欲が溜まったらまた俺の所に来い。満足させてやるよ、処女のままな」

　立ち去る寸前にそれだけ言うと、俺は扉を締めた。

　さて、ハンナの性欲はあと何日で限界を迎えるのか楽しみだ。

　我慢できずに俺のところを訪れたときの表情も……な。
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　それから三日後、俺は学院長室でユリアからある報告を受けていた。

　彼女の顔は真剣で、学院長としての風格がある。

　さすがの俺も、今のユリアを相手にふざける気にはならないほどだ。

　そして、報告の内容はそれなりに重要なことだった。

「医務室でトラブルが頻発……か」

　内容としては、空の容器を割ったりという軽微な事案が多い。

　だが、場所が場所だ。それが重大事故に繋がらないとも限らない。

　本来怪我や病気を治す場所で、怪我人を出すのは避けたいな。

「トラブルの元は、ハンナ・ガランドさんだそうよ。知ってる？」

「知っているもなにも、ちょうど今、落とそうとしている生徒だ」

　そう言うと、ユリアの表情が曇った。

「もしかして、何か酷いことしたんじゃない？」

「酷いこと……ねぇ。さて、どれが原因だろうな」

　口車に乗せてアナル処女を奪ったことか？　いや、それはハンナも了承したことだ。

　だとすると、やはりあれだろうな……。

「ほら、やっぱり心当たりがあるんじゃない」

　ユリアはやれやれという感じでため息をつくと、俺の前に立つ。

「テオ君が原因なんだから、テオ君が責任を持ってケアしてよね」

「わかった、ハンナをここに呼んでくれ」

　向こうから接触してくるまで待とうかと思ったが、こうなっては仕方ない。

　俺が直接話すしかないな。

「まったく、テオ君は少しやり過ぎなところがあるから、今度から気を付けてほしいわ」

「ああ、善処するよ」

　俺がそう言うと、ハンナは部屋から出ていこうとする。

「……ユリア、ちょっと待て」

「ん、何かしら？」

「ハンナをケアした後は、俺が預かっていいんだな？」

「しっかり指導した後ならね」

　彼女はそう言うと、今度こそ部屋を出ていった。

　まあ、そのケアもまともにするとは言っていないがな……。

　それからしばらく待つと、部屋の扉がノックされる。

　俺は椅子に座った状態で鍵を操作し、相手を中に入れた。

　予想どおり入ってきたのはハンナだったが、彼女は酷く驚いた様子だった。

　まあ、学院長室で待っていたのがユリアでなく俺なのだから、無理もない。

「クローゼさん、なぜ……」

「ユリアも俺の女だ、イネスと同じようにな」

　これだけ言えば、彼女も理解しただろう。

　現状、この学院で俺以上に力を持っている存在はいない。

「今日呼んだのは、ほかでもない。ここ数日調子が悪いようじゃないか。医務室に不備があると生徒たちも不安になる」

「それは、申し訳なく思っています」

「ふん、原因はあの放課後のことか。よほど堪えたようだな」

「あ、当たり前です！　あんなことを見せられて、動揺しないはずがありません！」

　彼女は俺を激しく追求するように続ける。

「クローゼさんは、なぜわたしにあそこまでするんですか？　もう周りに綺麗な女性がたくさんいるのに。普通の発想じゃありません」

「俺が女好きだからだ。それ以上の理由は必要ない」

　俺は椅子からハンナを見上げて切り返す。

「それに、俺の狙ったとおりに効果はあったようだ。やった意味はあっただろう」

「狙いって、わたしにミスをさせることですか？」

「いや、お前の価値観を揺るがす……ということさ」

　そう言うと、彼女は苦い顔をして目を反らす。

　やはり、ここで言い返さないあたり上手くいっている。

「……だって、仕方ないじゃないですか。あのイネスさんが、あんなふうに……」

「たしかにイネスとお前はクラスメイトだが、ハンナはほとんど医務室にいるだろう。なぜそこまでイネスに思い入れがあるんだ？」

「それは、彼女が生徒会長だからです」

　まあ、どちらかと言えば日陰者のハンナと正反対だな。

　嫉妬か、あるいは憧れか……。

「わたしと彼女が一年のときもクラスメイトだったことは、知っていますか？」

「ああ、それはイネスから聞いた」

「あの頃わたしは、ちょうど医務室に通うようになっていて、他のクラスメイトからも忘れさられていました」

　入学して一年目だからな、人間関係の変化も流動的だったろう。

「でもイネスさんはその頃から社交的で、クラスの注目の的でした。わたしも、その姿に憧れていたんです」

「なるほどな」

「でも、そんな人があんな姿になって、どうすればいいか……」

　だいぶまいっているな。なら、畳みかける好機だ。

「そうか。なら、ちょうどいい物がある」

　俺はそう言って、一枚の紙を取り出す。

　そして、それをハンナに渡した。

「……これは？」

「まあ見てみろ。お前にとってはかなり面白いだろうよ」

　疑わしそうな目をしながらも、彼女は資料に目を通す。

　すると、その顔がどんどん険しいものになっていった。

「そんな、こんなことが……！」

「ああ、それはここの生徒の不純異性交遊に関する報告書だ」

　資料には、学生の三割が街に出て男と遊んだ経験があり、更に残りの三割もその疑いがあると書かれている。

　合わせれば六割もの生徒が疑いをかけられていた。

「半分以上の生徒が男と遊んでいるのが現状だ。お嬢様学校と言っても、年頃の女などこんなものだな」

　もちろん一部の生徒は、家で厳しい教育を受けたのかその気配もない。

　だが、全体から見ればそれは少数派なのだった。

　金持ちや権力者というのは、子供を甘やかす傾向があるからな。

　子供のほうも、豊かすぎる環境で育ってきたので刺激を求めている。

　親の目が届かない学生時代は、遊ぶのに格好の機会だ。

「残念だが、お前の考えていた常識は現実を見ると少しズレているようだな。ククク」

「は、ははは……」

　予想外の結果を突きつけられて、ハンナの精神は限界だった。

　ここで、それでも自分の考えを貫けるほどの精神力があればあっぱれだが……。

「そうなんですか、これが皆さんの実情なんですね」

　彼女は諦めたようにうなだれる。

　まあ、ずっと医務室に閉じこもっていたようなハンナには無理か。

　俺は席を立つと、膝をつく彼女の前まで進んでいく。

「クローゼさん？」

　同じ目線になるようにしゃがむと、そのまま彼女の体に手を回した。

　そして、白衣の下に手を忍ばせる。

「はうっ!?　いきなり何を」

「溜まってるんだろう？」

「……ッ！」

　俺の一言で、ハンナは口を塞いだ。

　こいつがミスを重ねたのは精神がまいっていたこともあるが、肉体の問題もあるはずだ。

　なにせ、あれだけ激しいセックスを見せつけられたんだからな。

　女としての本能が疼かないほうがおかしい。

　俺は、そんな鈍感になるようにハンナを開発したつもりはないしな。

「なんなら、ここで俺に抱かれていかないか？　心配するな、みんなやってることだ」

　回りの人間がやっているというのは、今のハンナに安心感を与えるだろう。

　それだけ精神が弱っているからな。

「ほ、ほんとうに？　ほんとうにみんなしてるんですか？」

「ああ、資料にもそう書いてあるだろう」

「……わかりました。クローゼさん、わたしを抱いてください。もう、不安で耐えられないの……」

　ハンナは俺に縋りつくように手を回す。

　俺は彼女の背中に手を回し、安心させるように撫でた。

「俺に全て任せろ。すぐに、不安を感じる余裕もなくなる」

「はい、めちゃくちゃにしてください……」

　そう言うハンナの声は震えていた。

　ふん、もう初めてあったときの気丈な部分もないな。

　俺が優しい言葉をかければ、すぐに処女を差し出してくるだろう。

「さて、このままベッドに行くか」

「学院長室でするんですか？」

「もちろんだ。実質的に俺の部屋みたいなものだからな」

　俺はそのままハンナを連れて、奥の寝室へと入っていく。

　まだ手をつけていない処女を、今日中にものにしてやる。

　この豊満な体を好きにできると思うと、我ながら興奮を押さえられない。

　さて、今日はどんな具合に鳴いてくれるのか楽しみだ。
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　俺はハンナを寝室に連れ込むと、そのままベッドに座る。

　そして、彼女を目の前に立たせた。

「あの、わたしはどうすればいいんですか？」

「ほう、やる気はあるようだな」

「うっ、あの……」

　雰囲気に押されて出てしまった言葉だろうが、もう元には戻せない。

　赤面するハンナに俺は指示をする。

「まずは、ハンナに奉仕をしてもらおうか」

「奉仕というのは、前にやったように、手でするんですか？」

「いや、今回はやり方を変える。俺の前に座れ」

　ハンナは俺に指示されたとおり、跪ひざまずいた。

　上目遣いで俺を見上げるその表情は、どこか不安げだ。

　やはり、女を見下ろすというのは気分がいいな。

　苦労してこれから処女を奪う女だと、その喜びも数割増しだ。

「それで、この後は……」

「ああ、とりあえず服を脱いでもらう」

「ふ、服を!?　いきなり、ですか」

　ハンナは動揺して体を強張らせる。

　そういえば、まだ体全てを晒さらさせたこともなかったな。

　一つ、楽しみが増えたというものだ。

「何か問題が？　どうせ本番をするときには全てはぎ取ってやるんだからな」

「でも、前にしたときには……」

「あれは、校内だったからな。ここと俺の部屋だけは、厳重に警備してあるから大丈夫だ」

　服を着崩している姿にも魅力はあるが、やはり一度は全裸に剥いてみたい。

　俺がハンナの目をじっと見ると、彼女は諦めて服を脱ぎ始める。

　トレードマークともいえる白衣がなくなるのは惜しいが、またいつでも拝める。

　そして、いよいよ下着にまで手がかかった。

「あの、ほんとうにこれも脱がないとダメですか？」

「ダメだ。俺の命令には従ってもらう」

「……わかりました」

　そして彼女は下着をずらし、その大きな胸が姿を現す。

　思ったとおり、かなりの大きさだ。巨乳を超えた爆乳と言っていい。

　たっぷりと柔肉を溜め込んだ膨らみは、さぞ気持ちいいだろうな。

「あまり見ないでください、恥ずかしいです」

「何を言う。それだけのものを無視できるわけがないだろうが」

　俺は胸を隠そうとするハンナの腕を掴むと、バンザイさせるように上へ持ち上げた。

「きゃっ、いやぁ！」

　その振動で彼女の爆乳がたぷんと揺れる。

「見ないで、そんなにじっと見られたら恥ずかしいのにぃ」

　ハンナは先ほどのようにみるみる顔を赤くしていく。

「おいおい、これくらいで恥ずかしがるなよ。これからこの乳を使って奉仕してもらうんだからな」

「胸を使うんですか？」

「ここの間に、俺のものを挟むんだよ」

　そう言うと俺は、ズボンからすでに硬くなりつつある肉棒を取り出した。

「これを、おっぱいの間で？　うぅ……」

「これから溜まっている性欲を解消してやるんだ。これくらいはしてもらわないとなぁ？」

　イネスとのセックスを見せつけられて性欲の高まっているハンナは、この言葉に逆らえない。

　恐る恐る自分で胸を持つと、その深い谷間に肉棒を挟む。

　彼女の手の平では溢れてしまいそうなほどの爆乳は、俺の肉棒を全て飲み込んでしまった。

「ククッ、根元から先まで全てとはな」

「い、言わないでください……無駄に大きくて恥ずかしいんです」

「そうか？　これはこれで魅力的だぞ」

「う、嘘ですよね？　普通より一回りも二回りも大きいのに……」

「いや、俺は女の体については嘘はつかんぞ。それに、俺は巨乳好きだからな」

　そう言って、ハンナの手の横からさらに爆乳を揉む。

　四つの手を使ってようやく十分に保持されるような大きさの胸だが、その感触は絶品だった。

　ここまでの大きを誇るが、その肌には瑞みず々みずしさを感じる。

　そして指に力を入れれば、どこまでも沈んでいきそうな柔肉が俺を迎えた。

　俺が女に慣れていなければ、この胸だけをいつまでも楽しんでしまいそうだ。

「んっ、はぁ、なんだか変な感じです……」

「こうやって愛撫されたこともないんだろう？　せっかくの胸なのにもったいない」

「だって、男の人は何かと胸を見てきますし、この学院に入ってからはクラスメイトからも……」

「これだけ大きければ、同性でも注目せずにはいられないだろうな」

　生徒のなかには女に興味を持つ性癖の人間もいるだろう。

　そういう相手に先に手を出されなかったのは幸運だ。

　せっかく一番に楽しめるんだ、十分に味わってやるさ。

　当然、俺の愛撫は谷間に抱えられた肉棒にも刺激を与えている。

　これも気持ちいいが、やはりハンナ自身にさせたほうが楽しめるな。

　俺は名残惜しい気持ちを断ち切って、胸から手を離す。

「今度はハンナが奉仕するんだ。俺がやったように、胸を揉んでしごけ」

「は、はい。わかりました」

　ここまでくればもう彼女にも、胸を見られてどうこうなどと考えている余裕はなくなった。

　俺を満足させなければ、次の段階に進めないからだ。

　実際に肉棒を見せつけられて、その存在に発情せずにはいられないんだろう。

　一度俺に快楽を覚えさせられると、大抵の女はこうなる。

「はぁはぁ……んっ、はんっ！」

　こぼれ落ちそうになる爆乳を必死に抱えながら、ハンナがパイズリ奉仕を始めた。

　谷間に挟まれた肉棒が、左右から圧力をかけられてうごめく。

　まだまだ動きが甘いが、そこは肉体的なポテンシャルがカバーしていた。

　ハンナの爆乳は、左右だけでなく上方向からも刺激を与えてきたのだ。

「なるほど、これはお前でなければ味わえないな」

　俺の肉棒をすっぽり覆い隠すほどの爆乳は、上下に動かすたびに亀頭にも圧力をかけてくる。

　まるで、未知の肉穴に挿入しているかのような気分だ。

　膣のような複雑な形状もアナルのような締め付けもないが、この包まれるような感触はパイズリでしか味わえない。

　やはり、ハンナを新しい目標に決めて正解だった。

「クローゼさん、気持ちいいんですか？」

「もちろんだ。ハンナの胸でしかできない奉仕だしな」

「そっか、わたしのだらしない胸でも役に立つことがあるんですね」

　先ほどのやり取りで自信喪失していた彼女には、褒められることは何でも嬉しいようだ。

　なんなら、このまま褒め倒してやるか……。

「そうだぞ、ここまで見事な胸はそうそうない。誇って良いものだ」

「ッ！　し、信じていいんですか？」

「ああ、少なくとも俺はハンナの胸が好きだ」

「クローゼさん……わたし、もっと頑張りますね」

　少し声の調子が好転したハンナは、積極的に奉仕し始めた。

「なら、もっと大きな動きで奉仕してくれ。胸が動いているところも見たい」

「はい！」

　ハンナは素直に了解し、俺の指示どおりに奉仕を始める。

　それによって、肉棒に与えられる刺激も変化した。

　座っている俺の足を爆乳が叩き、パンパンと音がする。

　それは胸でありながらまるで、小ぶりな尻が振られているようにも思えるような衝撃だ。

　当然肉棒への刺激も強くなり、限界まで勃起している。

「はぁ、はうぅ、はぁん！　これ、ビクビク動いてますよ？　もうすぐ出そうですか？」

　前に手コキしたときの経験からか、俺の限界を悟るハンナ。

　俺も、積極性を増して淫らになった彼女にぶちまけたくなった。

「ああ、もう出すぞ。そのまましごき続けろ」

「んぁっ！　たっぷり出してくださいね？」

　そう言うと、彼女は手の動きを速める。

　セックスでの腰振りでは実現できないような、高速ピストンが肉棒を襲う。
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　タパタパタパッ！　と大質量の胸が上下する責めに、俺も耐え切れない。

「ハンナ、受け止めろ」

　俺は欲望のままに、精液を吐き出す。

　勢いよく飛び出たそれは、柔肉の覆いを突き破ってハンナの顔にまで降りかかった。

「ひゃっ、きゃああ！　すごい、こんなに勢いよく出るんですね」

　顔を白く染め上げたハンナは、顔面と胸元で感じる熱さにうっとりとした表情だった。

「たくさん出してもらって、わたし嬉しいです」

「ああ、気持ちよければそれだけ出るからな。頑張って奉仕するんだぞ？」

「はい。わたし、もっとクローゼさんに褒めて欲しいです」

　こうして、ハンナの心は俺へと急速に傾いていった。
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「クローゼさん、次はどうすれば良いんですか？」

「まあ待て、その前に顔を拭け」

　俺はそう言ってベッドに置いてあったタオルをハンナに渡す。

　だが、内心では彼女が俺に指示を求め始めたことに喜んでいた。

　今のハンナは、俺に褒められることで自分の存在を肯定している。

　頑なに守ってきた貞操観念が一般的なものではないと思い込んで、大きなショックを受けた今の彼女には、それ以外に自分を保つ方法がないのだ。

　そう仕向けたのは俺だが、我ながら上手くいったな。

　一つのことに傾倒すればするほど、それが倒されたときの反動は大きい。

　このまま、彼女を俺に従順な女にしてやろう。

　ハンナが汚れを拭い去ったのを確認すると、俺は新たな指示を出す。

「今度は、お前もベッドに上がれ。そして、そのまま寝転ぶんだ」

「はい、わかりました」

　すぐさま了解の返事をしたハンナは、ベッドで仰向けに倒れる。

　すでに、あれほど恥ずかしがっていた胸を隠すこともない。

　彼女の胸はかなりの大きさを誇るが、若さゆえか、横になってもあまり潰れることはなかった。

　やはり、胸に限っては一番の逸材かもしれないな。

「ハンナ、俺はこれからお前を抱く」

　横になった彼女の足を割り裂いて、そう言った。

「今度は尻じゃない、お前が大切に守っていた処女を貰うからな」

「わたしの処女を……」

「ああ、まだ嫌か？　未来の旦那のために、取っておきたいのか？」

　ハンナの目を見て、誤魔化しを許さないように強く言う。

「……いえ、もう処女なんかいりません。クローゼさんが望まれるなら、喜んで差し上げます」

　数瞬の葛藤の後、ハンナはそう言った。

「確かに、その言葉を聞いたぞ。撤回はさせないからな」

　俺は開かせた足の間に体を滑り込ませると、そのまま肉棒を秘部に当てる。

「すごい……さっき射精したばかりなのに、何で硬いんですか？」

　医療の知識があるだけに、男の体の仕組みにもそれなりに詳しいんだろう。

　確かに、普通の男は一度出せば休息が必要だ。

「ここは魔法学院で、俺はその教師だぞ。それに、こんな体を前に休んでいられるか」

　元々の精力に加えて、魔法で体力回復も出来る。

　その気になれば、休みなく女を犯し続けられる。

　まあ、いつかは精神のほうに限界がくるだろうがな。

「そ、それじゃあわたし、どうなってしまうんですか？」

　期待と不安が入り混じったような顔で俺を見るハンナ。

「それは、自分で確かめてみろ」

　俺はそう言うと、腰を進める。

　硬く閉ざされていた割れ目が、太い肉棒に押し広げられていく。

「あっ、ぎぃいい！　は、入ってくる、クローゼさんの……きてますぅ！」

「あまり力むな、力を抜け」

「無理っ、無理ですよぉ！　わたしの中がどんどん満たされていって、キュンキュンしちゃうんです！」

　今のハンナにとっては、膣内を満たされることがこの上ない幸せに感じるらしい。

　なので、締め付けの加減もきかないようだ。

　その代わり、次々に愛液が湧き出て潤滑剤になっていた。

「ふむ、仕方ないか。このまま続けるぞ」

　こうなっては、俺も処女喪失の痛みを緩和してやることもできない。

　だが、本人がそれで良いと言うならそれまでだ。

「それじゃあ、ハンナの処女を貰うぞ」

「わたし、クローゼさんに捧げられて嬉しいです。もっと、わたしのこと褒めてくださいっ」

「ああ、ハンナはえらいさ。こんなにエロくなってくれたんだからな」

　俺は彼女の望みどおり、処女膜を突き破って純潔を奪う。

　同時に、ハンナの体がガタガタと震えた。

「ぐふぅ！　痛っ、うぅぅぅぅ！」

　純潔を散らした主人への反抗か、破れた処女膜はハンナにかなりの痛みを与えたようだ。

　だが、彼女は手足を俺に巻き付けてそれに耐える。

「ふっ、はふぅ！　はぁはぁ……！」

「大丈夫か、ハンナ？」

「はひっ！　も、もう大丈夫れす……それより、これでクローゼさんに相応しくなれましたか？」

　自分の体の痛みより、俺の気持ちを気に掛けるハンナ。

　もうかなり俺に対して頼っていることがうかがえる。

「そうだな、お前はもう俺の女だ」

　その言葉で、再び体を震わせるハンナ。

　だが、今彼女を打ち振るわせているのは、痛みではなく歓喜だ。

「これで、わたしも……」

　濡れた目で俺を見上げるハンナは、完全に堕ち切っていた。

　またひとりの女が従属したことで、俺の興奮が高まる。

「ハンナ、まだこれからだぞ」

「はい、クローゼさんを気持ちよくさせるために、いろいろ教えてください」

「それならまずは、膣でもイキ方を覚えてもらうとするか」

　ハンナが手足での拘束を緩めたことで、俺は腰を動かし始める。

「はんっ、やぁ！　動き出してるっ！」

「ほら、俺の形をよく覚えろ」

「は、はいっ！　頑張って覚えます！」

　肉棒をピストンさせていき、彼女の膣内を慣らしていく。

　最初こそ凝り固まっていたようだったが、少し経つと肉棒に馴染んでいく。

　ハンナが、意識して力の調節をしているんだろう。

　アナルセックスでの経験が、早い段階での対応を可能にしたのだ。

「はぁはぁ……だんだん気持ちよくなってきてます」

「そのまま快楽を高めていけ。やり方はわかるな？」

「お尻のときと同じですね？　はうっ、くうぅ！　でもこれ、お尻より気持ちよくなっちゃいますっ！」

「当たり前だ。ほんとうの快楽は、本物のセックスでしか味わえない」

　アナルセックスは、あくまでバリエーションの一つだ。

　ノーマルなセックス、膣を刺激するほうが性感は高まっていく。

「ハンナの中も、尻と同じように開発してやる。それも、数倍の快楽でな」

「ど、どうなっちゃうのか怖いです……でも、クローゼさんが……」

「ああ、上手くイケたら褒めてやる」

　まるで飼い犬に芸を教えるような感覚に、少し面白みを感じてしまう。

　一見するともの静かなハンナが、こんなエロい懇願をするのだから、いやらしさも倍増だ。

「……そう言えば、ハンナは子宮が弱かったな？」

　アナルセックスのときに見つけた彼女の弱点。

　前は腸壁越しにしか刺激していなかったが、それでも十分乱れていた。

　ならば、直接子宮口を刺激してやればどうなるか？

　試さずにはいられなかった。

　俺は一度肉棒を大きく引き抜くと、そのまま勢いよく膣奥まで突き込む。

　濡れた膣内はそれをいとも簡単に受け入れ、子宮口まで一直線に進んだ。

　そして、硬い亀頭部分が子宮口にぶち当たる。

「……ッアアアア!?　ひっ、ひぐっ！　なに……これぇ!?」

　刺激した瞬間、ハンナは体を跳ねさせて劇的な反応を見せた。

「ククク……まさか、今のでイったか？」

「わ、わからないっ、なにが起きたのかわからないのぉ！　あっ、ああっ！」

　自分の体に何が起きたのかわからないまま、体を痙攣させるハンナ。

　瞳は上を向き、口はだらしなく開いていた。

　反応が強すぎるが、どうやら絶頂したらしい。

「何にせよ、このまま絶頂を覚えるまで続けるからな」

「ダメッ、ダメです！　こんなの続けられたら死んじゃうぅ！」

　未知の感覚に恐怖を感じたハンナが逃げようとする。

　だが、絶頂で上手く力が入らない体を組み敷くのは、赤子の手をひねるより容易い。

　彼女は再び俺の下に引き戻されてしまう。

　そして、快楽に溺れそうになっている彼女に俺は微笑んだ。

「さあ、イキ地獄を味わってもらおうか……」

　そして、絶頂に震える膣内に再び肉棒を打ち込む。

　すでに一度絶頂へ上ったハンナの体は、その刺激に素直に反応した。

　ギュウっと肉棒に絡みつき、彼女へ快楽を流し込む。

　立て続けに送られてくる快感に、ハンナの精神は耐えられなかった。

「ひっ……やっ、いやぁ！　イクッ、またイクゥウウウウ！」

　せめて絶頂の快楽を逃がそうと、俺に縋り付くハンナ。

　俺はその反応を楽しみながら、また腰を動かしていった。
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「はぁ、あっ、んうぅ……」

　俺の体の下で、ハンナがだらしないイキ顔を晒している。

　あれから、連続で十回はイカせたからな。

　初めて出会ったときの影のある表情とは真逆の、快楽に屈した表情だ。

　まずは、これで膣内を慣らすことができただろう。

　ただキツく締め付けていた膣内も、今ではいやらしく肉棒に絡みついている。

　他の部分も、俺の肉棒を受け入れるためによく解れていた。

「ハンナ、しっかり絶頂は覚えたか？」

　呆けた表情のハンナの頬を、軽く叩いた。

「……ぁ、クローゼさん？」

「意識を失うところだったぞ」

　彼女は、自分が俺を置いて気絶しそうになっていたことを悟って青ざめた。

「ご、ごめんさい！　わ、わたしを捨てないで……」

　急に弱々しい表情になりながら、力のこもっていない手で俺にすがりつく。

　従順になったのは良いが、あまり依存されすぎるのも面倒だな。

　俺としては体だけの関係がベストで、余計な面倒まで見たくはない。

　楽しむついでに、少し自信を取り戻させてやるか。

「こんなにいい体を、俺が簡単に手放すと思うか？」

「でも、私はクローゼさんがいないと……」

「自分の価値がよくわかっていないみたいだな。俺だってお前の体にハマってるんだ」

　そう言いながら、俺はハンナの体をうつ伏せに転がす。

「あの、これで何を？」

「すぐにわかるさ。とりあえず体力を回復させるぞ」

　俺は魔法を使い、ハンナの体に力を取り戻させる。

　あまり魔力を込めすぎると相手の体に負担がかかるが、そのあたりは慣れたものだ。

「これで、自分から動けるくらいにはなったはずだ。そのまま四つん這いになれ」

「あっ、ほんとうです。これでまたクローゼさんの指示に従えます」

　彼女はすぐに体を立て直して四つん這いになった。

「さて、これからは玩具も使うとしようか」

　俺は、ベッドの枕元に置いてあったある物を取り出す。

「あの、それは……？　木の棒みたいです」

「少し特殊な素材で出来ているが、ただの棒だ。今のままではな」

　俺は、手に取ったそれに魔力を流し込んでいく。

　すると、手の中の棒状の物が変形していった。

　そして、最後に形作ったものを見て、ハンナが目を丸くする。

「それは、クローゼさんの！」

「良くわかったな、さすがに形を覚えたか」

　俺が作ったのは、自身のモノの形を反映させた張り子だった。

　さらに、それへ特性のローションを纏わせる。

「まさか、それをわたしに？」

「嫌とは言わせないぞ」

　しっかりとハンナの尻を掴むと、張り子をアナルに押し当てる。

　そして、そのまま挿入していった。

「ああんっ！　お、お尻にも入ってきたぁ！」

「だいぶ慣れてきたみたいじゃないか。だが、もう一本残っているぞ」

　まだ欲望を吐き出せていないだけに、硬く勃起し続けている肉棒。

　それを、さんざんいじめた膣内に再挿入する。

「今度は本物まで……ッ！　こんな、わたしの中が全部クローゼさんで満たされてます！」

　歓喜の声を上げ、膣から愛液を垂らすハンナ。

　だが、これはまだ序盤だ。

「これだけで満足するなよ？　ここからはお前が動くんだ」

「わたしがですか？」

「ああ、エロい動きで俺をその気にさせてみろ」

「クローゼさんを誘う……わたしが……」

　今までずっと責められっぱなしだったハンナからすれば、自分で動くというのは不安だろう。

　だが、このまま俺に依存し続けさせないために、必要なことだ。

「ここまで教えたことを覚えていればやれると思うがな」

「わかりました、頑張りますっ！」

　彼女はそう言って頷くと、まずはゆっくり腰を動かしはじめる。

　後背位は初めてなので、コツを掴むことが必要だからな。

　俺はその動きに合わせて、アナルに挿入されている張り子を動かした。

　肉棒の感覚を参考に、同じタイミングでピストンさせるのだ。

「はぁはぁ……すごい、ひとりでしたときには届かなかったところに、全部届いてるっ」

　膣とアナル、二つの穴への刺激も、自分で動いている分には制御できるようだ。

　そして、感覚に慣れてくれば動きも速くなっていく。

「動くのにも慣れてきました……クローゼさんはどうですか？」

「尻のほうにも入っていると中がよく締まるな。これはこれで気持ちいいぞ」

「嬉しいです、もっと動かしますね？」

　ハンナはさらに腰を打ちつける勢いを強くしていく。

　すでに肉棒が奥まで入り、子宮口をノックするまでになっていた。

「こんなにいやらしく動いて、俺にも動いて欲しいのか？」

「そうです。だって、このままじゃイケないから……」

　四つん這いの後背位は、本来男が動く体勢だからな。どうしても動きに限界がある。

　すでに開発が進んでいる体は、この程度の刺激では満足できないはずだ。

　ただ性感を昂らせることしか出来ないハンナは、俺を誘って動かそうとしてくる。

「はうっ、ああっ！　お願いします、どうか動いてください。わたしの中をグチャグチャにして欲しいの！」

　前後だけでなく左右にも尻を振って誘うハンナの姿は、娼婦より淫らだった。

「……一度動き出したら、最後まで止まらないからな」

　普段ならこの程度で心動かされたりはしないが、俺もここまで欲望を溜めていたので限界だった。

　たとえ腰砕けになっても責め続けられるように、ハンナの腰をしっかりと掴む。

「もちろんです。クローゼさんが満足するまで、好きなだけ動いてください！」

　俺はそれを聞き届けると、思い切り腰を振り始める。

「あんっ！　いきなり激しすぎます！　お尻も一緒に……んひぃ！」

　それまでが児戯だったかのような力強いピストンに、ハンナが悲鳴を上げる。

　同時にアナルの張り子も激しく動かして、腸内をかき回した。

　先ほどとは段違いの二穴責めに、彼女の腰がガクガクと震える。

「両方に出たり入ったりして、中がめくり上がっちゃいますっ！」

「大丈夫だ。もしそうなっても治してやるよ」

「そしたら、また抱いてくれますか？」

「上手く俺を誘えたらな」

「わかりました、もっと勉強してエッチになりますっ！」

　それは楽しみだ。

　こんな可憐なお嬢様が、俺に抱かれるためだけにエロい知識を覚えてくるのだと思うと興奮する。

　何かと俺を刺激してくるハンナに、肉棒のほうも限界を迎えそうになっていた。

「このまま中に出すぞ。良いな？」

「出して……精液たくさん、子宮に出してください！　きっと、すごい気持ちいいからぁ！」

「ああ、また気を失ったりするなよ？」

　俺は射精寸前の肉棒で、膣内を責め続ける。

　ハンナもそれに反応して、膣を締め付けて精液を搾り取ろうとする。

「きてぇ！　孕ませるつもりで、濃い精液注ぎ込んでくださいいいい！」

　ビュルッ、ビュルルルルルル！

　あれだけ中出しを拒絶していたハンナの口から、種付けを求める言葉が聞こえる。

　俺はたまらずに、精液を注ぎ込んでしまった。

「おほっおおおお！　すごい熱いのきてるうううう！　こんなに出されたら、わたしもイっちゃいますぅぅうう!!」

「ぐ……まだこっちも残ってるぞ！」

　俺はアナルに挿入している張り子で、裏側から子宮を責める。

「イグッ、イグッ、イグゥゥゥゥ！　両側から子宮を責められて、イックゥゥゥゥウウウウ!!」

　大量の精液を受け止めている途中で弱点を責められたハンナは、堪えることもできず絶頂した。

　ベッドに潮を吹きつけながら、ガクッと崩れてベッドに突っ伏す。

　だが、俺の抱えている下半身は、最後まで肉棒の射精を受け止めていた。

「ひぃ、はひぃ……もう入らないれすぅ」

　俺は膣内から溢れるほど精液を注ぎ込んで、ようやくハンナの腰を開放する。

「おぐっ、おひぃ！　ぐふぅぅぅ」

　肉棒が抜けたときの刺激で軽くイキながら、彼女はベッドに横になった。

　俺はその股の間から精液が流れ出てくるのを眺め、一息つく。

「よくここまで耐えたな、俺の女に相応しいよ」

　力尽きただろう彼女を労って、頭を撫でてやる。

　そして、汚れを拭おうとしたところでハンナに呼び止められた。

「ク、クローゼしゃん……わたし、まだできましゅよ……もっと犯して、褒めてくらさいっ」

「お前は……もう少し教育が必要だったか？」

　俺は黒い笑みを浮かべながらハンナを見つめていた。
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「よし、そこまでだ。ペンを机に置け」

　俺の言葉で、生徒たちが一斉に動きを止める。

　全員がペンを置いたのを確認すると、俺は教壇の前に出た。

「しっかり名前が書かれているのを確認しろ。問題ないな？」

「大丈夫ですわ」

「しっかり書いてありまーす」

「あっ、ちょ、ちょっと待ってくださいぃ！」

　教室からはいろいろな声が聞こえる。

　仕方ないので十秒ほど待ってやると、今度こそ全員から完了の声が聞かれた。

　そこで頷いた俺は、魔法を一つ発動させる。

「では、解答用紙を回収する」

　それぞれの机から解答用紙が浮き上がり、俺の前に集まる。

　綺麗に重なったその紙束の数を数える。

　よし、しっかり全員分あるな。

「それでは、これで午前中のテストは終了だ。午後にもあるから、気を抜くなよ」

　そう言って、解答用紙を抱えた俺は教室を後にする。

　ハンナを陥落させてからしばらく経ち、学院は定期テストの期間に入っていた。

　このテストは文字どおり定期的に行われるテストで、一年に二回ある。今回はその一回目だった。

　テストの結果が成績に影響するので、生徒たちも真剣だ。

　だが、教師にとっては問題の作成や解答用紙の確認。

　さらにはそれぞれの得点の集計など、やることが山ほどある。

　俺たち教師の、一番忙しい時期だ。

　そのせいで、俺も最近は女たちとすごす時間が短くなってしまっていた。

「表での優秀な教師の顔は、維持しないといけないからな……」

　すでに、学院長のユリアや生徒会長のイネスといった学院の中央に近い存在を堕としている。

　そこまでしてあっても、まだ表で自由にできるというわけではなかった。

　大なり小なり魔法を修めている教師たちの目があるし、何より保護者たちが問題だ。

　万が一にでも騒ぎを起こすと、責任を押し付けられてユリアが辞職しなければならなくなるかもしれない。

　最も大きな後ろ盾である彼女を失うのは痛い。

「ふぅ、疲れるな……」

　俺にとって、女というのは癒しだ。

　それに手を付けられないとなると、精神的な疲労が溜まる。

　こればかりは、魔法を使っても癒せなかった。

　憂鬱な気分で職員室にたどり着くと、やはり他の教員も忙しそうだ。

　あちらこちらに動き回っている。

　俺は自分の仕事机につくと、そこに解答用紙を置いて座る。

「今日の俺の担当は、これで終わりだが……」

　机の上を見て、ただでさえ低いテンションが地の底に落下した。

　今俺が待ってきた解答用紙と同じだけの紙束が複数、積み上げられていたのだ。

　これに手作業で採点し、集計しなければならない。

　はたして、いつまでに終わるのか想像もできなかった。

「クソッ！　こんなものを地道にやっていられるか！」

　そもそも、一つ一つ俺がやらなければならないという決まりはない。

　俺はいつものように、魔法で片付けることにした。

　机の引き出しから画用紙を取り出すと、そこに魔法陣を書いていく。

「あの、クローゼ先生。何をしてらっしゃるんですか？」

　解答用紙を放り出して魔法陣を書いている俺をいぶかしがったのか、隣の教師が質問してくる。

　確か、今年入ったばかりの同期だったか？

　もちろん、転職してきた俺のほうが年長だが。

　あまり俺の好みではないので、すっかり忘れていた。

「ああ、採点と集計用の魔法を組み上げているところだ」

「えっ？　い、今からそんな魔法を!?」

「いくつかの事務用魔法を組み合わせればできるだろう」

　一番有名で派手な攻撃魔法以外にも、魔法には数えきれないほどの使い道がある。

　その一つが、宮廷で開発された事務処理用の魔法だ。

　文章の読み取り術式や計算術式を使って、単純な仕事をこなす。

　決められたことしかできないが、その速度は人間以上だ。

　だが、雇用が危機に晒されるということで宮廷以外には広められなかった。

「そういえば、クローゼ先生って……」

「ああ、元宮廷魔術師だからな。実際に使っているところを見たこともある」

　そのときの記憶を思い出して、テスト処理用の魔法を造っている。

　自分で使う分には、咎められることもないだろう。

　それから十分ほどすると、魔法陣がすべて書き上がった。

「とりあえず、動かしてみるか」

　俺はできたての魔法陣に魔力を注ぎ、効果を発揮させる。

　すると、机の上に溜まった資料が一枚づつ魔法陣の上へひとりでに動く。

　そして、次の瞬間にはペンが同じように勝手に動いて、テストを採点していった。

　同時に、別の紙にもペンが走って、点数を集計していく。

　俺は一枚採点が終わったところで動きと止めると、出来栄えを確認する。

「問題ないな、このまま続けるか」

　魔法を再起動させ、採点を続けさせる。

　その様子を、隣の同僚が唖然とした様子で見ていた。

「真似しても良いが、教科が違えば術式も違ってくるぞ？」

　俺は彼女の肩に手を置いてそう言うと、悠遊と職員室を出ていくのだった。

　慌ただしい空気からの逃避に成功し、のどかな中庭までやってくる。

「さて、これからどうするか……」

　仕事は魔法陣に任せて大丈夫だが、やることが無くなってしまった。

　こういう時に相手になる女たちは、俺同様にテストで忙しいはずだ。

　流石に、成績のかかっているテスト中に邪魔をすることはしない。

　だが、このところ溜まっていてムラムラするのも事実だ。

　一度それを考えると、なかなか衝動が収まらない。

「誰か、ちょうどいい相手は……」

　ユリアは今日は会議があると言っていたな。

　それなら、リーゼにちょっかいでも出しに行くか。

　あいつは教師だから、少しくらい手を出してもいいだろう。

　何かあっても、彼女の人事を握っているのはユリアだから問題ない。

　そう結論付けると、すぐに行動に移す。

「確か、リーゼは二年のテスト担当だったな……」

　中庭から再び校舎に入り、二学年が入っている棟へ向かう。

　その途中で、同じように二年の教室へ向かうだろうリーゼを発見した。

　俺は声をかけようとしたが、途中で思いとどまる。

「このまま物陰に連れ込んでも、テストが行われないと騒ぎになるな」

　そうなれば、面倒なことになりかねない。

「まあ、普通に抱くのにも飽きてきたところだ。アプローチを変えてみよう」

　そう決めた俺は、短く魔法を詠唱する。

　すると魔力が俺の体を薄く覆って、徐々に透明にしていく。

　他の人間から身を隠す、透明化の魔法だ。

　完全に発動し終わると、そこには俺の影も形もなくなっていた。

　魔力で体を覆っているだけである以上、近くにいる魔術師には感づかれるという危険がある。

　だが、それは覆う魔力をごく薄くすることで対処していた。

　学生としては優秀な魔術師であるアニカやアメリアも、それこそ触れるほど近づかなければわからないだろう。

「さて、リーゼの仕事ぶりを拝見するとしよう」

　俺は透明化を完了すると、そのままリーゼの後を追う。

　そして、彼女が入った教室に続けて侵入した。

「テストが始まるぞ、席につけ」

　教壇に立ったリーゼが生徒たちに告げる。

　ギリギリまで友達と予習をしていたのか、慌てて席につく生徒たち。

　そして、それを確認したリーゼが解答用紙を配り始める。

　それが彼女たちに行きわたると、始業の金が鳴った。

「それでは、テストの説明を始める。聞き逃すなよ？」

　どうやら、リーゼも教室内に俺が居ることは気づいていないようだ。

　俺はテストの説明をしている彼女の後ろにゆっくりと回る。

　剣の使い手でもあるリーゼは、一般人より気配に敏感だろう。

　俺も気配を消して、忍び寄るように近づかなければならない。

　だが、彼女は目の前の生徒たちに夢中で、俺の接近に気づかない。

　なんだ、快楽に浸されて感覚が鈍ったか？

　まあ、俺にとっては好都合だ。

　さあ、リーゼ。俺の悪戯にどんな反応を返してくれるのか楽しみだよ。
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「それでは、説明は以上だ。不正行為は発見した瞬間に捕縛するぞ」

　リーゼはそう言うと、教室の壁にかけられた時計を見る。

　機械式の時計ではなく、高価な魔導式だ。

　一年に一秒の狂いもなく時を刻めるが、魔力を補充しないと動かない。

　まあ、この学院ではあってないようなデメリットだな。

「それでは……開始！」

　リーゼの言葉と共に、生徒たちが一斉にペンを持つ。

　それから一瞬で、教室の中は紙にペンを走らせる音が響き始めた。

　これは、テストが終わるまで止むことは無いだろう。

「解答時間は八十分だ、落ち着いて書き込むように」

　こうしてみると、リーゼも一端の教師に見えるな。

　きりっとした目と威厳のある雰囲気で、ガツガツと仕事の出来る女のイメージだ。

　だが、いつまでも見ているのはつまらない。

　さっそく、手を出してみるか。

「ふぅ、いつものことながらテスト期間は疲れるな。もう少し楽になれば良いんだが……」

　元々護身術の教師として期待されていたリーゼだ、こういう授業は苦手らしい。

　それでも、女性しか採用していないこの学院は人手不足で、普通の授業にも駆り出されている。

　後で、リーゼにはさっきの魔法陣の写しを渡してやるか。

　そんなことを思いながら彼女の至近にまで接近した俺は、そのままリーゼの尻に手を伸ばした。

「……ッ!?　なんだ？」

　突然の接触に大きく体を反応させるリーゼ。

　そのまま教卓に当たって、ガタッと音を立ててしまった。

　何事かとリーゼに注目する生徒たち。

「す、すまない、そのまま続けてくれ」

　リーゼはそう言うと、彼女たちをテストに戻す。

　だが、俺はその間もリーゼの尻を触り続けている。

　ベッドの上では生で揉んでいる尻だが、服の上からでもその張りの良さがよくわかる。

　それに、教室内というシチュエーションもあって興奮度では劣らない。

「この感覚は、触っているのか？　くっ、離さないか！」

　リーゼは手を回して愛撫を止めさせようとするが、俺が反対にその手を捕まえる。

　そのまま、彼女の頭に顔を寄せてささやく。

「よおリーゼ、俺だよ」

「テオフィール、なのか？　なんだ……だが、どうしてここで私の尻を触っているんだ？」

　驚くなかで、一瞬だけ安心したような雰囲気を見せたリーゼ。

　なかなか可愛い反応じゃないか。

「仕事が終わって暇だったからな。少し立ち寄っただけだ」

「だからといって、わざわざ授業中の教室に透明になってまで入ってくるか!?」

「いいじゃないか。このほうが興奮するだろう？」

　俺はそう言いながら、リーゼの前面に手を回す。

　そして、その大きな胸を両手で包んだ。

　リーゼの胸は、俺の堕とした女のなかでも一、二を争う大きさだ。

　服の上からでも、その重量感はしっかりと味わえた。

「止めてくれ、生徒たちがいるんだぞ！」

「大丈夫だ、誰ひとり見ていないさ。リーゼが物音を立てなければな」

「そんな……くふっ！」

　俺の胸への愛撫に、彼女は小さく吐息を漏らす。

　そこにはすでに熱いものが混じっていて、感じ始めているのがよくわかった。

　しかし、リーゼはそれを堪えて小さく留めようとしている。

　今、さっきのように音を立てたら、自分が胸を揉まれているのがわかってしまうからな。

　俺の腕は透明でも、彼女の胸は揉まれて歪んでいるのだ。

「こんなことを考えるなんて、変態だぞ」

「褒め言葉だと思っておいてやる。お前も楽しめよ、こういうプレイはそうそう味わえないぞ？」

「そんな余裕があるか！　バレれば大変なことになってしまう」

　そう言って、快楽を抑え込もうと顔を歪めるリーゼ。

　それを見ただけでも、こうして侵入した甲斐があったというものだ。

　だが、俺はそれだけでは満足しない。

　胸から手を放すと、今度はそれを下に向ける。

　そして、彼女のズボンの上から秘部を擦り始めた。

「っくぅ！　そ、そこは……！」

　敏感な部分への刺激に、思わず教卓に手をついてしまうリーゼ。

　もう、自分の力だけでは快楽に耐えながら立っていられないようだ。

「ここなら、生徒たちからも見えないだろう？」

「ひうっ、あふぅ！　だからといって、動きを強めるなぁ！」

　小声で怒るという器用なまねをしながら、俺を制止しようとするリーゼ。

　だが、教卓にに手をついていては片腕しか使えない。

　それなら、俺も愛撫を続けながら防御できるというものだ。

「リーゼこそ、まだズボン越しなのにこれだけ感じているじゃないか」

「それは、テオフィールがそう体に教え込んだから……んぐっ、はぁぁ！」

　俺にしか聞こえないほどの声で喘ぐリーゼ。

　少し視線を外せば、目の前には数十人の生徒たちがテストに集中している。

　その中で快楽に耐える女というのを、俺をかなり興奮させていた。

　俺はそのまま更にリーゼを責めようと、一つ提案をする。

「なあリーゼ。どうせなら、俺たちもテストをしようか？」

「テスト？　いったい、何のテストだというんだ。どうせ、ろくでもないことなんだろうが……」

「ろくでもないかどうかは、リーゼ次第だな……ククク」

　俺はそう言って笑うと、隙を突いてリーゼのズボンのベルトを緩める。

「では、この体の開発具合をテストしていこうか」

「バ、バカッ！　ここで脱がせるなんて！」

「おいおい、声が大きいぞ。生徒に気づかれるんじゃないか？」

「お前が、それを言うか！　くっ、脱がされてしまう……」

　彼女も抵抗しようとしたが、大きな動きができないリーゼと透明化していて自由に動ける俺とでは勝負にならない。

　さらに、彼女には俺の動きを見ることもできないので、対応が後手後手に回っていた。

　いくら剣術や護身術を使えると言っても、この状況では役立たずということだな。

　とうとうズボンをひざ下までずり下ろされてしまったリーゼは、俺の前に下着を晒す。

「ほうほう、これはエロい下着じゃないか。いったいどうしたんだ？」

　俺の前に現れたのは、布面積の少ないショーツだった。

　凛々しい姿のリーゼからは、あまり想像できない分類だ。

　ほとんど紐のようで、尻が丸だしになってしまっている。

「午前中は護身術の実技試験があったんだ。それで、動きやすいものを選んだだけだぞ？」

「さて、ほんとうか？　実はこの後、俺を誘いに来る予定だったとか」

「そ、そんなはずが、無いだろう……」

　否定するリーゼだが、その部分だけ語尾が弱々しくなっている。

　まあ、別に今を楽しめているんだから、どうでもいいさ。

　俺はそのまま、目の前の尻を両手で掴んだ。

　そして、その柔らかい尻に顔を埋め、思い切り息を吸い込む。

「……はぁ。汗臭いな、運動をしていたのは本当らしい」

「ひゃっ！　やめっ、嗅ぐなんてっ！」

　これまで以上に大きく反応するリーゼ。

　腕が震え、足元もおぼつかなくなっている。

「まだ俺は、アソコにも触っていないんだがなぁ……ちょっと感じすぎじゃないのか？」

「だって、このところ忙しかったから……」

　そう言い訳のようにつぶやくが、俺にとっては嬉しい報告だ。

　どうやら、性欲が溜まっていたのはリーゼも同じらしい。

　俺を思ってここまで溜め込んでいたと思えば、悪い気はしないしな。

「それなら、淫乱に成長したリーゼにご褒美をやらないとな」

「待て、止めてくれ、いま触られたら……！」

　俺が何をしようとしているの、彼女は分かったらしい。

　だが、両足は拘束しているので動かせない。

　俺はそのまま手を秘部へと向け、淫らなショーツ越しに秘部へと触れた。

「はぐぅ！　ダメ、ダメだって言ってるのに、我慢できなくなるっ！」

「いいぞ？　そのまま生徒たちの前でイク姿を見せてみろよ」

　俺は指を膣内にまで潜り込ませて、中をかき回す。

　その刺激に、リーゼの体は一瞬で興奮の頂点にまで登りつめた。

「──ッ！　ッッ！　ぉおぐうううう!!」

　咄嗟に手を口に当て、悲鳴を押し殺すリーゼ。

　幸いにも生徒たちはテストに夢中で、彼女の動きには気づいていない。

　だが、その間もリーゼは体を痙攣させて絶頂し続けた。

「はぁはぁ、ふぅ……バレるかと、思った……」

　並みを乗り越えたことに安心し、教卓に手をついて呼吸を整える。

　だが、気を抜く暇はないぞ。溜まっているのはお前だけじゃないからな。

　俺の欲望は、リーゼの絶頂を見てさらに強くなっていた。
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　絶頂したリーゼは、自分の呼吸を整えることに忙しい。

　俺が次の責めに向けて動いていることに気づいていなかった。

「これで、少しは楽に……くうっ！　んなっ!?」

　突然下半身に走っただろう快楽に、悲鳴を漏らしそうになるリーゼ。

　彼女は慌てて下を見ると、目を丸くする。

「テ、テオフィール!?　なんで姿を、早く隠れろ！」

　今まで透明になって見えなかった俺が姿を現しているのだ。それは驚くだろう。

「安心しろ。俺が見えているのはリーゼだけだ」

「私だけ？　ほ、ほんとうか？」

「ああ。相手の魔力の癖を知っていれば、狙って姿を現すこともできる」

　この魔法は戦いのときにも有効だが、とにかく誤射を貰いやすいからな。こういう術式になっているんだ。

　俺は立ち上がって生徒たちの前に姿を現すが、俺を見る奴は誰ひとりいない。

　精々が、チラッとリーゼを見るだけだ。

「ほら、大丈夫だろう？　続けるからな」

「そ、そっちは大丈夫じゃ……んあぁぁ！」

　俺はリーゼを後ろから抱きかかえるようにしながら膣を愛撫する。

　すでに一度絶頂しているそこは、十分に濡れていた。

　もう入れても良いが、どうせならリーゼのほうから求める言葉を聞きたい。

　愛撫は彼女を焦らすように、膣内の浅い部分に留めた。

　その代わり、残った腕で再び爆乳を揉む。

「いや、止め……ッ！　そこは、揉まれてるのがわかってしまう！」

「いいや、俺が揉みたいんだ。止めるわけがないだろう」

　リーゼの言葉にそう返して、上下の愛撫を続けていく。

　徐々に汗をかいているのか、胸のあたりもしっとりし始めた。

「ああ、こんな……ダメだ、気持ちよくなってしまう！」

「当然だ、俺がそう調教したんだからなぁ」

「あんっ、はうっ、でもこれは……」

「どうした、物足りないか？」

　膣内への愛撫は浅いところに制限しているし、胸も乳首は刺激していない。

　興奮はさせるが、絶頂はさせないという調整だ。

「くっ、わかっているなら、なぜ……」

「リーゼは、指よりも気持ちよくなれるものを知っているだろう？」

　それで俺が何を言いたいのかわかったのか、彼女は表情を変える。困惑から、苦渋の表情へ。

「それを、私に求めろと？　この、教室の中で!?」

「俺もそろそろ限界なんだ。お互いのためにも、言ったほうが良いと思うぞ」

「なら、さっさと入れればいいのに……やはり、性格が悪い！」

　そう言って俺を睨むリーゼ。

　だが、その瞳の奥には情欲の炎が燃えている。

「どうしても言わないのなら、俺は出ていくぞ」

「なっ、お前も限界だと言っただろう！」

「もうすぐ会議が終わるだろうからな、ユリアを捕まえに行くさ」

　これで、リーゼには待つという選択肢がなくなった。

　さて、どうするかな？

「……し、したいです。私と、セックスしてください……！」

　意を決して、絞り出したような声で俺を求めるリーゼ。

「いいのか？　まだテスト中だ、生徒たちが前にいるのに」

「もういいからっ、早く私の中に入れてぇ！」

「ああ、わかったよ。その代わり、たっぷり感じろよ？」

　俺はすでにはち切れそうなほど勃起している肉棒を取り出すと、それをリーゼの秘部に潜らせる。

　そして、膣にあてがうとそのままの勢いで挿入していく。

「くひぃ！　入ってきたぁ、これ待ってたのぉ」

　前のめりになってうつむきながら、甘い声を出すリーゼ。

　彼女なりに、だらしなくなっている顔を隠そうとしているんだろう。

　だが、膣内のほうは待ってましたとばかりに肉棒を貪っている。

　胸や尻と同様に名器な膣が、入れたばかりの肉棒から精液を搾り取ろうと絡みついてくる。

「これは……厳しいな……」

　俺のほうも、その快感には気合いを入れて耐えなければならなかった。

　それほどまでに、リーゼの中は激しかったのだ。

　一方で、俺たちがセックスしているなか、生徒たちは気づいた様子も無くテストを続けている。

　時折時間を確認するため顔を上げる生徒もいるが、リーゼの変化には気づいていないようだ。

　すでに相当量の愛液を垂れ流しているが、その性臭に気づくといった様子もない。

　どうやら、広い教室内では霧散してしまっているようだな。

　しかし、彼女たちも目の前で教師同士がセックスしているとは思わないだろう。

　もしリーゼが下半身を晒して肉棒を咥えこんでいることを知ったらどう思うだろうか？

　露出プレイが好きというわけではないが、無垢な少女をエロい知識で染めていくのは好物だ。

「いつまでも隠してないで、しっかり顔を上げろ」

「ダメ、見られる！　生徒に見られるからぁ！」

「リーゼが気をしっかり持っていれば大丈夫だ」

　俺は彼女の頭に手を置くと、そのまま引っ張って顔を上げさせる。

「ふっ、ぐっ……はぁはぁ！」

　急いで呼吸を整えながら、歯を食いしばるリーゼ。

「もう少し遅ければ、顔を上げた生徒に見られていたな」

「バカッ、ほんとうにやるなんて……見られたらどうするんだ!?」

「そのときは、俺が何とかしてやる」

　俺はリーゼの腰をしっかりと掴むと、そこから腰を振っていく。

　肉棒が前後するたびに愛液がかき出され、突けば子宮口までノックする。

　押し広げられた膣は、元に戻ろうと肉棒を締め付けて快楽を生む。

　腰を打ちつけるたびに鳴る、尻肉を打つ音と感触も心地よかった。

「ダメだ、そんなにパンパンしちゃダメだぁ！」

「ダメダメ言ってるが、ここは随分と気持ちよさそうじゃないか」

「はひぃ！　おくっ、子宮ぅ！」

　膣内でもそれまで刺激されなかった奥の部分、特に子宮口は敏感に反応した。

　肉棒が突き込まれるたびに、口を開いて待ち受ける。

　もう、いつでも射精させる準備は整っているとばかりに。

「強くするな、体が揺れてしまう！」

「頑張れよ、体は鍛えてるんだろう？」

「こんなことのために、鍛えたのではない！　あっ、くほぉ、おおっ！」

　俺が膣内に肉棒を思い切り打ち込むと、リーゼの体は正直な反応を示す。

　やはり、もうそろそろイクな。

　それなら、イク瞬間にたっぷり注ぎ込んでやる。

「足が震えてるぞ、もう耐えられないか？」

「もう無理だから、もっとゆっくり……ああっ、はひぃ」

「なら、お互いに一度すっきりしておいたほうが良いと思うぞ」

　そう言うと、俺は全力で腰を振り始める。

「いぎっ!?　そんな勢いで、ダメだっ、イクッ！」

「さあ、生徒の前でイって見せろ！」

　肉棒が膣内を激しくかき回し、リーゼが限界を迎える。

「こんなに凄いの、絶対声が出てしまう！　イクッ、イクイクッ……ふぐううううっ！」

　絶頂の瞬間、リーゼは咄嗟に口を手で覆う。

　そして、俺は激しく痙攣する膣内に射精した。

　ドビュ、ビュルルルルルル！

「ぐふっ、んううううぅぅぅぅ！　ふぅ、はひぃ！」

　このところ溜まっていたからか、精液は量も勢いも普段の数割増しだった。

　瞬く間にリーゼの膣内を満たし、入りきらない分があふれ出てくる。

　そして、絶頂とそれに続く中出しに、片腕で上半身を支えていたリーゼは持たなかった。

「あっ、うぐっ！」

　腕の力が抜けて、教卓に突っ伏してしまう。

　同時にガタガタッという大きな音が立ち、一斉に生徒たちが顔を上げた。

「……ッ！」

「カナリス先生、大丈夫ですか!?」

　突然のことに、生徒たちも驚いている。

　中には、席から立ち上がろうとしている者もいるな。

「ま、待てっ！　大丈夫だ、少し寝不足でな。お前たちはそのまま続けるんだ」

　リーゼはそう言って、生徒たちをその場に押し留めた。

　彼女の強い言葉に、生徒たちも頷いて席に着く。

　そして、再びテストを始めた。

「危なかったなリーゼ。もう少しでバレるところだった」

「くっ、誰がこの状況にしたと思ってるんだ」

「ククク、ほんとうにマズい状況になったら、俺が何とかするさ。それより……」

「な、なんだ？　お互いにもう満足しただろう？」

　俺の言葉に良くないものを感じたのか、逃げようとするリーゼ。

　しかし、俺は彼女の腰を捕まえて逃がさない。

「この俺が一回や二回ですむはずがないだろう？　テストの終わりまでまだ時間がある。付き合ってもらうからな？」

　俺のその宣告から、リーゼが逃げられる道はなかった。
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「止めろ！　これ以上騒いだら、ほんとうに見つかってしまう！」

「まあ、そうかもしれないな」

「いくらお前といえど、これだけの目撃者がいては……」

　最悪の状況を想定し、俺を制止するリーゼ。

　まともな考えではあるが、生あい憎にくいまは、俺の欲が勝ってしまった。

　目の前には良く温まった女の体があるんだ。

　しかも、俺の好みの体で、かなりの美女ときている。

　この状況で欲望に蓋をできるほど、俺は優しくない。

「リーゼ、お前は黙って俺に犯されていれば良いんだ。ああ……無言と言うのは難しいかもしれないがな」

「ふざけている場合では……はふぅ！　おっ、おごぉ！」

　まだ口ごたえを続けるリーゼを黙らせるように、俺は肉棒を打ち込んだ。

　絶頂したばかりの膣奥は敏感だ。

　そこに思い切り突き入れられては、流石の彼女もたまらないだろう。

「ひっ、ひぐっ！　んおぉぉ！」

　実際にリーゼは喋る余裕すらなくし、襲いくる快楽に耐えていた。

　震える体を立て直し、漏れだしそうになる嬌声を小さく抑えている。

　二回も三回も倒れてしまったら、生徒たちを抑えきれないからな。

　俺は好き勝手に腰を振っているが、彼女はそれに良く耐えている。

「なかなか頑張るじゃないか。一つご褒美をやろう」

「はぁはぁ……いったい何を？」

「防音魔法をかけてやったんだ。これで、大声以外は生徒たちに聞こえない」

「そんなものがあるなら最初から使え！」

「必死に声を抑えるリーゼが面白くてな、つい」

「……あ、後で覚えていろ？」

　玩具にされていたと知って、怒りの感情を表すリーゼ。

　だが、それも長くは続かない。俺が再び腰を動かし始めたからだ。

　防音魔法を使ったことで、ある程度の音は遮断されるようになった。

　それを良いことに、あからさまに大きな音を立てながら腰を打ちつけていく。

　もちろん魔法の内部にいる俺たちには普通に聞こえるので、リーゼは生徒たちの前でセックスしているという実感を、より強く受けることになる。

「待て、そんなに音を立てたら……！」

「これくらいなら魔法で防げる。リーゼこそ、さっきより顔が赤くなっているぞ」

「そ、そんなことはない！」

　自分でも気づいたのか、慌てて顔を伏せるリーゼ。

「危ないぞ、音は防げても表情の変化は隠せないからな。あからさまにイってる顔になれば、流石に気が付かれるだろう」

「そんなことには、絶対にならないっ！」

「それなら、実際にどこまでやれるか見てみようじゃないか」

　俺は会話を打ち切って、リーゼの体に手を回す。

　そして、服の隙間から内部に手を入れた。

　さっきは服の上からだったが、やはり直接揉むと柔らかさが違うな。

　汗をかいているのか、しっとりと指に吸い付いてくる。

「やはり、デカい胸は良いな。この揉み応えはそうそう味わえない」

「あっ、はぁん！　ダメ、それ上手くて感じてしまうぅ！」

　両手で上体を支えているリーゼは、俺が好き勝手に胸を揉むのを止められない。

　爆乳を存分に楽しみながら、俺と彼女の興奮を高めていく。

「ただデカいだけじゃなく、感度も良いな。やはり、反応があるからこそ、責めがいがあるというものだ」

　もちろん、胸を責めている間も腰の動きは止めていない。

　そうしてリーゼの体を楽しんでいると、自然に気持ちが昂ってくる。

「また出してやる。今度はこぼすなよ？」

「なっ、また!?　無理だ、これ以上入らない！」

　既にリーゼの子宮内にはたっぷりと精液が注ぎ込まれている。

「何を言ってるんだ、赤ん坊が入る場所だぞ。まだまだ入るだろう？」

「んぐぅ、あん！　それこそ無理だ、あふれ出すに決まっている」

「そうかな？　俺はやると言ったらやる男だ」

　それだけ言うと、俺はラストスパートをかける。

　その大きな胸を歪ませながら、受け入れ先の子宮口を突き解した。

「出すぞ、受け取れ」

　最後に俺は、亀頭を子宮口に押し付けながら射精する。

「はっ、ああんっ！　で、出てる……子宮の中に精液が入ってくるぅ！　ダメ、それ以上はっ！」

　先ほどのものに劣らない勢いの射精に、リーゼは本能的に逃げようとする。

　だが、俺は彼女の体を押さえつけて逃がさない。

　ぴったりと密着させたまま、今度は最初から最後まで子宮内へと射精する。

「お、お腹が、子宮がはち切れそうだっ」

「驚くのはまだ早いぞ？」

　俺は、長い射精を終えた肉棒を子宮口から離す。普通はそこで精液が漏れ出るはずだが……。

「なんで……一滴も、垂れてこない!?」

　子宮は俺の精液を収め切ったまま、外には全くこぼさなかった。

「少し、リーゼの体を操らせてもらったからな」

「まさか、肉体を操作する魔法を……」

「そういうことだ。このまま、俺が満足するまで受け止めてもらうからな」

　呆然とするリーゼをよそに、俺は再び腰を動かし始める。

「そんな……私の体を勝手に！」

「生徒たちの前で、妊婦みたいに腹を膨らませるリーゼか。楽しみだ」

「ひっ……ま、待って！」

　その光景を想像したのか、リーゼの顔が青ざめる。

　だが、それすらも俺にとっては興奮材料の一つだった。

　いつもは凛々しく騎士然とした教師が、顔を恐怖に歪ませている。

　何とも興奮をそそられる。

「やはり、俺が見込んだだけのことはあるな」

　俺は笑いながら、ピストンの動きを本格化させた。

　パンパンと腰を打ち付け、リーゼの膣内を突いていく。

　もうどこを責めれば感じるのかは、手に取るようにわかっている。

　後は、リーゼの反応を見ながらいろいろと楽しみだけだった。

「ひっ、ひうぅ！　ダメだ、気持ちよくなってはダメなのにっ」

「とはいっても、お前の中はいつもより締め付けてくるしな。これだと、何発でも出せそうだ」

「ま、また出すというのか！　もう、これ以上は……！」

「どこに出すのかは俺の自由だ。その子宮で俺のものを受け入れろ！」

「また腰の動きが速くなっている!?　もうこれ以上は出すなっ……はぐうううう！　また中に出されてるぅぅぅぅ！」

　俺は抵抗するリーゼに、再び中出しを食らわせる。

　彼女の体もそれに反応して、ビクビクと膣内を締めつけた。

「良いぞ、そのまま締め付けろ」

　俺は射精が収まると、間髪入れず腰を動かす。

「やっ、今は敏感なんだ！　敏感なのにぃ！　ひゃう、イグウウウウ！」

　連続した刺激に耐え切れず、リーゼの体が絶頂する。

　もちろん、それくらいでは俺も動きを止めない。

「待て、テオフィールゥ！　イってる、今イってるからぁ！」

　絶頂して痙攣する膣内は、普段の数倍は気持ちいい。俺は腰が痺れてくるのを感じながら、リーゼを責めたてる。もはや彼女は、状況も忘れて喘ぎ、乱れていた。

「らめぇ、またイクゥ！　イクイクイクッ！」

「また、胎の中を満たしてやる」

「くるっ、またくるぅ！　お腹の中、精液で満たされて、イッグゥゥゥウウウウ!!」

　ドビュウウウウ！　ビュルルルルル！

　俺は再び、リーゼの中に精液を注ぎ込んだ。

「おっ、おごおおおっ！　熱い、お腹の中がぁ……」

　絶頂で力尽きたリーゼは、とうとうその場で倒れ込んでしまう。

　度重なる中出しと子宮の封鎖で、彼女の腹は少しボテっとしていた。
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　いったいどれだけ出したのか、俺ですら正確な量はわからない。

　だが、ここまでくると生徒たちも気づいたのか騒ぎ出す。

「せ、先生？　カナリス先生!?」

「きゃー、誰か！」

「とにかく、誰か他の先生を！」

　最後の絶頂の声が、防音魔法を抜けてしまったようだ。まあ、仕方ない。多少骨が折れるが……。

　俺は衣服を整え、魔法を解いて姿を現す。

「さあ、ガキども。こっちを見ろ」

　俺は注目を集めると、催眠効果のある魔法を発動させる。

「カナリス先生が極度の疲労で倒れてしまったが、お前たちはテストを続けろ。こんな小さなことよりも、テストの結果のほうが大事だ。いいな？」

　全員が力を失ったような目で頷く。流石にこれだけの人数の記憶を丸ごと操作することはできないが、事実を元に思い込みをさせることくらいはできる。

　これで、生徒たちにとってはリーゼが倒れたことなど取るに足らない出来事になった。

　明日には全員忘れているだろう。

「さて、まずはリーゼを風呂場に連れていかないとな」

　今ここで子宮を縛る魔法を解けば、酷いことになるだろう。

　俺は辺りをひととおり片付けると、気を失った彼女を抱き上げる。

　そして、テストを続ける生徒たちを尻目に、教室を後にした。
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　翌日、俺は学院長室でリーゼに怒鳴られていた。

「ほんとうに信じられん！　あと一歩でお互い破滅だったんだぞ!?」

「だから、魔法を使って上手く誤魔化しただろうが」

　俺はしつこく説教してくるリーゼにため息をつく。

　そして、そのまま彼女の言葉を聞き流しながら手元の資料を見た。

「ん、何を……また新しい女を手に入れるつもりなのか!?　昨日あれだけしたというのに！」

　確かに、リーゼとのセックスで溜まっていた欲望をある程度解消できた。

　だが、ストレスや性欲というのは日々溜まっていくものだ。

　特に俺は女を犯すことが趣味と慰労を兼ねているので、相手は何人いても困らない。

　まあ、ここではあまり増やし過ぎても気にする必要はない。

　何せ、毎年百人単位で生徒の入れ替えがあるからな。

　ターゲットが生徒の場合、気軽に楽しめる期間は三年しかない。

「卒業した生徒まで無理に囲おうとは思わないからな。まあ、惜しいといえば惜しいが」

　俺の女のなかで三年生はハンナとイネス。

　両方かなりの美少女で、肉体も俺好みだ。手軽に抱けなくなるのは惜しい。

　まあ、いざとなれば街で会うこともできる。

「せっかく学院のなかで自由に動けるんだ。いろいろな女に手を出してみたくなるというものだ」

「はぁ、私の言葉では蚊に刺されたほどの効果もないか……」

　俺の話にリーゼはため息をつく。

　ようやく諦めたか。これで、次の目標をゆっくり選べるな。

　改めて資料を開こうとしたとき、誰かが乱暴に扉を開けて入ってきた。

「テ、テオ君！　大変よ大変！」

「ユリア、そんなに慌ててどうしたんだ」

　ユリアは俺を見つけると、そのまま一直線で向かってくる。

「実は、あたしの母さん……理事長が帰って来るのよ！」

「なに、理事長が!?」

　俺より先に驚きの声を上げたのはリーゼだった。そして、慌てた様子でユリアに聞き返す。

「理事長は確か、外国に顧問として招かれていたはずでは？」

　そう、確かにそういう話だった。

　この学院を作り上げた腕を見込まれて、魔法学校を作るアドバイスをしに行っているはずだ。

　そして、一からの作業となると数年はかかると思っていた。

　いくら経験があったとしても、事情の違う場所で同じことをするのには気を遣う。

　そう簡単にはいかないはずだ。

　俺もそう思って、理事長対策は後回しにしていた。

「それが、ひととおりのことは終わったから、後は向こうで作った弟子に任せるって……。ああ、もう時間がないわ！」

「この短期間の間に、人材まで育成したのか。流石だな」

　リーゼが理事長の手腕に関心している。

　だが、俺はそれどころではない。

「どうするの、テオ君。下手すると、あたしたちまとめて消し炭よ？」

「ふむ、お前もか？」

「母さんだったら、容赦しないわ。凄く厳しくて、あたしのことも都合のいい弟子くらいにしか思ってないんじゃないかしら」

　そう言って頷くユリア。娘である彼女が言っているのであれば、可能性は高い。

「……まさか、それには私も？」

　急に神妙な空気になった俺たちに、リーゼが聞いてくる。

　まあリーゼは、今のところは俺に抱かれたという以外には、生徒を貶めるようなことはしていないが……。

「母さんにとっては、この学院は命の次に大事なものよ。そこでテオ君が生徒を囲っていると知ったら……ううっ」

　いつもは楽天的なユリアがすっかり怯えている。

　どうやら、理事長は予想以上にこの学院を大切にしているようだな。

　学院内で淫行をした時点でアウトのようだ。

「だ、だが！　今までだってバレていないのだ。理事長にも気づかれないかもしれないではないか」

　自分が粛清の対象だと知ったリーゼが、そう希望的観測を言う。

「それは無理よ。母さんはこの学院に死角がないほど魔法を張り巡らせているもの」

「そうだな。文字どおり、蟻の這い出る隙間もない」

「帰って来てその記録を見れば、テオ君のやってきたことは一目瞭然よ。だから、時間をかけて準備をしたかったのに……」

　ユリアはガックリとうなだれて、その場に座り込んでしまう。

　それを見て、リーゼもいよいよ余裕をなくしていった。

　そして、かすかな希望を見いだそうと俺に縋る。

「テオフィールなら、その魔法をどうにかできないのか？　元宮廷魔術師なんだろう？」

　焦りが高まって、冷や汗まで流していた。

　俺はため息をつくと、懐からハンカチを取り出してリーゼに渡す。

「見苦しいぞ、それで拭け」

「す、すまない。ありがとう」

　彼女はそれを受け取ると、額の汗をぬぐう。

「そうだな、理事長の仕掛けた魔法に干渉することは俺も考えた」

「そ、それで、どうなんだ？」

「結果から言えば、解除も改変も現実的ではない」

　若干の苛立ちを感じながら、俺はそう言う。

「どういう意味なのか、教えてくれ」

「そうだな、リーゼは理事長の経歴を知っているか？」

　俺の問いかけに彼女は首を縦に振る。

「ああ、代表的なものは。十代のころ田舎から出てきて、国の魔法研究会に所属。それから、女性初の筆頭宮廷魔術師に……あっ！」

「そうだ、彼女は先輩でな。俺も最年少での宮廷魔術師入りをしたし、魔法の腕で負けるつもりはない。だが、向こうのほうが長く生きている分、魔法にかけられる時間はたっぷりあった」

　学院に仕掛けられた魔法も、そのかけた時間が壁になっていた。

「解除するのは不可能ではない。だが、全力で取り組んでも二、三年はかかる」

　恐らく、理事長はそれ以上の時間をかけてこの魔法を造ったんだろう。

　高度な防御術式が何十何百と入り乱れていて、まるでパズルのようだ。

　解けないことはないが、時間のかかる魔法ばかり。何ともイラつくな。

「だから、俺は理事長本人を標的にして、俺の行為を認めさせることにした」

　俺には、目の前の美少女たちを放っておいて、ひたすらパズルに挑むような考えはない。

　だから、手っ取り早い方法を挑む。

「ユリア、資料を」

「ええ、わかったわ」

　俺の言葉で彼女はようやく立ち上がる。

　そして、机からある紙束を取り出した。

「これが、母さんの魔法に関する私の知りうる全ての情報よ」

　ユリアから渡された資料。

　そこには、理事長のデータがびっしりと書かれていた。

「なぜ、こんなものが……」

　魔法の威力や発動時の癖など、普通は知りえない情報が山ほどある。

「いずれ、理事長とはやりあうつもりだったからな。ユリアに作らせた」

「早めってことだから、戦闘に役立つ情報しかないけれど……ほんとうに母さんとやり合う気なの？」

　改めて、ユリアが不安そうに問いかけてくる。

「ああ、心配するな。別に殺しはしないさ」

「はぁ、その自信はどこから来るのかしら……一応母さんも歴戦の魔法使いなんだけど」

「知っているさ。向こうとこっちの戦力差を考えて、そう言っている」

「なによ、あたしたちも当てにしてるの？　悪いけど、母さんに掛かれば数秒で退場よ。多分リーゼもね」

　ユリアは、自分が戦力にならないと思っているようだ。

　だが、一緒にされたリーゼは不満そうだ。

「むっ、そう言われると私も反論せざるを得ません。剣の腕はそのあたりの騎士に劣らないと自負しています」

　確かに、リーゼはこの学院で一、二を争う近接戦の名手だろう。

　胸に大きな重りを二つ付けてこれなのだから、より動きやすい体型なら数割増しの強さになっているはずだ。

　俺としては、戦闘力などよりも胸のほうが大事だが。

「数秒と言いますが、戦いでは数秒が生死を分けることもあります」

「うーん、そうかもしれないけど……」

　時間稼ぎくらいはできるというリーゼに、なおも不安をぬぐえないユリア。

「わかった。それならこうしよう」

　俺はふたりを招き寄せ、作戦を伝える。

　もちろん、この部屋での会議も帰ってきた理事長に聞かれるだろうから、俺たちの周りだけに厳重な防音魔法を使ってだ。

　口の動きからも悟られないように、透明化の魔法を応用した認識阻害の魔法も使う。

「……という感じだが、どうだ？」

「ちょ、ちょっと！　あたしのさっきの話、聞いてた？」

「ああ、だからこそだ。向こうも気づいていない盲点だろうよ」

「うーん、ちょっと信じられないわ」

「ですが、案外行けるかもしれません。相変わらずの鬼畜外道な手法ですが」

「それは今さらだリーゼ。結果さえついて来れば方法は問わない」

　ふたりは不承不承と言った感じだが、俺はこの作戦に自信を持っていた。

　さて、理事長。あんたはどう出てくるのかな？
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　あの臨時作戦会議から数日後、理事長が学院に帰ってきた。

　今は、学院の幹部たちと会議をしているはずだ。

　俺は何をしているかというと、いつものように授業だ。

　今日は、三年生のクラスを担当している。

　上手く事を切り抜けられたら、ここからひとり俺の女になる予定だ。

　理事長に掴まってどうにかなるなど、露ほども思っていない。

「さて、ここの術式だ。炎魔法の出力を強化する上で……」

　そこで、教室の扉がノックされ、開かれた。

「あの、クローゼ先生。理事長がお呼びです」

「わかった、すぐに行く。お前たちは少し自習していろ」

　俺は生徒たちを置いて、教室を出る。

「学院長室で待っているそうです。私はこれで」

「ああ、ありがとう」

　同僚に礼を言って、学院長室に向かう。

　しかし、よりによってあそこを指定してくるとはな。まあ、何にしろ作戦どおりやるだけだ。

　学院長室につくと、その扉の前にはユリアが立っていた。

「逃げずに来たか」

「ここで逃げたら、どっちにも居場所がなくなっちゃうじゃない？」

　何でもないように言っているが、内心では緊張しているんだろう。

　雰囲気がいつもより硬くなっていた。

「そう気負うな。いつもどおりやるだけさ」

　さて、いよいよご登場か。

　俺はユリアを伴って、学院長室に入っていく。

　入って正面に見えるのは、俺がいつも座っている学院長用の席だ。

　そこに、今はひとりの女性が座っている。

　だが、どうにもおかしい。俺の目の前にいる女は、どう見積もってもユリアの母親には見えなかった。

　多めに見ても、ユリアより数歳ほど年上にしか見えなかったからだ。

　歳の近い姉妹と言われても納得できる。

「よく来たな、テオフィール・クローゼ」

　しかし、その一言で俺はこいつがユリアの母、理事長だと確信した。

「ええ、そうです。今年からここで働かせてもらいっています」

　顔にカモフラージュ用の表情を貼り付けながらも、警戒心を高める。

　この雰囲気は、それ相応の力がある人間のものだ。

　宮廷魔術師だったころ、同じような雰囲気の人間たちに何度も会ったことがある。

「ふん、茶番はいい。お前の本性は知っている」

　彼女はそう言いながら、そのキツい目で俺を睨みつける。

　どうやら、すでに記録した監視魔法の中身は確認したようだ。

「……なら、こっちも遠慮はしなくて良いな理事長。いや、カリーナ・エルレイス」

「よくも、学院で好き勝手やってくれたものだ。のこのこ私の前に出てきて、生きて帰れると思っているのか？」

「まあ、とりあえず話しでもしようじゃないか」

　俺はそのまま部屋の中に進んでいき、カリーナの前にあるソファーに座る。

　ユリアは俺の後ろに立った。

「ユリア、お前はその男につくということでいいな？」

　彼女はそんな俺を一瞥すると、後ろに立つユリアを見る。

　そして、強い視線で問い質した。

「ええ、あたしはもうこっちの人間よ」

「そんなふうに育てたつもりはなかったが……」

「あたしも人間だしねぇ、予想外の動きをすることもあるわよ」

　それきり、母娘の会話は打ち切られた。

　カリーナはユリアから俺に視線を戻すと、席から立ち上がる。

　そして、俺の前まで出てきた。
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「そのまま動くなよ、捕まえるのが面倒になる」

「ほう、俺を捕まえてどうする？」

　俺はカリーナの出方を伺いながらそう問いかけた。

「生きてきたことを後悔するような拷問の後、寸刻みにして殺す」

「へぇ、そりゃ怖いな。しかし、その衣装はなんだ？　今時、時代遅れじゃないか」

　カリーナの言葉を受け流しつつ、指摘する。

　彼女の服装は最近あまり見ない、本格的な魔女の装いだった。

　赤いドレスに黒いマント、男を挑発するような作りもそのまま。

　その衣装に包まれた肉体も、ユリアの母だけあって見事なものだ。

「普通の服装では侮られるからな。このほうが魔女だとわかりやすい」

「なるほど、お偉方も不用意に手出しはしないか」

　社会が男中心に回っている世界でカリーナがここまでしてきたことを考えれば、驚嘆すべきことばかりだ。

　いろいろな武器を持ちながら、渡り歩いてきたのだろう。

「その姿も武器の一つというわけか。若返りの魔法とは……俺も初めて見る」

　俺の知識を総動員しても、カリーナの状態を説明する魔法は一つしかなかった。

　それは若返りの魔法。かなり昔に消失していたと聞いたが……。

　不老不死には至らないが、若さを保つことで寿命を延ばすことができる。

「一種の宣伝だ、このエルレイス魔法女学院のな」

「まあ、若返りの魔法に近づくチャンスがあると思えば、確かに金が集まりそうだ」

「この学院に使った金の半分はこの魔法から出ている。人間の欲とは浅ましい限りだ……いや、貴様には十分にわかりきっているか」

　強い嫌悪感を示すカリーナ。

　そこまでの感情を押し殺してまで作った学院を狩り場にされては、俺をたたで殺す気がなというのも仕方ないか。

　だが、俺もそう簡単にやられるつもりはない。

　この学院は俺にとって楽園のような場所だ、女ひとりにひっくり返されてたまるかよ。

「せっかく魔法の名を冠する学院なんだ、魔法で決着をつけようじゃないか」

　俺も立ち上がって、カリーナの前に立つ。

　お互いの距離は三メートルもない。至近距離だ。

　だが、向こうも瞬きする間に魔法を発動する腕を持っているだろう。

　空気がヒリヒリとして、ユリアも微動だにできない。

　こんな気分を味わったのは何時ぶりだろうか？　久々に闘争本能へ火をつけられるようだ。

「なあ、カリーナ」

「名前を呼ぶな、汚らわしい」

「つれないな……お前が勝てば俺は死ぬが、俺が勝ったらどうなるんだ？」

「ありえぬことを……いくら貴様に才能があろうと、生きてきた時間が違う。その増長を抱いたまま敗北するがいい」

　どうやら、好きにしろということらしい。

「それなら、お前にも俺の女になって貰おうか」

「ッ！　き、貴様っ！」

　カリーナが動揺した瞬間、俺は先手を打った。手元で水魔法を発動させ、それを撃ち出す。

　それは俺の手から離れた瞬間に無数に分裂してカリーナに襲いかかる。

　至近距離から放たれる面の攻撃だ。普通はこれでノックアウトだが……。

「この程度の、小手先の技で……！」

　カリーナは俺の魔法を一瞬で凍らせると、一斉に俺に撃ち返してきた。

「ククッ、さすが……」

　俺は防御魔法を発動させつつ、自分から後ろに跳ぶことで衝撃を殺す。

　だが、必然として距離が開いてしまった。

「そのまま、四肢の一本は貰うぞ！」

　さらに追撃として、カリーナは俺の着地の瞬間を狙い炎魔法を放ってくる。目の前に火球が迫るなか、俺は肉体操作の魔法を発動した。そして、俺の火球の間に人影が割り込む。

「あっ、きゃあ！」

「ユリア!?　くっ……！」

　娘を盾にされたと悟ったカリーナは、瞬時に魔法を自爆させた。

　だが、その衝撃は殺し切れずにユリアが床に叩きつけられる。

　俺はその隙を突いて、カリーナに雷魔法を放つ。

「ぐぅ！　おのれぇ！」

　防御魔法を発動する暇もなく雷に撃たれたカリーナは、その場で倒れる。

　俺はそれを横目に、ユリアの様子を確認した。

　派手に床へぶつかっていたが、どうやらショックで気絶しているだけのようだ。

　これなら、そのうち目が覚めるだろう。

　俺は彼女の体を抱き上げると、近くのソファーへ横たわらせる。

　そして、まだ魔法を食らったダメージで動けないカリーナの前に立った。

「さて、これで勝負はついたな」

「この、腐れ外道がっ！」

　俺を睨むカリーナ、視線だけで気の弱い人間ならショックで死にそうだな。

「生憎、そんな言葉は言われ慣れている。それにしても、やはり母娘の情は拭い切れなかったようだな？」

　ユリアのことを切って捨てるように言ったカリーナだったが、葛藤があったようだ。

　まあ、唯一の家族らしいからな、無理もない。

「どんな方法を使おうが勝ちは勝ちだ。約束の物はもらおうか」

「……まさか、貴様本気で私を!?」

　ようやく身の危険を感じたのか、初めて後ずさる。

「俺にとっては、いい体をしていれば、他の要素など小さいことだ」

　さて、この女はどんな風に乱れさせてやろうか？







[image: ]







　倒れているカリーナを抱き起こし、そのまま寝室へ入った。

　まだ雷魔法の影響で痺れているようだ。同時に、アメリアにも使ったような、魔法を封じる処置を施す。これで、行為中にいきなり魔法で攻撃される心配はないだろう。

　そのまま彼女をベッドに倒して、俺も同じようにベッドへ上がる。

「このままで済ませると思うなよ……」

　しかし、カリーナはまだ敵意をむき出しだ。

　さて、どうやって手なずけてやろうか。こういう気の強い女は、こっちから攻めていかないとな。

「まずは、服の下を確認させてもらうとしようか」

　俺はカリーナへ覆い被さるようになりながら、まずはドレスを突き上げる胸に手を伸ばした。

　そして、躊躇することなく揉みしだく。

「……ッ！　今のうちに、好きにするがいい」

　どうやら、体に力が入らないのは認めて抵抗は止めるようだ。

　だが、油断はしない。嘘などいくらでもつけるからな。

「そっちこそ、久しぶりで緊張してるんじゃないか？」

　ユリアの父親、つまりカリーナの夫は既に死んでいる。

　もう十年以上も前のことで、それ以来いっそう学院を作ることに打ち込んだらしい。

　いや、今も夢中になっている途中か。娘を放り出してまで資金集めに奔走しているんだからな。

　しかし、その間も男の影は少しもなかったらしい。

　ということは、この体も持て余されていたというわけだ。なんとも、もったいない。

「魔術師は自己管理も大切だ。溜まっている性欲も解消しないとな」

「そんなもの、溜まっているわけがない。もう枯れている」

「さて、そうかな？　体に聞いてみるのが一番だ」

　そう言いながら、俺はドレスの下に手を滑り込ませる。こういう奴に限って、かなりの量の性欲を溜めているんだ。それを目覚めさせてやれば、堕とすのは容易い。

「なかなか良い感触じゃないか。性欲はなくても肉体の手入れはしているようだな」

「それこそ当たり前だ。貴様こそ、淫行のし過ぎで鈍っているんじゃないのか？　さっきも私の魔法を避けられなかったからな」

　カリーナはあざ笑うように俺を見る。

「あれは作戦だ。現に、カリーナはこうして俺の下にいる」

「……チッ」

　事実を持ち出されては、いくら威勢が良くても無駄だ。

　その勢いのまま押し通せる力があれば良かったが、今は俺の手の内だしな。

　胸は愛撫しながら、今度はカリーナの尻にも手を回す。

「学生の若い体も張りがあって良いものだが、大人の女の成熟した体も嫌いじゃない」

　ユリアやカリーナくらいは、ちょうど肉体と経験のバランスが取れているからな。逆に、これ以上となると体が衰えて抱く気がしなくなる。そういう意味では、俺も若返りの魔法に興味があるな。

「女に関しては悪食か……」

「俺にだって好みはあるさ。特に、体に関してはな」

　そう言いながら、強めに胸を揉む。流石に学生と比べると張りは弱いが、その分柔らかく揉みやすい。指の間から柔肉がはみ出してきそうなところは、見ていても面白い。

　同じように尻も揉んでみるが、こっちはかなり締まっているな。

「少なくとも、カリーナの体は俺好みだぞ」

「ふん、貴様にそう言われても嬉しくはない」

「ほう、ここを責められてもその言葉を吐き続けられるかは見物だな」

　俺は両手を離し、カリーナの足を掴む。

「そ、そこは……！」

　さすがの彼女もここは抵抗感があるのか、力が入る。

　だが、それでも俺の力のほうが上だ。徐々に足は開いていき、秘部を隠すショーツが現れる。

　ドレスの丈も短いので、簡単にそこが見えた。

「さて、どんな具合だろうな」

　腕を割り込ませて閉じられないようにしながら手を出して、ショーツの上から秘部に触れる。

「おいおい、湿ってないか？」

　俺が触れたショーツは、膣内から漏れ出ただろう愛液で湿っていた。

「まさか、胸と尻を触られるだけで濡れるとはな。そうとう期待してるらしい」

「……勝手に想像しているがいい」

「だが、俺はろくに性感帯にも触ってないぞ？」

　胸を愛撫したときも、乳首には積極的に触らなかった。

　これがユリアなら、もっと欲しいと騒いでいたはずだ。つまり、これだけの刺激でも反応してしまうほど、体が性欲を溜めていたということ。まったく、楽しみになってきたな。

「どうせ状況は覆せないぞ、カリーナも楽しんだらどうだ？」

　俺は仏頂面で横を向いている彼女にそう言う。

　だが、カリーナは俺を一瞥しただけで、またそっぽを向いてしまった。

　どうやら、俺に好き勝手させて自分は無反応を貫くらしい。

「いいさ、俺がその口を緩くしてやるよ」

　マグロというのは面白くない。喘がせてこそセックスを楽しめるというものだ。

　それに、頑な女こそ崩れたときは面白い。アメリアのようにな。

「さあ、中の具合はどうだろうな」

　ショーツをずらし、指を膣内に挿入しようとするが、濡れている外側と違って膣内はかなり硬かった。まるで処女のようだ。

「なんだ、自慰すらしていないのか」

　これほど閉じているとなると、最後に死んだ夫としてから触れていなんじゃないか？

　たしかに、これなら自分に性欲がないと言い切れるかもな。

「かなり狭いが、こういう場所を解す方法は幾らでも知っている」

　俺は挿入をいったん諦めると、膣口の上にある陰核に目をつける。

「さすがに、ここは無反応ではいられないだろう」

　まずは優しいタッチで、陰核に触れる。

　まだ皮を被っているが、その上からマッサージするような愛撫だ。焦らず、確実に刺激していく。

「……ッ！　ふぅ」

　僅かだが、カリーナの口から息が漏れた。

「ククク、抑え切れないか。そうだろうな」

　なにせ、この体自体はまだ女盛りだ。女としての本能は、肉体に刻み込まれている。

　特に快楽を感じるためだけの場所を責められては、感じられずにはいられないようだ。

「ふん、そろそろいけそうだな」

　俺はカリーナが感じ始めているのを見て、再び膣へと手を向ける。

　すると、今度は熱く解れ始めた膣内が指を迎えた。

「うっ、くぅぅ！」

「そうだ、堪えずに声を出せ。快楽を感じろカリーナ」

　心の中に染み込ませるように語りかけながら、愛撫を続ける。次第に濡れた膣内が指に絡み付いてくるようになった。もう、体のほうは昔の感覚を思い出しているようだ。それならば、このまま一気に絶頂してもらおう。

　俺は挿入する指の数を増やし、動きも激しくする。

　膣内をかき回すように動かすと、向こうもそれに反応して締めつけてきた。

「あぅ……んっ、はぁはぁ……！」

　カリーナの呼吸にも熱が籠っていき、蕩けた声も出始めている。

「わかるぞ、お前がもうすぐイキそうなのが。中が指を締めつけてくる」

「んんっ！　あっ、ああっ」

「この中に俺のものを入れたら、どれだけ気持ちいいだろうな？」

「はぁ、ふぐぅ……誰が、貴様のものなどでぇ……」

「ようやく口を開いたか」

　例え罵倒の類いであっても、一度開かせてしまえばこっちのものだ。

　俺は、そのチャンスを逃さずに一気に膣内への愛撫を強めた。これまでで一番激しい動きに、カリーナの体も激しく反応する。ギュウギュウと指を締めつけ、今にも絶頂しそうだ。

「こ、こんな……この感覚は……ッ！」

「もう耐えられないぞ、このままイカせてやる」

「ダメだ、こんなことでぇ……はっ、くふぅ！」

　カリーナは体を震わせながらも、必死に快楽に耐えようとしている。

　だが、俺に容赦はない。もう片方の手で、先ほどまで愛撫していた陰核を擦り上げた。

「い、いぎぃ!?　あっ、あっ、ああああっ！　イッ、イクッッッッ!!」

　カリーナは全身を痙攣させながら、何年ぶりかの絶頂に襲われる。

　俺はその様子を見ながら、本番への期待を高めていた。
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「はぁ、ふぅ、はふぅ！」

　絶頂の快感に震えるカリーナ。

　もう何年ぶりかもわからないほどの感覚に、まだ対応できていないようだ。

　服装を乱しながら、必死に体の熱を鎮めようとしている。

「カリーナ、絶頂の感覚は思い出したようだな。もっと体が疼いてきたんじゃないか？」

　俺は彼女の前に立ち、そう問いかける。

「こんなことで、私が……！」

「ふん、まだ抵抗するか。そっちのほうが俺としても面白みがあるがな」

　俺はそう言いながら、開いたままのカリーナの秘部を見る。

　やはりというか、かなりの濡れ具合だ。

　これらな、挿入も無理なくできるだろう。

　だが、そう簡単にやってしまってはつまらない。

　カリーナのほうから求めさせなくてはな。

「念のため、もう少し解しておくことにするか」

　俺は再び手を秘部へと向けた。

　そして、絶頂直後の膣内に指を挿入する。

「んぐぅ……今は……はうっ！」

「やはり、イった直後は嫌でも感じるか」

　敏感な部分を触られて、強い刺激を受けているのだろう。

　だがカリーナは押し殺して耐えている。

　俺はそれをあざ笑うように、中で指の動きを激しくした。

　膣はその動きに敏感に反応して、指を締めつけてくる。

　だいぶ反応が良くなってきた。挿入したときが楽しみだな。

「はぁはぁ……私はまだっ！」

　俺を睨みながら快楽に抵抗し続けるカリーナ。

　しかし、その終わりも近くなってきた。

　指を挿入していないほうの手を、彼女の胸へと伸ばす。

　そして、こんどは乳首も合わせて刺激するように胸を揉んだ。

「また胸か……ふっ、浅ましいな」

　カリーナは呼吸を乱しながらも、反撃の材料を得たとばかりに口撃してくる。

「これだけ良い胸なんだ、放っておく手はないだろう？」

　大きさこそハンナやリーゼに一歩譲るが、十分以上の巨乳だ。

　それを持ち上げるように揉んで楽しみながら、指先で乳首を刺激する。

　一度絶頂して体に火がついたのか、すぐに硬くなり始めた。

「あくっ、きゃうっ！　そんな、胸でも……んああっ！」

　上下の同時刺激に耐えきれなくなったのか、カリーナが嬌声を漏らし始める。

　どうやら、もうすぐギブアップのようだ。

　俺は挿入を求める言葉を待ちながら、カリーナを絶頂させないように慎重に責める。

　ここでイカせてしまったらもったいない。

　そして、少しすると彼女の口からその言葉が出てくる。

「い、入れてくれ……中に……」

「おやぁ？　俺の愛撫をずいぶんバカにしていたようだが……」

　内心では笑いが止まらないが、俺はさらに煽るように言葉を投げかける。

　こういう、屈辱の言葉を言わなければならないときの女の表情はたまらない。

　自らの自尊心をガリガリと削りながら、俺を求める言葉を吐き出すのだ。

「ぐ、やはり貴様など……いぎぃ!?」

　怒りに任せて発言を撤回しようとしたカリーナの陰核を刺激する。

　触ったのは一瞬だが、効果はてきめんのようだ。

　腰をガクガクと振るわせているが、イケそうでイケていない。

「なぜこんな……あと少しでっ」

「これ以上は、お願いを聞かないとな」

　それを聞いたカリーナは唇を噛み締める。いいぞ、その表情が見たかったんだ。

　そして、意を決したように口を開く。

「わ、私を犯してくれ……！」

「そうか、俺に犯してほしいか……ククク」

　女手一つで学院を作り上げた女傑が快楽に屈して俺に犯してくれと懇願している。

　いやいや、最高の気分だな。

「ああ、いいぞ。望みどおり犯してやろう」

　俺はそう言って、ズボンから肉棒を取り出す。

「ッ!?　な、なんだそれは……私の知っているものとは違うぞ！」

「なんだ、旦那のは平凡なものだったみたいだな」

　別に競い合うつもりはないが、勝っていると言われれば嬉しいもんだ。

「ま、待て！　撤回だ、そんなものを入れられたら……」

「残念だったな、もう取り消しは無効だ」

　俺は勃起した肉棒を、カリーナの膣に押し当てる。

「こんな、熱くて硬い……！」

　その状態を感じ取ったのか、カリーナは慌てて逃げようとする。

　だが、ここまできて逃がすはずもない。

　俺は彼女の尻をしっかりと抱えると、そのまま腰を進める。

　亀頭が膣にめり込み、中に飲み込まれていく。

　さんざん焦らしたおかげで、挿入もスムーズだ。

　だが、奥に挿入していくにつれて締め付けも強くなってきた。

「あっ、はぐぅ！　入ってきて、苦しい……」

「まるで処女みたいじゃないか、カリーナ。だが、すぐに俺専用に開発してやるよ」

「誰が、貴様など……んあっ！　奥、キツいぃ！」

　肉棒が中程まで入ると、さらに締め付けが強まってくる。

「それなら、一気に奥まで行くまでだ」

「なっ、止めろ！　今奥は……」

　カリーナの制止の言葉も聞かず、そのまま力強く腰を叩きつけた。

　グリグリと膣内を広げながら、肉棒が一気に子宮口にまで打ちつけられる。

「っああああ!?　イクッ、子宮突かれて、耐えられない……イッ、イクウウウウ!!」

　カリーナは子宮を肉棒で一突きにされて絶頂した。

　ふむ、少し焦らしすぎたか？

　まさか、奥に入れただけでイクとはな……。

　俺は絶頂で痙攣する彼女の顔を見下ろしながら、その締め付けを感じる。

　今も動いている膣内は、本能的にか肉棒から精液を搾り取ろうとしていた。

　なるほど、ユリアと同じようにかなりの名器だな。

　これを相手にするとなると、普通の男では精力が保たないに違いない。

　カリーナの亡夫には少し同情するな。

　だが、俺ならお互いに快楽を得ることができる。

「はぁはぁ……んぐっ、あふっ」

　ようやく絶頂の波から解放されたのか、大きく呼吸を乱して空気を求めているカリーナ。

「まだ気を失うなよ？　これからが本番だからな」

　俺はそんな彼女に覆い被さった。

　そして、そのまま腰を動かし始める。

　硬い肉棒が膣内を解していき、同時にカリーナに快楽を与える。

　まさに、再開発だな。

「うっ、動かすなぁ！　ダメだ、感じるの止まらないぃ！」

　カリーナは順調に快楽を感じているようだ。

　まだまだ俺好みの淫乱な体には足りないな、これから開発も進めていく。

　俺が腰の動きを強めれば、カリーナの体の揺れも大きくなった。

　同時に、喘ぎ声も大きくなっていく。

　だが、その前に一度射精したくなってきた。

　ここまで上物の体相手だと、俺も興奮を抑え切れない。

「そろそろ、俺も出すぞ」

「そんな、このまま出す気か!?　ダメだ、許さんぞ！」

「ふん、どうするか決めるのは俺だ。お前じゃない」

　そう言ってやると、カリーナはこれまでで一番抵抗してきた。

　手足をバタつかせたり、でたらめに魔力を放出しようとする。だが素の腕力では俺に敵わないし、そんな慌てた精神状態ではまともに魔力を込められるはずもない。

　俺に押さえ込まれたまま、肉棒のピストンを受け続ける。

「中になんて……やっ、止め……はうぅぅ！」

　子宮口に肉棒を打ちつけると、その口も快楽に耐えるために閉ざすしかなくなる。

　俺はカリーナの体を完全に制圧すると、そのまま膣内で肉棒をしごく。

　そして、限界を感じると堪えることもなく射精する。

「あぐっ!?　まさか、ほんとうに出して……いっ、いやああああっ！」

　彼女は流れ込んでくる精液を感じたのか、絶望的な声を上げる。

　だが、それで射精が止まることはない。

　吐き出された精液が、膣内を徐々に浸食していく。

　まさに女を征服しているような気分になって、最高の瞬間だ。

「うっ、ふぐっ……ごめんなさい、私……」

　死んだ夫にでも操をたてているのか、らしくない潤んだ声が聞こえる。

　ユリアのことといい、見かけによらず情のある女らしい。

　だが、それを振り払ってこそ真に俺の女にできるというものだ。

　さて、中途半端には終わらせないぞ。
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　俺は一息つくと再び腰を動かし始める。

　膣内で愛液と精液が混ざり、肉棒をピストンさせるたびに卑猥な音が漏れていた。

「貴様、まだ足りないというのか」

　カリーナは目の周りを赤くしながらも俺を睨む。

　どうやら、まだ精神は折れていないらしい。

　俺としても、簡単に堕ちてもらっては面白くないので何よりだ。

「俺の精力を並の男と比べてもらっては困るな。その気になれば、一日中できるさ」

「ふん、性欲は発情期の動物並みか」

「その俺にイカされているお前に言える台詞ではないだろう？」

　そう言葉を交わしながらも、腰の動きは緩めない。

　次第にパンパンと音が鳴り始め、俺の腰が打ちつけられるたびにカリーナの尻肉が歪む。

　歳の割にしっかりとしまっている尻は心地いい感触を俺に与えた。

「そろそろ、中も俺の形を覚えてきたみたいだな。よく絡み付いてくる」

「別に、好きでやっているわけではない……んっ、はふぅ」

　肉棒が奥を突くと快楽を感じているはずだが、カリーナはそれを表に出そうとしない。

　だが、堪え切れないものは熱い吐息となって漏れ出てくる。

　それを自分でもわかっているのか、声を出すたびに悔しそうな顔をするのだ。

　それがより、俺を興奮させるとも考えずにな。

「では、俺がこの快楽にお前をハメてやろう」

　再び彼女の腰をしっかりと掴むと、一回一回を力強く奥まで打ち込む。

　カリーナの体が強く揺れ、膣内がキツく締まる。

　肉棒がよく刺激され、再び熱い欲望が滾り始めた。

　そして、気持ちが昂っているのは俺だけではない。

　彼女も連続して子宮口を責められる動きに、快楽を感じずにはいられないようだ。

「長い間放置されていたからか、やはり奥のほうが感じるようだな」

　先ほどイカせたときにも感じたが、弱点はそこにあるようだ。

「ふぅふぅ……んあっ、ひゃうぅ！」

　連続で弱点責めをされて、我慢もできなくなったか。

「その調子だ、もっと声を出せ。自分の本能に素直になるがいい」

「本能など、くだらない……！」

「そうか？　お前のここは喜んでいるぞ」

　主人の言葉とは裏腹に、膣内はよく肉棒を締めつけている。

　再び精液を吐き出させようという動きに、俺も快感を覚えていた。

「体のほうは随分と物わかりがいいようだがな。頭のほうは、もう頑固な老人にでもなったのか？」

「また動きが激しくっ……バ、バカにして……」

「そうやって気難しく生きてきたんだろう？　そろそろ楽になってみたらどうだ」

「貴様に何がわかる！　私は、まだこの学院を……」

「それがいけないな。執着のしすぎは、それごと身を滅ぼす」

　俺は前屈みになって、カリーナの至近で言い聞かせる。

「こんないい体を遊ばせておくのはもったいない。俺と楽しみながらでも学院の運営はできるさ」

「それこそ、ふざけたことだ。貴様にはわからないだろうがな」

「ああ、わかりたくもないね。俺はそういう生き方が嫌だから王宮から去ったんだ」

　俺は若干の苛立ちを覚えながら、責めを激しくする。

　継続して腰を動かしながらも、空いた手でカリーナの胸を愛撫した。

　指先で乳首を刺激すると、それに反応するように膣内も締まる。

　膣内が締まれば、もちろん肉棒による刺激も増えるわけだ。

「あっ、はぁん！　ダメだ、こんなものでぇ」

　カリーナの反応も露骨になってきた。

　そろそろいい頃合いだな。仕上げに取りかかるとするか。

　俺は彼女の足を上半身に密着させるように上げると、腰を振りやすいように位置取りする。

「こ、今度はなんだ？」

　俺を見るカリーナの目には、嫌悪と怒り、そして奥には情欲の感情が見て取れた。

　どうやら、女としての本能も目覚めてきたらしい。

「思い出させてやるんだよ。お前の体はまだ女盛りだってことをな」

　そう言って、俺は腰を勢いよく叩きつける。

「あぐぅ！　ふ、深いっ!?」

　体勢を変えたことによって、膣奥まで楽に突けるようになった。

　俺はその勢いのまま、子宮口をえぐるようなピストンを続ける。

　当然、奥の弱いカリーナは震えるような快楽を味わっているだろう。

「はっ、ああっ！　待て、そんなに突かれたらぁ！」

　目を白黒させながら、彼女が俺の服を掴む。

　だが快楽に飲まれている今のままでは、動きを止めることはできない。

「突かれたらどうなるんだ？」

　なおもピストンを続けながら、彼女に問いかける。

「か、感じる……気持ちよくなってしまうっ！」

「そうか、これが気持ちいいか」

　一度思い切り腰を突き込むと、亀頭を子宮にめり込ませるつもりでえぐる。

　そのまま腰を押し付けるように動かして、子宮口責めを続けた。

「いぎぃぃ！　やめっ、ダメになるっ！」

「そのまま一回ダメになっってみろ。見える世界が変わるぞ」

「嫌だ、私は……あっ!?　おぐぅぅ！」

　未だに反抗するカリーナの精神をへし折るように、強烈な快楽を与えていく。

　そのうち手足が震え、膣の締まりも強くなってきた。

　ぜえぜえと呼吸をして興奮も治まらないようだ。

「ダメ……これ以上はほんとうにおかしくなる……！」

「そのためにやってるんだ。今更止めるわけがない」

「そんな……私もう、またぁっ！」

　体がビクビクと痙攣し始め、絶頂の直前であることがわかる。

　俺はそのまま一気に責め堕とそうと、カリーナを押しつぶす勢いで腰を叩きつける。

「ぎうっ！　それ、強すぎるぅ！　イクッ、またイカされるっ！」

　愛液がびちゃびちゃと跳ねて、ベッドのシーツを汚す。

　もう先ほど中出しした精液はあまりの愛液の多さに溢れてしまったようだ。

　だが、それならもう一度。今度は溢れない場所に注ぎ込むまで。

「カリーナ、お前がイったらもう一度中に出すぞ」

「……ッ!?　そん……あひぃ！　ふっ、ふっ、ううううっ！」

「今度は全部、子宮の中に注いでやるからな。孕まされたくなければ、せいぜい頑張れよ」

　俺の非情な宣告に、彼女の表情が絶望的なものに変わる。

　もう完全に発情している状態では、どうやっても絶頂を止めることなど不可能だ。

　つまりいくら我慢しても、結局たどり着く場所は同じということ。

「き、貴様ぁ！　許さない、絶対に許さない！」

　自分の運命を悟ったのか、目に涙を浮かべながら俺を罵倒するカリーナ。

　文字どおりの悪あがきに、俺は容赦せずピストンを続けていく。

「ああっ、ああああっ！　必ず、貴様を必ず殺してやるっ！」

「一応覚えておいてやるよ、お前の最後の抵抗だ」

　そして、とうとうカリーナが限界を迎える。

「ひっ、あおおおっ！　イッ、イグゥ！　イグイグイグッ、イッグウウウウ!!」

　背を反らして弓なりになりながら、絶頂を迎えた。

　だが、俺はその最中も動きを止めない。

　跳ね上がりそうになるカリーナの体を押さえつけながら、ズンズンと腰を打ち込んでいく。

「イク、イクってるのにぃ！　ああダメぇぇ！　またイッックゥゥウウウウ!!」

　連続絶頂している彼女は、もう正気を失う一歩手前というところか。

　膣内もキツく締まって、肉棒をしごいてくる。

「カリーナ、出すぞ」

「はっ、早くっ！　なんでもいいから終わらせてぇ！　あひっ、ああああっ!!」

　ドビュルルルルル！

　肉棒を奥の奥まで突き込みながらの射精。

　吐き出された精液は、吸い込まれるように入っていった。

　魔法を使わなければ、間違いなく孕んでいるだろうな。

「あ、ああ……そんな、中に出ている……」

　何十年ぶりかの感覚に呆然としているカリーナ。
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「これで、自分が女だというのも自覚し直せたんじゃないか？」

「私は……イカされて、中出しまで……」

「ああ、これでお前は俺の女だ。その証拠は、胎の中に残っているだろう」

「……ふん、好きにしろ」

　顔を横に反らして、素っ気ない態度を取る。

　だが、自分が快楽に屈したことは認めたな。耐えきれなかった快楽から逃げるために中出しを望んだ。

　まだ屈していない部分もあるが、体を握ればこっちのものだ。

　これから、俺なしでは生きられないようにしてやろう。
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　俺は絶頂の刺激で倒れ伏すカリーナに手を伸ばす。

　まだ体力の残っているうちに、徹底的に快楽を教え込んでやりたい。

　だが、その直前に後ろで寝室の扉が開く。

「誰だ……？」

　邪魔者の登場に眉をひそめながら、俺は振り返る。

　そこにいたのは、先ほどカリーナの魔法で気絶していたユリアだった。

「なんだ、ユリアか。体の調子はどうだ？」

「ええ、おかげさまで最悪よ。アザまでできちゃってるし……」

　ユリアはそのままベッドまで近づいてくると、横になっているカリーナを見た。

　そして、そのままベッドに上がる。

「母さん、テオ君はどうだった、凄いでしょう？」

「ッ！　ユリア、あなた……」

　ユリアからの言葉に目を丸くするカリーナ。

　まあ、立派に育てたつもりの娘が見ず知らずの男に惚れているんだ。

　信じたくないという気持ちも、わからなくはない。

　だからといって、ユリアを手放す気はさらさらないがな。

「母さんも楽しめば良いのに……」

「何を言ってるの！　それより、今からでもこの男を！」

「またそうやって、何でもかんでも排除しようとして……いい加減にしてよね」

　どうやら、俺を蚊帳の外に置いて親子喧嘩が始まってしまったようだ。

　ベッドの上でガヤガヤと喚き散らされるのはかなわない。

　どうせ叫ぶなら、嬌声にしてほしいものだ。

「お前たち、今がどういう状況なのかわかっているのか？」

　俺はふたりにそう言うと、そのままベッドに押し倒す。

　ユリアとカリーナは並んで俺を見上げる形になった。

「カリーナ、もう諦めたらどうだ。この状況から逆転はできないぞ」

　彼女に目線を向けながらそう言う。

　事実、魔法の使えないカリーナはただの女だ。

　それなりに戦闘できるとしても、俺と格闘して勝てるほどではない。

　そして、こっちにはユリアもいる。

　彼女もカリーナほどではないとはいえ魔法を使えるので、万が一俺を出し抜いても逃げられない。

「…………」

　カリーナは無言で俺を睨む。

　まだ活路はないかと考えてるようだな。

　純粋な魔法勝負では俺と比肩するだろうが、俺は今日のために準備をしてきた。

　短い間とはいえ、備えが有ると無いとでは大違いだ。

「言っておくが、助けを求めようとしても無駄だぞ」

「何だと？」

「今、この学院はもぬけの殻になっているだろうからな」

「バカな、そんなはずはない！　さっきまで会議をしていた」

　カリーナがそう声を上げる。

　まあ、確かに信じられないかもしれないが、こっちにはユリアがついている。

　取れる手段はいくつかあった。

「ユリアの名前で、抜き打ちの避難訓練をさせた」

「避難訓練？」

「ああ、火事が起こったという設定でな」

　普通の学校だと、ここまでしない。

　だが、ここは国内でも有数のお嬢様学校だ。

　安全に関しては何重にも対策をしているし、その意識も高い。

　なので、突然の避難訓練をしても怪しまれないだろう。

　学院長の名前を出せば、その信憑性も高い。

　伝言役にはリーゼを使った。

　しっかりと手順を説明したので、上手くやっておいてくれるだろう。

「そう言うわけで、お前の助けになる人間はいないぞ」

　俺の言葉で、例え脱出できても希望がないと知ったカリーナ。

　彼女は信じられないというような目で俺を見る。

「残念だが、事実だ。そして、出ていった生徒や教員が帰って来ることはない」

「なんだと……」

「訓練が終わった後は、そのまま帰宅するように指示するからな」

「そして、明日は休日。この校舎に来る人もごく少数ね」

　俺の言葉をユリアが捕捉する。

　そして、明日の予定も確認済みだった。

　俺はもちろんのこと、ユリア以上の実力を持つ人間も来ない。

「だ、だが！　私の行方が知れないとなれば、学院の者が探しに……」

「あら、大丈夫よ？　あたしの部屋に泊まっていることにすれば……ねぇ、母さん？」

　そう言って怪しく微笑むユリアは、一瞬悪女のように見えた。

　まあ、俺に協力しているんだから、一般的に見れば十分悪女か。

「……ここまでか」

　敵わないと見たのか、カリーナはがっくりと力を抜く。

「私のことなど、好きにすれば良い」

　ようやく観念したようだ。

　だが、俺としてはこれからの話題が本番だった。

「おいおい、黙らないでくれよ。俺はお前にも協力してほしいんだからな」

「なっ……この上私に貴様の手助けをしろと!?　バカにするにも程がある！」

　再び気力をみなぎらせ、俺を睨みつけるカリーナ。

　良いじゃないか、そういう表情はやりがいがある。

「落ち着けカリーナ。俺から条件を提示してやる」

「条件？」

「ああ、俺も別に全ての生徒を頂こうとしているわけじゃない」

　この学校の生徒は数百人。教師や他の職員を入れれば、千人はくだらない。

　しかも、毎年百人以上が入れ替わるのだ。

　もっとも、その中に俺の好みの女が何人いるかはわからない。

「だから、毎年決まった数の女に手を出すのを黙認しろ。そうすれば、それ以上手を出さないでやる」

「ふん、まさに悪魔との取引だな。私が飲むとでも？」

「飲むさ。それ以外に、この学院を守る方法はないからな」

　現状で、カリーナのほうに勝ち目はない。

　彼女も、俺がただで解放するとは思っていないだろう。

　俺もこの後に契約の魔法を使ってカリーナの行動を縛るつもりだ。

　彼女が反抗的であればあるほど、縛る内容も厳しくなる。

　最悪、名ばかりの理事長になってもらわなければならないな。

「徹底的に縛られた上で俺の操り人形になるか、それとも条件を飲んで協力するか、二つに一つだ」

　逃げ場をなくした上で、選択肢もないと言っていい条件を提示する。

　プライドに生きる人間なら前者の答えもあっただろうが、カリーナは違う。

　こいつはこの学院を最優先に考えているからな。

　どちらの答えが学院のために良いものか、わかっているはずだ。

「さて、どうするカリーナ？」

　俺は正面から問いかける。

　それに対して、カリーナは……。

「……わかった、私は後者を選ぶ。貴様の条件を飲もう」

　首を縦に振り、俺の行動を認めることに頷く。

　ククッ、これでこの学院内の権力全てが俺の前に集まった。

　これでもう、俺を邪魔する者はいないな。

　ここは権力者の子女が通う学院なだけあって、国家権力の手も及びにくい。

　大おお事ごとにさえしなければ、たいていのことは自由にできそうだ。

　学院長と生徒会長、さらに理事長の力があれば心強い。

「よく言った。これで大部分の生徒は平穏な学院生活を送れるだろう」

「ふん、貴様はいずれ私が地獄に落とす」

　俺はカリーナの頬に手を伸ばすが、彼女はそれを振り払う。

「条件は飲むが、貴様の毒牙にかかった生徒たちの無念はいずれ……」

「威勢がいいな。それなら、まだ楽しめそうだ」

　俺はカリーナの両腕を押さえると、そのまま覆い被さる。

「お、おい！　貴様まだする気なのか!?」

　俺の行動に彼女は慌てだす。

「母さん、テオ君の精力を舐めないほうがいいわよ？　あたしなんて、一晩ずっとされちゃったこともあるし」

「そんな、常識外れな……そうか、魔法でも使っているな」

　流石に同じ高度な魔術師だ、精力の種を見破ってきたか。

「そのとおりだが、素のままでも普通の男よりは上だぞ。自分の経験を基準にすると、痛い目を見るからな？」

　そして、俺はさっそく犯し始めようとする。

　だが、そのとき横から乱入者があった。

「ねえ、テオ君。あたしがいることも忘れてない？」

「なんだ、ユリアも俺のものが欲しいのか」

「だって、さっきから凄い匂いで興奮しちゃってるわ」

　どうやら、部屋に立ちこめる性臭に当てられたらしい。

「テオ君……あたしと母さん、同時に味わってみたくない？」
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「ふたりまとめてか……それは、面白い提案だな」

　ああ、そういう方法もあったか。

　カリーナを責めるのに夢中になっていて、そのことに気がつかなかった。

「ふふっ、そうでしょう？」

　得意そうに笑うユリア。

　だが、それとは反対に嫌そうな顔をするはカリーナだ。

「ふたりともだと？　貴様、どこまで強欲なのだ……」

　俺から離れるようにベッドの上を移動していく。

「提案してきたのは、お前の娘だぞ？」

「どうせ、貴様がそう言うように調教したのだろう。得意の魔法を使ってな」

　カリーナはそう言って、嫌悪感丸出しの視線で俺を見る。

「まあ、魔法は使ったが強制はしていないぞ。ユリアが性に奔放なのは元からだ」

「そんなはずはない！　私はしっかりと教育を……」

「それがマズかったな、お前は厳しくしすぎたんだよ。お前の目が離れると、ユリアはすぐに遊びを覚えたらしいぞ？」

「まさか……本当なのか？」

　信じられない、という顔をしつつも彼女はユリアに確認する。

　それに対してユリアは頷いた。

「まあね……母さんの教育で教養は身についたけど、解放されてからは好きにしたわ」

「私の教育が間違っていたというの……」

　ショックを受けた様子のカリーナ。

　だが、いつまでもそうしていられると困るな。

「ねえ、テオ君。母さんは放っておいて、先に始めましょう？」

　そんな母親に見切りをつけたのか、ユリアは俺を押し倒してきた。

　さらに、手早く自分の服を脱ぎ捨てる。

　俺の目の前に、ユリアの豊満な肉体が晒された。

「母さんよりあたしのほうが良いってこと、体に思い知らせてあげる」

　悪戯っぽく笑みを浮かべると、そのまま俺の腰に顔を近づける。

「ちょっと邪魔ね、脱がせるわよ？」

　俺の返事を聞く間もなく、着ていたものを脱がされてしまった。

　そして、再び硬くなりつつある俺の肉棒が持ち出される。

「まだまだ元気ね、そうでなくちゃ」

　ユリアはそう言うと、まず肉棒に舌を這わせる。

　根元から亀頭まで丁寧に舐めていく。

「ぺろっ、れろぉ！　んんっ、ちゅう」

　やはり、テクニックはユリアが一番だな。

　俺に快楽を与えるにはどうすれば良いか、完全に見極めている。

　実際の舌技以外にも、いやらしく奉仕する姿も興奮ものだ。

「んふっ、硬くなってきたわ。このままイカせてあげる」

　肉棒の硬さで俺の興奮具合が伝わったのか、ユリアは責めをより激しくし始める。

　一度口を離すと、今度は亀頭から咥え込んだ。

「はむうっ！　んぐ、んるるるっ！」

　ユリアは頭を上下に動かしながら肉棒をしゃぶる。

　ただ舐めるより何倍も強い刺激と、大きくなった水音が俺を興奮させた。

「ユリア、そんなに激しく……」

　それを見ていたカリーナは、激しいフェラを目を見開いて見ていた。

「どうした、そんなに興味深いか？」

「み、見ていて楽しいわけがないだろう！」

　彼女はすぐさま否定するが、どうやら気になっているらしいな。

　すると、それを見たユリアが一度フェラを中断する。

「ぷはっ……ねえ、母さんもこっちに来てよ」

「わ、私はもう十分だ。ふたりで楽しんでいればいいだろう？」

　カリーナは遠慮しているが、ユリアは気にせず彼女の腕を引っ張る。

「そう言わずに、ね？」

「待て、そう強引に……くっ」

　先ほどの行為で体力を消耗していたのか、そのまま俺の前へ引っ張りだされてしまった。

「うっ、これが私の中に入っていたのか」

　目の前にある肉棒を見て、思わずそう呟くカリーナ。

「さあ、母さんにも手伝ってもらうわね」

　ユリアはカリーナの横に並ぶと、そう言って笑う。

「まさか、私にこれを舐めろとでも言うつもりか？」

「それも良いけど、母さん嫌がるだろうし……」

「当たり前だ！　誰が好き好んでこんな物を咥えるものか」

「強情ねぇ……まあ良いわ、ふたりで胸を使うのよ」

　ほう……そうか、なるほどな。

　そういう方法でくるとは、ユリアも俺の趣味をわかっているな。

「胸……だと？」

　だが、カリーナはよくわからない様子だ。

　厳格で身持ちの固い彼女のことだ、基本的な性行為しか知らなそうだしな。

「そうよ、こうするの」

　ユリアはカリーナに見せつけるように、その巨乳で俺の肉棒を挟む。

　そして、そのままズリズリとしごき始めた。

「んっ、はぁ……母さん、どう？」

「どうもこうも、そんなものが気持ちいいのか？」

　カリーナは疑わしい視線で俺を見る。

「ああ、意外と良いものだぞ？　俺は好きだがな」

　もっともそれは巨乳好きだからということもあるが、言わないでおく。

　俺の口からそんな言葉を言えば彼女のことだ、絶対にやろうとしないだろうからな。

「ふん……まあ、無理やり舐めさせられるよりはマシか」

　そう言った彼女は、ユリアと同じように俺へ胸を押し付けてくる。

　左右から二対に柔肉が押し付けられ、俺の肉棒はその中へと包み込まれた。

　さらに、そのままふたりで動いて俺を楽しませる。

「はぁん……母さん、意外と上手いわよ」

「こんなことで褒められても、嬉しくなどない……んうっ」

　ニヤニヤと笑みを浮かべながら慣れた手つきで奉仕するユリア。

　それとは対照的に、カリーナは俺の反応を見ながら手探りで動かしている。

　少し経つと、慣れてきたのか彼女の動きが滑らかになった。

「どうだ、昔の勘が戻ってきたか？」

「ふん、黙って気持ちよくなっていればいいものを……」

　俺の言葉は切って捨てるように対応するカリーナだが、手の動きは止まらない。

　本心か建前か、俺に早くイって欲しいのは事実のようだ。

「だったら、もう少しユリアと協力したらどうだ？　ふたりの動きがバラバラだと、得られる快楽も半減するからな」

　ひとりの場合は自分のテクニックを使えば良いだけだが、ふたりで奉仕するには協力が不可欠だ。

　だが、今のユリアとカリーナはそれぞれ別に動いてしまっている。

「母さん、あたしが合わせるわ」

　見かねたユリアがそう言って奉仕の調子を合わせる。

　二つの柔肉がリズムよく肉棒に押し付けられ、しっとりとした肌で擦り上げられた。

「やっ、んうぅ！　母さん、乳首が当たってるよぉ」

「仕方ないだろう!?　胸を押し当てているんだ、仕方ない……はうっ！」

　俺をイカせようと胸の動きを激しくすれば、より強くふたりの胸が擦れ合うことになる。

　当然、乳首が擦れてしまう機会も多くなるというわけか。

　だが、その甲斐もあって俺の興奮も高まってきた。

　胸への刺激で発情し始めているふたりの表情も良い。

「はぁはぁ、テオ君のがどんどん熱くなってる……」

「ビクビクと動いているのもわかるぞ……はんっ、ふぅ、もう出そうなんだな？」

「じゃあ、もっと激しくするわね。ほら、母さんも動かして」

「わかっている……変態め、さっさとイってしまえ」

　俺の限界が近いとわかると、ふたりの奉仕はさらに激しさを増した。

　柔肉の中で肉棒から垂れた先走りが広がり、ネチャネチャといやらしい音をたてる。

　与えられる快楽も大きくなり、堪えるのも辛くなってきた。

「ユリア、カリーナ、出すぞ」

　俺の言葉で、ふたりの目にも力が入る。

「はっ、んん……出して、テオ君の濃いの、あたしの胸にぃ！」

「ああ、胸が熱い……早く出してしまえ、クローゼッ！」

　ふたりが同時に胸を強く押し付け、肉棒に強い刺激が与えられた。

　俺はそれに合わせて、溜まっていたものを吐き出すように射精する。

　ビュルルルルルル！

「きゃあっ！　すごい勢い、おっぱいの間から飛び出てきてる！」

「な、なんだこれは！　熱いので胸の中が溢れて……んうっ、顔にまで！」

　放たれた精液はふたりの胸に留まらず、一部はその顔にまで飛んでいった。

　激しい射精が終わると、ふたりが肉棒から胸を離す。

　すると、その間からトロトロと出した精液が垂れていた。

「こんなに出して……さっきまで母さんと楽しんでたのに」

「ほんとうに、性欲は発情期の獣並みだな」

　ユリアはうっとりと、カリーナは呆れた表情で自分の胸に出された精液を見る。

　男の支配欲を満たす素晴らしい光景だが、まだ俺の性欲は尽きていない。

　さて、今度はふたりの味を比べてみるとしようか。
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「ふたりとも、休んでいる暇はないぞ」

　俺がそう言って起き上がると、カリーナが驚いた表情で俺を見る。

「まさか、このまま連続で？」

「そうさ、俺の精力は尋常じゃないと言っただろう？」

「それにしたって、休憩は入れるものだと……」

「甘いな……ユリア！」

　俺が名前を呼ぶと、ユリアが正面まで出てくる。

　どうやら、タオルで体を拭いていたようだ。良い心がけだな。

「なに、テオ君？」

「どうやら、カリーナはまだやる気がないらしいぞ。先に始めるか？」

「母さん、そろそろ欲求に素直になればいいのに。ほんとうは体が疼いているんでしょう？」

　少しからかうような口調で言うユリア。

　それに対して、カリーナはため息をつく。

「はあ……もう好きにしていろ、この性欲猿どもめ」

　そう言うと、後ろを向いてだんまりする。

　ふん、まだ娘の前で犯されるのは承諾できないか。

　まあいい。必ずカリーナのほうから求めてくるからな。

　すでに、肉体のほうは快楽に染まり始めているのは確かだ。

　後は盛大に焚きつけてやれば、それでいい。

「テオ君、もうあたしは準備できてるよ？」

　いつの間にか、ユリアが俺の前で四つん這いになっている。

　どうやら、後ろから犯されるのがお望みらしい。

　俺は彼女の尻に手を当てると、もう片方の手で秘部をまさぐる。

　すると、すでに膣からは愛液が溢れ出していた。

「ずいぶん待ちかねていたみたいじゃないか、ええ？」

「だって、テオ君のおちんちんを胸であんなに感じちゃったんだもの、期待もするわ」

「そうか、ならこのまま犯してやる」

　手を離すと、今度は濡れた秘部に肉棒を押し当てる。

　直前に射精したばかりだというのに、未だ硬さを保ったままだ。

　そのまま腰を押し進めると、ゆっくりと肉棒が挿入されて膣奥までたどり着いた。

「んはぁ、くる、きてるぅ！　テオ君の、どんどん入ってきてるよぉ！」

　待ちかねた挿入にユリアが歓喜の声を上げる。

　肉欲を前面に押し出した、本能からの喘ぎ声だ。もちろん、カリーナにも聞こえているだろう。

　横にいる彼女の様子を見るが、まだ無反応だ。

　なら、もっとユリアの嬌声を聞かせてやろう。

「ユリア、動くぞ」

　彼女の腰を掴むと、そのまま腰を振り始める。

　具合を確かめるように何度か動いた後は、思い切り打ちつける。

「はっ、ああん！　いきなり激しいっ！」

「だが、こうされたかったんだろう？」

「そうよ、思いっきり突かれたかったの！」

　ユリアの膣内はよく締まっていて、どれだけ犯されたかったのかがよくわかる。

　俺はそれを突き解すように肉棒を打ち込んでいく。

「はぁはぁ……そんなに強くされたら、もっと感じちゃうぅ」

「好きなだけ感じろ、そしてイって見せろ。時間はたっぷりあるからな」

「うん、もっと気持ちよくなるわ……でも、テオ君も一緒に……ね？」

　ユリアはそう言うと、四つん這いのまま腰をくねらせる。

　膣内が複雑にうごめいて、肉棒を刺激した。

「ククッ、いいぞ。淫乱な奴にはご褒美をやろう」

「えっ、はひぃ!?　また強くなって、気持ちよすぎるぅ！」

　ユリアは全身を震わせながら、快楽を享受している。

「テオ君、もっと腰を打ちつけてっ！　あたしを壊してええええ!!」

　絶叫とも言っていいほどの声で俺を求めるユリア。

「ああ、お前が満足するまで相手になってやろう」

　俺が腰の動きを激しくすると、ユリアの上げる嬌声も大きくなる。

　それに反応するようにお互いの興奮が高まっていく。

　このまま絶頂まで行くかと思われたが、横から俺の肩に手が置かれた。

「な、なあ……」

　見ると、カリーナが衣服を脱ぎ捨てていた。

　彼女は頬を赤く染めながら、ばつが悪そうな表情をしている。

「ク、クローゼ……私も犯してくれ……」

「どうした、セックスは好きでやっていたんじゃないんだろう？」

「もう、ダメなんだ。ここが耐えられないっ」

　カリーナは悔しそうな顔をしながら秘部に指を当てる。

　すると、グチュッという水音と共に溢れ出た愛液がシーツに染みを作る。

「……だ、そうだ。どうするユリア？」

「はぁはぁ……え？　母さんもようやく素直になったのね」

　ユリアはニヤッと笑うと、肉棒を抜いて場所を譲る。

「ほら、早くしないとまたあたしが取っちゃうわよ？」

「わ、わかっている」

　カリーナは頷くと、俺の前に四つん這いになる。

「頼む、早く犯してくれ……もう我慢できない」

「自分から求めるとはいい心がけだ。ああ、犯してやるよ」

　俺はユリアの愛液に濡れた肉棒をカリーナの膣に押し当てる。

　そして、そのまま一気に腰を突き込んだ。

「はひぃ!?　お、奥まで来ているぅ」

「外から見ていてもそうだが、かなり濡れているな。そんなに興奮していたか」

「し、仕方ないだろう！　あんなに気持ちよさそうな声を聞かされては……」

「実の娘の喘ぎ声で興奮するとは、相当な変態になっているんじゃないか？」

「そんなことは……はんっ、うくぅ！」

　反論しようとしたカリーナは、俺が腰を動かすことで嬌声を漏らす。

「すっかり快楽に飲まれているじゃないか。これじゃあもうセックスをバカにできないな」

　俺はわざとらしく意地の悪い笑みを浮かべながら腰を振る。

「くっ、そんなに奥を突かれたら……ッ！」

「弱点はわかりきっているからな、抵抗しようとしても無駄だぞ」

　彼女は正気を保とうとしているようだが、俺が弱点の膣奥を突くと堪え切れないように喘ぎ声を上げる。

「もう、ふたりだけで楽しんでないで、あたしの混ぜてよ」

　ユリアは喘いでいるカリーナの横に陣取ると、俺を誘うように尻を揺らす。

「そうだな、こっちの淫乱も相手してやらないとな」

　俺は手を伸ばしてユリアの膣を愛撫する。

　肉棒ですっかり解されていたそこは、指を纏めて三本も飲み込んだ。

「あっ、はんっ、いやぁ！　そんなにたくさん指ぃ！」

「そう言いながら、三本とも咥え込んでるだろうが」

　そう言いながら奥まで押し込むと、ユリアの膣内が激しく締めつけられる。

「いっ、ぎぃ！　それ、らめぇ！　イク、イっちゃうからぁ」

「ひとりで先走るなよ、ユリア」

　俺はそう釘を差すと、再びカリーナのほうへ激しい責めを行う。

　グリグリと押し付けるように子宮口を刺激した。

「子宮っ、さっきより強いぃ！」

「ほら、娘がイキそうだぞ。一緒にイってやらないとな」

「そんなことを勝手に……」

「大人しく快楽を受け止めろ、もう我慢できないところまで来ているだろう？」

「……ッ!?」

　彼女は驚いたように体を強ばらせると、俺のほうを向く。

「そう驚くことか？　繋がっている女の感じていることなど、手に取るようにわかる」

「き、貴様っ！　はぁはぁ、ダメだ、こんなぁ！」

「中がビクついているぞ。そろそろイキそうだな」

　限界が間近だと感じ取った俺は、ふたりへの責めを同時に強める。

「さあ、母娘で揃ってイってしまえ！」

　俺は勢いよく腰を打ちつけるのと同時に、片手でユリアの膣内をかき回す。

「それっ、ダメッ！　イクッ、イクッ、イックゥゥゥゥ！」

「そんな、イっちゃ……あっ、ああっ！　イグウウウウ!!」

　その刺激に耐えられず、ふたりは同時に絶頂する。

　ガクガクと全身を痙攣させながら、仲良くベッドに倒れ込んだ。

「はぁはぁ……母さん、エッチな顔してるよ？」

「なっ！　み、見るな！」

「ほら、恥ずかしがらないでよ」

「くっ……うぅ……」

　カリーナは顔を見られまいと腕で隠すが、ユリアがそれを退ける。

「もっと素直に楽しもうよ、母さん。ね、テオ君もそうでしょ？」

「そうだな、学院のことも気にならなくなるほど、快楽を味わわせてやる」

「ま、待て！　今イったばかりだぞ!?」

「ふん、俺がお前の都合に合わせると思うか？」

　俺はそう言うと、倒れているカリーナの手を取る。

　同時にもう片方の手をユリアが取って、拘束してしまった。

　さあ、今度はカリーナの心のほうも堕とすとするか。
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「は、離せ！　ユリアも、何のつもりだ！」

「まぁまぁ、そう慌てないでよ」

　身動きの取れないカリーナにユリアが覆い被さる。

「ほら、一緒に気持ちよくしてもらいましょう？」

「だ、誰が……よりによって娘の前で……」

「そんなこと、気にしないでいいのに。テオ君の前では、あたしたちもただの女よ」

　ユリアはそう微笑むと、カリーナの秘部に手を向ける。

　そして、絶頂したばかりのそこを愛撫し始めた。

「いぎっ!?　ユリア、どこを触っているんだっ！」

「こんなに濡れて……母さんもほんとうは気持ち良くなりたいんじゃない」

「くっ……」

　ユリアが母親の前に濡れた指を持っていく。

　逃れようのない事実を突きつけられたカリーナは、顔を赤くして横を向いた。

「ふふっ、母さんも意外と可愛いところがあるわね」

　そう言うユリアの顔は余裕の表情だった。ベッドの上では、娘のほうに分があるようだな。美女がふたりで絡み合っている姿は眼福だが、やはり美しい女は抱く以上に良く味わえる方法はない。

「いつまでふたりだけで楽しんでいるつもりだ？」

　俺は彼女たちの後ろから近づき、上にいるユリアの尻を揉む。

　柔らかくも、適度な弾力があって気持ちいい。さらに、もう片方の手でカリーナの尻も揉む。

　こちらは指が柔肉に沈み込むような感触で、いつまでも揉んでいたくなる。

「あんっ、そんなにお尻ばっかり……」

「ユリア、尻は嫌いか？」

「嫌いじゃないけど、やっぱりテオ君のが欲しいわ」

「仕方ないな、それなら欲しいだけくれてやる」

　俺は肉棒を取り出し、流れるようにユリアの膣内へ挿入する。

　十分に濡れていた中は肉棒を咥え込んで、すぐに奥まで達した。

「んああっ！　来た、これが欲しかったのぉ！」

　背を反らせて、待ちかねた快楽に震えるユリア。

　亀頭が敏感な膣内を突き解し、カリ首で引っ掻くように刺激する。

「ああ、よく締まってるぞ。そのまま緩めるな？」

「もちろんよ、テオ君はあたしがイカせるんだからっ」

　どうやら、カリーナにライバル心的なものを感じているのかもしれない。当のカリーナは、自分の真上で行われているセックスに見入っているが、その表情はどこか羨ましそうだ。

　物欲しそうに、ユリアへと出入りする肉棒を見ている。

「ああ、そんなに激しく……」

「カリーナも俺のものが欲しいか？」

「……ほ、欲しい。私にも入れて欲しい！」

　カリーナの目は完全に発情していて、性欲に飲まれていた。

「そうだ、肉体の欲求に素直になれ。そうすれば、俺が快楽を与えてやる」

　俺はいったんユリアから肉棒を引き抜く。

「あんっ、出てっちゃダメェ！」

　だが、そのときにも彼女の膣内は締めつけて、肉棒を逃がそうとしない。

「まったく、お前はいつも楽しんでるだろうが」

　俺はもう一度力を入れて肉棒を引き抜くと、それをカリーナに挿入する。

「はひぃ！　太いのが来ているっ！」

　待ちかねた挿入で、彼女の表情は快楽に崩れていた。膣内もよく解れていて、愛液の量も多い。締まり具合もユリアに負けてはいない。肉棒に絡み付いてくる。

「あれだけ拒否していたのに、ずいぶんと簡単に咥え込んでいるな」

「はぁはぁ……それは、貴様がそうやって開発したから……」

　どうやら、カリーナは全て俺のせいにしたいらしい。

「確かにそういうふうに肉体を調教してきたが、それはお前の体にそうなる余地があったということだ」

「そ、そんなバカな……」

「さすがの俺も、肉体の潜在能力までは変えられないからな」

　彼女の体には俺を受け入れる余地があり、心も俺を受け入れたということだ。

　完全に嫌悪感しか抱かなければ、気持ち良くなるはずもない。

「それに、自分で認めればさらに気持ち良くなれるぞ」

「貴様のことを、受け入れろと言うのか……」

「ほんとうはわかっているだろう？　もうお前の体は引き返せないところまで来ているんだ」

　俺はそう言いながら、腰を動かす。そのたびに水音が鳴り、カリーナの濡れ具合がよくわかった。

「はっ、んぐっ……ああん！」

「そうだ、そのまま性欲に忠実になれ」

　喘ぎ声を大きくし始めるカリーナに、俺も動きを激しくする。

「ふふっ、母さんも顔が蕩けてる……ねえ、テオ君、あたしにも……」

「そんな普通のおねだりで、俺が動くと思うか？」

「もう、意地悪ねっ！　あたしの濡れてトロトロになっているところに、テオ君のおちんちん突っ込んでぇ！」

　カリーナとは正反対に性欲をむき出しにした求めに、俺は行動で応える。

　肉棒を、再びユリアの膣内に入れて突き動かした。

「っはああ！　これ、待ってたのぉ！　ズンズン動いて、気持ちいい！」

「ユ、ユリア……あなたそんな顔を……！」

「はぅんっ、あはは……母さんも力を抜いてみなさいよ、ほら」

「やめっ、あん！　どこ触ってるの、はっ、はうっ！」

　見れば、ユリアが彼女の胸を触って愛撫していた。

　カリーナも体は完全に興奮しているので、その愛撫に反応してしまっている。

「良いじゃないか、そのまま快楽を感じてみろ」

　俺はユリアの尻を掴みながら体を倒し、カリーナの胸に手を伸ばす。

「貴様まで……はんっ、あっ、ああっ！」

　ふたりから愛撫され、嬌声を上げるカリーナ。呼吸も荒くなり、体も火照っていく。

「ダメだ、体の疼きが抑え切れないっ！」

「あたしも気持ちいいよ、母さん。ねぇ、一緒にイこう？」

「はぁはぁ……ユリア……くふっ!?　また、入ってきた！」

　ふたりへ交互に肉棒を出し入れし、同時に快楽を与える。

　俺の肉棒に慣れて、精液を搾り取ろうとしてくるユリアの膣。

　まだ硬い部分はあるが、徐々に女としての魅力が蘇ってきたカリーナの膣。

　どちらも、肉棒を入れればそれに応えていい具合に締めつけてくる。

　見た目が姉妹にしか見えないが、母娘を犯しているというシチュエーションも俺を興奮させた。

「もう言い訳はさせないぞ、ここまま俺にイカされろカリーナ」

　俺は彼女を絶頂させようと、全力で腰を打ちつける。

「わ、私ほんとうに……うくぅ！」

「母さん、あたしも一緒にイクからね？」

「あっ、んああっ！　ユリア、あなたもぉ！」

　ふたりの体は徐々に痙攣していき、ついに絶頂を迎える。

「イクッ、イクイクッ！　もう無理っ、テオ君来てぇ！」

「ク、クローゼ、私にもっ！　中に注いでくれぇ！」

　ユリアに釣られて、カリーナも嬌声を上げて俺を求める。

「ククッ、そうだ……ふたりとも俺の前にひれ伏せ！」

　俺もふたりの肉体を味わう快楽と精神的な高揚感に包まれて、興奮の頂点に達していた。

　その興奮のまま、まずはユリアの膣内をかき回しながら欲望を吐き出す。

「ッ！　テ、テオ君激しい……イク、イクッ、イッグウウウウ!!」

　射精された精液が、怒濤の勢いで膣内を満たす。

　俺はユリアをイカせると、そのままカリーナにも肉棒を突き刺す。

　そして、弱点の膣奥を思い切り突いて絶頂させた。

「いっぎぃぃぃぃ!?　イグッ、イグッ、イッッグゥゥウウウウ!!」

　そのままカリーナにも射精して、ふたりの中を俺のもので満たす。

　膣から肉棒を引き抜くと、力つきたユリアがカリーナの上に崩れ落ちる。

「うぐっ……ユリア、重い」

「はぁはぁ……仕方ないでしょ、腰が抜けちゃったんだから」

　カリーナが残った力でユリアを横に転がすと、ふたりが仰向けで俺のほうを向く格好になる。

　漏れ出た精液で下半身が白濁まみれになった姿は、なんとも艶かしい。

「いい格好になったじゃないか、カリーナ。ユリアもそう思うだろう？」

「ええ、母さんのあんな顔初めて見たわ。本能をむき出しにして、気持ち良さそうだった」

「ふん、今回は不覚をとったが、次からはこうはいかないぞ」

　そう言いながらも、カリーナからは憑き物が取れたようなすっきりとした雰囲気が感じ取れた。

　まあ、強硬な姿勢がなくなったならどうでもいい。

「ほうほう、次もする気があるんだな」

「ッ!?　そ、そういうつもりで言ったわけではない！」

「そう怒るな。何なら、もう一度慰めてやろう」

　俺はそう言いながら、カリーナに覆いかぶさる。

「馬鹿者！　今したばかりだというのに！」

「一度、俺の精力がどれほどのものか知っておいたほうが良いしな」

「待っ、ひゃあ！　ん、んいぃ!?」

　俺が軽く胸を揉めば、敏感になっていた乳首が刺激されて体を跳ねさせるカリーナ。

「ふふっ、これは朝まで終わらないかしらね？」

「なに暢気なことを言ってるんだ、お前も同じだぞ」

「もちろんよ、逆に除け者にしたら承知しないから」

「ふざけるな！　ふ、ふたり掛かりでなど……はうっ、ああああっ！」

　どうせ邪魔する奴はいない。明日まで好きなだけ、この美人母娘を味わうとしよう。

　こうして、理事長のカリーナも俺の手の中に堕ちたのだった。
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　カリーナを陥落させてからというもの、俺の生活は順風満帆になった。

　もう、俺を邪魔する人間は誰もいないからだ。

　権力者の子女が集まっているだけあって、国の組織も手を出しにくい。

　俺も意図的に騒ぎを起こすことはないので、たいていのことは誤摩化しが効く。

　さらに女に手を出し易くなったということだ。

　もちろん、そんな状況でただ遊んでいるわけではない。

　俺はユリアから渡された資料から、上質な生徒を吟味する。

　そして、認めた女だけを手中に収めることにした。

　カリーナとの契約があるので片っ端から手を出すことはしないが、おかげで最上級の女ばかりを集められた。

　容姿は美麗で、体も俺好みに胸が大きい。

　今日も、そんな女たちを集めて楽しんでいる。

　場所は、いつものように学院長室だ。

「あっ、ああん！　クローゼ先生、もっとぉ」

「先生、こっちにも下さい……もう我慢できません！」

　俺の前でこっちに尻を向けているのは、今日捕まえてきた生徒たちだ。

　俺が話しかけたときは怪しんでいたが、少し会話をするとあっさりと態度を軟化させた。

　やはり、たいていの女は顔の良い男には弱いらしい。

　少し甘い言葉をかけてやれば、ほいほいと部屋までついてくる。
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　まあ、今までの女……アニカやイネスたちのほうが手強かったな。

「お嬢様のくせに、これほど淫乱だとはな。普段から遊んでいるんじゃないか？」

　俺は苦笑しながらも、女たちを犯していく。

「そ、そんなことありません！　クローゼ先生が初めてですっ」

「わたしも、他の男に触れさせたことなんてありません！」

　必死に弁明しようとする女たち。

　俺に嫌われないように必死だな。

　だが、彼女たちが処女だということはユリアの資料でわかっている。

　そもそも、誰にでも股を開くような尻軽な女に手を出すようなことはまずない。

　緩い膣など入れても気持ち良くないからな。

　ユリアはそれなりに遊んでいたが、一応相手は選んでいた。

「ふん、まあいい。ほら、教えたとおりに喘いでみせろ」

「はっ、はいっ！　あんっ、ひゃうう！　先生のおちんちん気持ちいいですぅ！」

「はぁはぁ……手で苛められて、またイっちゃいます！」

　すでに十分発情している女たちを、さらに責めていく。

　もちろん、さっきまで処女だった彼女たちがここまで簡単に感じているのは普通じゃない。

　だが、魔法を使えばそれも可能だ。

　使っているのは、以前にも使った相手を発情させる魔法。

　だが、そのときのものよりもかなり強化されている。

　単純な威力だけではなく、より早く、より深くまで浸透するようになった。

　今までは魔法を使っている間だけ発情していたが、今は魔法を解いても体の中でそのときの感覚がしっかりと残っている。

　俺が犯したいと思ったら、また魔法を発動すればその感覚が蘇る。

　それを何度か繰り返せば、わざわざ気を使わずとも体が快楽に適応していくわけだ。

「さあ、もっと俺を楽しませろ」

　それから俺は、さらに女を呼んで楽しむ。

　部屋には両手の指では数え切れないほどの女が集まった。

　それから数時間後、俺の足元には疲れきった女たちが倒れている。

　全裸の女たちが俺の精液にまみれてぐったりとしている姿は、いつ見ても俺の心を満足させる。

　やはり、この学院は最高だ。

　街で女を見繕っていては、こんなことはできなかっただろう。

「まったく……私との約束では手を出す女の数は限定すると言っていなかったか？」

　座り慣れた学院長用の席に座る俺に、横からカリーナがしな垂れ掛かる。

「あれは、お前と約束してからのカウントだ。すでに俺のものにしていた女は数えていない」

「随分と貴様に優しい理屈だな」

「その割には、カリーナも楽しんでいるじゃないか」

　口調こそ以前のままだが、カリーナは既に今日も二度ほど、俺の肉棒を受け入れている。

　股の間からは、出された精液が漏れ出ていた。

「母さんも、すっかりテオ君にものにされちゃったわね」

　反対側にはユリアが来ていた。

　こっちも全裸で、足を伝って精液が垂れていた。

「私は、この男が約束を守っているか近くで見張っているだけだ」

「ふーん、それにしては最近身の回りのことに気を使ってるわよね。まるでその辺りの女学生みたいよ？」

「なっ、なぜそれを……」

「ふふっ、実の娘に隠し事ができると思ってるの？」

　やはり、男に関してはまだユリアのほうが上手だな。

　そう思っていると、今度は正面から衝撃が来る。

「先生、体が空いているならわたくしと致しませんか？」

「アニカか、お前も相当のめり込んでいるな」

「だって、先生にしていただくのが気持ちいいんですもの。これは何事にも代えられませんわ」

　そう言いながら、俺の肉棒を手に取る。

「先輩、ズルいです！　ボクもご主人様にご奉仕したいのにぃ！」

　そのアニカの横に、アメリアがやって来て割り込む。

「待ってくれふたりとも。私にも分けてくれ……さっきからお預けなんだ」

「先生、生徒のものを横取りですの？」

「年上のくせに、がっつくのは大人のすることじゃないと思いますよ？」

「う、うるさい！　お前たちも我慢できないんだろうが……」

　さらには、リーゼまでやってきて大盛況だ。

　言い合いをしながらも、三人は協力してフェラ奉仕を始める。

　桃色の髪と金髪や銀髪がうごめくたびに、腰のあたりに快楽が走った。

　三人とも、テクニックがかなり向上しているな。

「こんなに女の子を侍はべらせて、さぞいい気分でしょうね」

「なんだ、したいならイネスもすればいい。まだ体は空いているぞ？」

「わっ、わたしは別にしたいなんて思ってないわよ！」

「そうか、なら空いた場所は……」

「わたしが入りますっ！」

　後ろからハンナがやって来て、抱き付くように胸を押し付けてくる。

　豊満な胸の感触が気持ちいい。

「ハ、ハンナ！　抜け駆けは許さないわよ！」

　結局イネスもハンナの横から俺に胸を押し付けてきた。

　これで、ほぼ全身を女たちに包まれた感覚だ。

　それも、全員が特上の美女・美少女で、ひとりでも十分なほどの存在ばかり。

　まったく、ほんとうにこの学院は良質の狩り場だな。

「ククッ、これで学院は完全に俺の手中か」

　今、学院にいる生徒や教師も、これから入ってくる生徒も、全て俺の思いのまま。

　好きなときに口説いて、好きなときに抱ける。

　特に、自動的に若い女が補充される環境は他にはない。

　それに俺は、もう一つ強力な力も手に入れた。

　カリーナから若返りの魔法の術式を手に入れたのだ。

　これがあれば、好きな女の体を、若いままでいつまでも味わえる。

「まさに、永遠の楽園だな。俺の理想郷だ……」

　以前からの夢が叶ったことに胸が熱くなる。

　だが、せっかくの女たちをただ侍らせておくのではもったいない。

「さあ、お前たち。俺の精力が尽きるまで相手してもらうぞ」

「テオ君の精力が尽きるなんて、いつになるのかしら？」

「さあ……一週間は休めないかもしれませんわ」

　口々に言う女たちだが、その表情は発情したそれだった。

　上等だ、どっちが先に力尽きるか比べてみようじゃないか。

　俺はそう思って、薄く笑みを浮かべた。
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　俺が学院を完全に手の内に収めてから一ヶ月が経った。

　相変わらず、俺は暇があれば女を相手にしている。

　教師としての表の顔は維持しつつ、裏では新しく標的を見繕っていた。

「それで、今度の標的は誰が良いと思う。なあ、カリーナ？」

「貴様、普通それを私に聞くか？」

　俺は今、学院長室に併設されている寝室のベッドで、カリーナを押し倒していた。

　初めてこいつを抱いてからも、一ヶ月が経つ。

　心の底では俺に屈服しているが、理事長としてのプライドか、まだ表面上は硬い態度のままだ。

　俺はカリーナの本心がどうなっているか知っているので、とやかく言うつもりはない。

　だが、例え建て前でも毎回抵抗されるとイラつくこともある。

　そこで、今回は少しお仕置きをしてやろうと思っていた。

「私は答えない。いくら何でも、直接貴様の毒牙にかける生徒を選ぶなど……」

「そうか、それなら体に聞いてみよう。少しは素直になるかもしれない」

「ま、またそれか!?」

「俺たちの間では、一番ふさわしい方法だろう？」

　そう言いつつ、俺は彼女のドレスの中に手を入り込ませる。

　カリーナは相変わらず魔女然とした格好をしているが、俺にとってはただの脱がせやすいドレスだ。

　胸元も開いていてその巨乳の谷間を見せつけているし、どう見ても誘っているとしか思えない。

　手早く脱がせると、一糸まとわぬ裸体が姿を見せる。

　俺は彼女の後ろに回ると、逃がさないように腕を回した。

「さて、存分に乱れるところを見せてくれ」

「また胸か……あうっ、あそこまでっ！」

　最初に俺が巨乳を揉むと、うんざりした表情を見せるカリーナ。

　彼女もこのひと月で、俺が巨乳好きというのは嫌というほど思い知っただろう。

　カリーナの胸はアメリアほどの弾力はないが、その分指が沈むこむような柔らかさがある。

　少し力を入れるだけでぐにゅりと変形して、見ている俺を楽しませる。

　だが、次に膣へ指が振れると、カリーナも反応せざるを得ない。

　俺によく開発されたそこは、軽く愛撫するだけで愛液で濡れてくる。

　現に、あまり時間が経っていないにも関わらず、クチュクチュという水音が聞こえ始めていた。

「いい濡れ具合だ、もう俺のものを入れても問題なさそうだな」

「はうっ……早く挿入して気持ちよくなってしまえ」

　振り返って俺にそう言うカリーナ。

「なんだ、やっぱりお前も入れて欲しかったのか」

「違う、私は単にお前に早く性欲を処理させようと……」

「ああ、すぐに真相はわかるさ」

　薄く笑いながら、俺はカリーナの膣内に指を滑り込ませる。

　すでに膣内は愛液で濡れ始めていて、挿入した指を締め付けていた。

　どうやら、内心でかなり期待していたらしい。

　心を読む魔法を使わなくても、カリーナの考えていることは容易にわかった。

「気持ちいいか、カリーナ。ああ、聞くまでもなかったな」

「んぐっ、やっ、ああんっ！　指、奥まで入れるなぁ！」

「そうは言っても、カリーナのここが放さないぞ」

　彼女の中は俺の指を、まるで肉棒を締め付けるような感触で責めている。このまま性欲のままにセックスしていたら暴発していたかもしれない

「そっちが放さないなら仕方ないな、このまま進めるしかない」

「進める？　いったい何を進めるというんだ？」

「すぐにわかる。ほら、入って来い」

　俺がそう言うと、寝室の扉が音を立てずに開いた。

「な、なんだ？　いったい誰が……」

　俺とカリーナの目の前にある扉。

　それが開いて、二つの人影が現れる。

　一つはハンナで、もう一つはアメリアだった。

「ご主人様、いったい何の用ですか？」

「クローゼさん、わたしたちふたりで何を……ッ!?　り、理事長！」

　入ってきたふたりは、まずベッドの上で一糸まとわずにいるカリーナを見て驚く。

　そして、その後ろにいる俺を見てどういう状況か理解したようだ。

　だが、カリーナのほうはそうもいかない。

　彼女の表の部分が、生徒の前であられもない姿をしていることに耐え切れないからだ。

「そんな……み、見るな。見ないでくれぇ」

　慌てて両手を使い、秘部と胸を隠そうとする。

　だが、それは無駄なあがきというものだ。

　俺はふたりがこっちを見ているのを確認すると、さらに指の動きを激しくする。

「あっ、ふぐっ！　あん、ああん！」

　俺の愛撫で再び嬌声を上げるカリーナ。

　そんな彼女を、ハンナとアメリアはそれぞれ熱の籠った目で見つめる。

「すごい、あんなに気持ちよさそうな声を出して……うらやましいです、わたしもされてみたい……」

「いいなぁ、ご主人様にあんなに可愛がってもらえて……今すぐボクが代わりたいくらい」

　性格こそ違えど、俺に調教されたからには考えることは同じだ。

　明らかに期待しているような目で、俺とカリーナの行為を見ている。

　だが、たまらないのはカリーナだ。

　生徒に痴態を見られた挙句、こんな目で見られるとは思っていなかったのだろう。

　ゾクゾクと体を震わせながら、膣内で指を締め付けている。

「止めてくれ、そんな目で見ないでくれっ！」

「どうしてですか？　理事長、すごく気持ちよさそうなのに……」

「まさか、嫌なんですか？　だったら、今すぐボクと代わってくださいよぉ」

「ダ、ダメだ！　それは許可しない！」

　カリーナは首を振って、交代を拒否する。

「こんなに気持ち……ではなく、はしたないことを生徒にさせられない！」

「ククッ、少し本音が漏れたな」

　俺は膣内に入れている指の数を増やし、一気に責める。

「い、今のは……ひゃうぅ！　はっ、はっ、おおおおっ！」

　だらしない声を上げながら全身を震わせる。

「確かに、こんな痴態をするのは変態しかいないからな」

　興奮しているカリーナにトドメを刺すように、俺は陰核を責める。

　敏感な性感帯を責められたカリーナは、耐え切れずに絶頂した。

「いぎっ!?　ダメ、そこはダメだっ！　ひぐっ、イグゥゥゥゥ!!」

　ビクンビクンと体を痙攣させながら、秘部からは潮まで吹いていた。

　後ろからは見えないが、恐らく相当に酷い表情をしているんだろう。

　正面から目にしたハンナが口に手を当てて驚いている。

「あ、あの理事長がこんなことに……やっぱりクローゼさんはすごいです」

　その言葉を聞いたカリーナは後ろから見てもわかるほど顔を真っ赤にした。

「そんな、見られてしまった。私のだらしない姿が生徒に……潮まで吹くなんて……」

　絶頂の快楽に打ち震えながら、呆然とした表情でシーツの染みを見るカリーナ。

「おいおい、呆けている場合じゃないぞ？」

「な、なに？」

「どうやら、待ちきれない奴がいるようだからな」

　俺の視線の先には、既に制服を脱ぎ捨てたアメリアの姿があった。

「ご、ご主人様……お願いします、ボクも理事長みたいにしてください！」

　そう言う彼女の目は、完全に発情している。

　俺とカリーナの行為に当てられて、濡らしていたらしい。

「えっ？　あっ！　ずるいです、わたしも……！」

　アメリアに先を越されたハンナが、慌てて後を追ってベッドに上がる。

　そして、制服を脱いでその大きな胸を晒す。

　顔を若干赤くしながらも隠すことなくさらけ出されたそこは、生徒の中でも頂点を争う爆乳だ。

　俺のような巨乳好きの男なら、目をくぎ付けにしてしまうだろう。

　だが、生憎俺はこの後、職員会議に出なければならない。

　残念ながら、ひとりひとりをゆっくり味わっているわけにはいかなそうだ。

「三人まとめて可愛がってやる。そこに四つん這いになって並べ」
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　俺は抱いていたカリーナの背中を押し、四つん這いにさせる。

　その左右に、アメリアとハンナが並んだ。

　目の前に三つの尻が並び、それぞれ濡れた膣が俺を誘う。

「さて、どれに入れるか迷うな……」

　普通の女なら適当に手を付けていくが、こうも美女・美少女ばかり並んでいると迷ってしまう。

　贅沢な悩みだが、俺はカリーナの後ろに膝立ちになって肉棒を取り出す。

　そして、それをそのまま膣内に挿入していった。

「ぐっ、クローゼのが入って来て……あんっ、はぁん！」

　ズンと腰を押し出して膣奥を突くと、カリーナは溜まらず嬌声をあげる。

　相変わらず、弱点にはとことん弱いみたいだな。

　膣も俺が挿入したのに反応して、肉棒をしごくように刺激し始める。

「さあ、次はお前たちだ」

　俺は左にいるアメリアと右にいるハンナ。ふたりの秘部に手を潜り込ませる。

「きゃうん！　ようやくご主人様のが来たっ！　はぁはぁ……もっと中まで入れて！」

　アメリアは、以前の高慢な態度など忘れたかのように俺に媚びている。

　膣内も、一度受け入れた指を逃がさないように締め付けている。

　さすがに俺の女の中では一番若いということもあって、締め付けが具合が強い。

　柔な肉棒では、押しつぶされて萎えそうだな。

「はぁはぁ……ちょっと物足りないけど、中ですごい動くっ！　はっ、ああんっ！」

　ハンナのほうは、膣内で自由自在に動く指に感じているようだ。

　すぐに愛液を出して、その興奮具合を伝えてくる。

　最初こそカリーナやアメリアのほうが濡れていたが、ハンナのほうも追いついてきた。

　俺はそのまま三人同時に愛撫とセックスを続ける。

　普通は一度に三人の相手などしないだろうが、この三人の体は隅から隅までよく知っている。

　それと俺のテクニックを組み合わせれば、同時に性感を高めていくのも難しくはない。

　そんななかで、俺に肉棒で貫かれているカリーナに変化があった。

「どうした、カリーナ。もう我慢できないか？」

　彼女の膣は、すでに絶頂直前のようにヒクヒクと動いていた。

　このまま責め続ければ、数十秒と経たずに絶頂するだろう。

「勝手にイクなよ。お前たちは俺が管理しているんだからな」

「はぁはぁ……ッ!?　そんな、もう少しでイクところだったのに……」

　俺が腰の動きを緩めることで、直前まで来ていた絶頂は遠ざかってしまっただろう。

「三人まとめてイカせてやるぞ。イキたくてもイケない地獄のなかで震えろ」

　俺はそう言うと、緩慢とした腰の動きとは逆に左右の愛撫の勢いを強める。

　それぞれアメリアとハンナの性感に合わせた愛撫だ。

「おっ、おごぉ！　ご主人様、指じゃそこまで入らないっ、うぐううううっ！」

　アメリアには淫乱な奴隷を叱りつけるように、膣内をかき回すような激しい愛撫。

　だが、苦しそうな声を上げながらも、しっかりと感じているようで体は震えていた。

「あっ、らめですぅ！　そんなに撫でられたら、腰抜けちゃう！　はっ、はふぅ！」

　反対に、ハンナは膣内を撫でまわすような優しい愛撫だ。

　こうすると、彼女は蕩けたような甘い声を出しながら腰をガクガクと痙攣させる。

　そして、そのふたりの喘ぎ声と水音は真ん中のカリーナに襲い掛かる。

「くっ、んうぅ……クローゼ、早く激しくしてくれ！　このままじゃ生殺しだ……！」

「もうイカせてほしいのか？　すぐ横には生徒がいるのに」

「そ、そんなことどうでもいい！　これ以上焦らされたら、頭がどうにかなってしまう！」

　カリーナは理事長としての矜持よりも、目の前の快楽を取るようだ。

　いつもの堅物な様子は何処かへ消えたようだ。なんともいい気分で、スッキリした。

「それなら、イカせてやるよ。生徒と一緒に絶頂しろ」

　俺は腰と両手の全てを一斉に動かす。

　今度は全力の、容赦ないピストンだ。

「はっ、激しいのきたぁ！　イクッ、ボクもうイクッ！」

「わたしも我慢できません、指だけでイカされりゅうううう！」

「私にもくる、もう止められないぃ！　イグッ、今度こそイグゥ！」

　俺は三人の絶頂に合わせて、腰を一気叩きつける。

　そして、そのままカリーナの中に射精した。

「イクッ、イクッ、イクゥゥゥゥ！　ご、ご主人様ぁぁぁぁ！」

「はひいいい！　イグイグッ！　クローゼさぁんっ！」

「あっ、熱いいいい！　イク、中に射精されてイグウウウウ!!」

　三人は同時に絶頂し、部屋中に響き渡るような絶叫を上げた。

　そして、絶頂で力が抜けたのかベッドに倒れる。

　カリーナのだらしなく開かれた股の間からは、出したばかりの精液が零れ出ていた。

「ふん、まあこんなものか」

　時間もちょうどいい頃合いだ。

　もし職員会議から帰って来て復活しているようなら、もう一度相手をしてやるか。










あとがき




　どうも、お久しぶりです。成田ハーレム王です。初めての方は初めまして。本書を手に取っていただいてありがとうございます。『エルレイス魔法女学院のハーレム教師 ～バレずに教え子とヤれるかな？～』も２巻目、そして完結となりました。

　今回も主人公のテオフィールがチートじみた高等魔法を使いつつ教え子たちをいただいてしまいます。２巻目最初のヒロインであるアメリアの堕とし方なんかは、生徒との隔絶した能力差が表れていて、主人公らしくなったかなと思っています。入学したての一年生である彼女にも、容赦なく責めまくってしまうあたりゲスですね。

　それから何と言っても今回の注目はラスボスこと理事長のカリーナさんですね。何度か存在が示唆されていましたが、ついにテオフィールの最後の壁として登場します。

　主人公の実力も桁違いですが理事長の力もそれに迫るものがあります。正面から戦ってはお互いにただでは済まないなか、ここでも主人公のゲスさが光る対決となりました。どんな結末になったのかは本編をご確認くださいませ。

　もちろん、対決に勝った後はカリーナさんも美味しくいただいてしまいます。たとえ歴戦の魔女だとしても主人公の食指が動いてしまえば逃れる術はありません。学園の運営に一生懸命になって持て余していたいやらしい体を、これでもかと調教して、普段はやり手の魔女であるカリーナさんが色々と恥ずかしいことになってしまいます。

　そして、大事なことですがカリーナさんはユリアのお母さん。もちろん彼女との絡みもバッチリ用意してありますのでご期待ください！

　他にも新ヒロインや今までのヒロインたちとの新しいプレイなんかもあるので楽しんでもらえるとありがたいです。

　さらに、チラッと本を開いていただければ目に飛び込んできますが、今回もイラストレーターのＣＡＭ様が素晴らしい絵を描いてくださいました。「たぷんっ」と音が聞こえてきそうな胸や揉みごたえのありそうなお尻もたまりません。ヒロインたちの表情もエロく、目に焼き付いてしまいそうです！

　さて、今回も書籍化するにあたり助けていただいた方への謝辞を。

　担当様、今回の『ハーレム教師』も完結まで担当していただき、ありがとうございます。おかげでＷＥＢからさらにパワーアップした作品となることができました。

　イラストレーターのＣＡＭ様、主人公やヒロインたちの美麗で艶やかなイラストを多数描いていただきありがとうございました。おかげで本作の魅力も格段に上昇しました。

　最後にここまでお付き合いいただいた読者の方々。二作品目も書籍化という晴れの舞台に立つことができたのも皆様の応援のたまものです。まさにエジプトにおけるナイル川のようなもので、皆様からの応援がなければ今頃作品もどこぞで干からびていたかもしれません。本当に感謝しています。ＷＥＢにも書下ろしのエピソードがございますので合わせて楽しんでいただけると幸いです。

　これをもちまして『ハーレム教師』は完結ですが、まだ色々と書いてみたいものもございますので今後とも応援のほどよろしくお願いいたします。





二〇一六年一〇月　成田ハーレム王











本書は「ノクターンノベルズ」（http://noc.syosetu.com/）に掲載されたものを、改稿の上、書籍化しました。

　「ノクターンノベルズ」は、「株式会社ナイトランタン」の登録商標です。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。
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